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			アラフォー社畜のゴーレムマスター⑤

			高見梁川

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。
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			第百二十一話　決戦
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			第百九話　ハーレプストの告白

			　

			　スキャパフロー王国を、逃げるように脱出してすぐのことである。

			『契約者様、私も早く身体が欲しいです』

			　不可視の盾フォウが強硬に松田に主張した。一歩も退かぬとばかりの断固とした要求だった。

			　フォウがそういうのも無理はない。

			　すっかり松田に骨抜きにされたディアナの楽しそうな様子を、いつにもまして見せつけられているのである。

			「お父様～～お父様～～」

			　リアゴッド、こと造物主(デウスエクスマキナ)ライドッグを裏切ってしまったという罪悪感から逃れるためか、ディアナの甘えぶりはこのところ悪化の一途を辿っていた。

			　日中はこうして松田の腰にまとわりついているし、夜は夜で右腕に抱き着いて片時も離れない。

			　ディアナが離れないと、自動的にステラも離れてくれないので、松田は寝返りひとつうてない有様だった。

			　それほどに秘宝(アーティフアクト)が造物主を裏切るというのは精神的ストレスの大きな事態であったともいえる。

			　今のディアナにとって、精神的な支えは松田に頼り切っているため、あのステラでさえもが多少は空気を読んで、ディアナの暴走を黙認しているほどだ。

			　だからといって見せつけられるフォウが納得できるかといえば、それはまた別の話であろう。

			「…………身体といっても素体がなあ……今さら００５の素体は回収できないだろうし、以前のディアナの身体は……」

			　ハーレプストの工房に置いたままだが、現状マクンバまで戻るという選択肢はない。

			　ノーラの目指す古代遺跡パズルは、方角的にはマクンバの東をさらに南方に進むので、通り道と言えなくもないのだが、ここで下手に立ち寄れば、スキャパフロー王国とリュッツォー王国の外交問題にまで発展しかねなかった。

			　かといって、貴重な素体がそう簡単に転がっているはずもない。そもそもハーレプストの工房に置いてきた身体だって、言葉は話せない不完全なものだ。見た目に関しても、ディアナそっくりになってしまうという問題がある。

			『ディアナお姉さまとそっくり？　契約者様！　早く！　早くそれを！』

			　松田の独り言に、ここぞとばかりにフォウが食いついた。

			「いやいや、秘宝を格納することもできない代用品だからな。それに、今、あれはハーレプスト師匠の工房に……」

			「うん、僕の工房に保管しているよ」

			　不意に想定していなかった人物の声が聞こえた気がして、松田は慌てて振り返った。

			「ようやく追いついたですか。わふ」

			「追いついたというより……ドワーフ評議会から余計なとばっちりを被らないうちに逃げ出したら、ちょうど君たちがいた、というところかな」

			「ステラ、気がついてたのか？」

			「さっきからハーレプストさんの匂いがしてたですよ？　わふ」

			「わかってたなら言えよ！」

			　声をかけられるまでまったく気づかなかった気恥ずかしさをごまかすように、松田は声をあげた。

			「まあまあ、そう怒ることでもあるまい。正直、君がいてくれて助かる」

			「下手をするとスキャパフロー王国軍に追われるかもしれませんよ？」

			　通行許可証をマリアナが秘密裏に手配してくれたからよいものの、松田がフォウという絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーティフアクツ)を手に入れたことは、王国でも周知のこととなった。

			　もちろん国王が公式に発表したことだから、表立ってフォウの所有権を主張することはないかもしれない。

			　しかし買い取りを要求されるか、あるいは地位と引き換えに献上しろと命じられるか、いずれにせよ放置されるということはありえぬはずであった。

			　だからこそ松田たちは、拘(こう)束(そく)される前に逃げ出したのである。

			「今回は僕もやらかしたからねえ。下手したら暗殺者の一人や二人送られてるよ」

			　特にただでさえドルロイと対立しているマニッシュとゲノックを虚仮にしたことは大きい。

			　先だってはラクシュミー瓜二つの人形を盗まれただけで済んだが、今後はラクシュミーともども、暗殺に警戒する必要があるだろう。

			「そ、それ大丈夫なんですか？　ラクシュミーさんは……」

			「ああ、彼女の実家は、とある有名な大富豪だからね。彼女の縄張りで簡単には手は出せないはずさ」

			　連絡が届けば、かしこい彼女のことだ。すぐさま父の手の者を呼ぶだろう。

			「えっ？　ラクシュミーさん、そんないいとこのお嬢様だったんですか？」

			　というより、そんなお嬢様を結婚という責任も果たさず放置していたのか、この男は。

			「な、なんだいマツダ君？　視線が痛いのだが」

			　たらりとこめかみから冷や汗を流して、ハーレプストは苦笑する。

			「断っておくけど、楚々として大人しいラクシュミーは彼女の一面にしかすぎないからね？　彼女はむしろアグレッシブで人の話を聞かないタイプだから」

			「うそやん」

			　できる大人の女性の理想像みたいな人だったのに。

			「元はと言えば、彼女の父親が、僕の人形のファンでね……」

			　特注の人形を作ってほしいという依頼があったのは、かれこれ二十年近く前のことになる。

			　ハーレプストは遠い目をして天を見上げた。

			「初めて会った彼女はまだ九歳だった。そのころから相当大人びてはいたけどね」

			　最初は無関心であったノーラも、ラクシュミーがどうやら自分と同じくらいの歳であるらしいとわかって耳を傾け始めた。

			「彼女の誕生祝いに作った人形を、ことのほか気に入ってくれて、随分と懐いてくれたものだ」

			　ハーレプストの心の平穏はそこまでだった。

			「……誕生祝いのお返しに、と手紙をもらったときはうれしかったな。なぜか本人が手紙を届けに来たことを除いては」

			「あ、アグレッシブ…………」

			　ラクシュミーさん、九歳じゃなかったのか？　周りの大人は何をやってたんだ！

			「すぐに送っていこうとしたら泣いて止められた。家に戻されたら顔も知らない男と結婚させられると言ってね」

			　ラクシュミーの実家はリュッツォー王国と、これから行くバーヤッド王国そしてデアフリンガー王国の三ヶ国にまたがる裕福な商家らしい。

			　その資産は王国の経済に影響力を及ぼすほどだそうだ。間違っても一介の鍛(か)冶(じ)師が相手にすべき人間ではない。

			　困ったハーレプストであるが、子供相手にそこまで鬼にはなれなかった。

			　事情を説明するための使者を出して、そのままラクシュミーを泊めてあげることにしたのである。

			　

			「ハーレプスト様、お風呂に入れてくださるかしら？」

			「君は何を言ってるんだ？」

			「だって私、一人でお風呂に入ったことなんてないんですもの」

			　

			　さすがの箱入り娘であった。いや、本人はとっくに箱から出て策略をめぐらす謀略系娘なのだが。

			「ま、まさかハーレプストさん……」

			「ディアナやステラとお風呂に入っている君にだけは、言われる筋合いはないぞ！」

			「た、確かに…………」

			　ハーレプストに突っ込まれて改めて自分の罪深さを自覚する松田であった。

			　このところほとんど抵抗感もなく、背中を流してもらうのも慣れてしまった自分を恥じるしかない。

			　いや、あくまでも父性だから感覚が麻(ま)痺(ひ)したのか？

			「何か問題でも？」

			「ハーレプストさんとラクシュミーさんは仲良しですね！　わふ」

			　殺気すら感じさせるディアナの視線とは裏腹に、ステラは微妙にずれた反応であった。

			　彼女にとって、松田とお風呂に入るのはなんら恥じることではないのだろう。

			「やむなく妥協したのだが、寝室まで共にするよう迫ってきたので、さすがに断った」

			「嫌な予感しかしねえ」

			　明らかにラクシュミーの行動は確信犯である。

			　いつの間にか外堀を埋められていて、女性にからめとられていった同僚たちの姿が、松田の脳裏をよぎる。

			　酔って過ちを犯してしまったくらいであれば可愛いほうで、彼女たちの工作は巧妙を極める。

			　既成事実を積み上げられると、よほど相性が悪くないかぎり、男は退けない、という心理に捉われてしまう。

			　この退くに退けないと思わせてしまえばこっちのものだ。そうするために、偶然を装って両親とデート先で顔合わせさせるのは序の口で、「近くまで来たから……ちょうど祖母の命日なの」とか言って墓参りに付き合わされたら、かなり末期である。

			　共通の友人を増やし、下手に別れると日常の人間関係にも差し支えるという状況を作り出すことも有効だ。

			　そんなわけで、まだまだあと三年は遊ぶと公言していた同僚が、一年と保たず結婚していくのを松田は何回も見た。

			　もっともそんな余裕すらない社畜に比べれば、彼らが人生の勝ち組であることに疑いはない。

			「マツダ君、君の勘は正しい。僕は睡眠薬を飲まされ、気がつくと全裸のラクシュミーが僕に抱き着いて寝ていた」

			「まさかの薬物投与！」

			　ラクシュミーさん怖すぎ！　さすがは三十路近くになっても余裕で師匠を待ち続けるだけある。

			「しかも寝ぼけたふりをして、おはようのキスを求めてきた！」

			「いったいどこまで攻めるんだ！」

			　ラクシュミーさんが特別なのか？　それともこの世界の九歳はそこまでするのが当たり前なのか？

			　恐る恐るディアナとステラを横目に窺うと、二人とも満面の笑みを浮かべていた。
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			　その笑みの意味が知りたい。いや、知りたくない。

			「すぐに逃げれば良かったのかもしれないが、お父様に言いつけると言われて、ついつい彼女を受け入れてしまった」

			　究極の人形を追い求めるハーレプストにとって、ラクシュミーの実家は貴重なスポンサーでもあったのだ。

			　とはいえ本気で嫌がってはいなかったからこそ、ハーレプストもその状況を受け入れたのだろう。

			　しかしその諦めに近い容認こそが、王手詰み(チエツクメイト)であると松田は知っている。

			「それから彼女が初潮を迎えたのが、たまたま僕のベッドだったので、なし崩し的に婚約させられることになった」

			「絶対に偶然じゃないよ！　明らかに狙われてるよ！」

			「僕もそう言ったのだが、聞いてもらえるような状況じゃなかった。誰が見ても、僕が悪いようにしか見えない状況だったから……」

			「え、えげつねえ……」

			　たとえ事実がどうあれ、幼女がベッドで血を流してたら謝罪しかできない。迂(う)闊(かつ)に反論することすら許されない。

			　道理で形だけとしても、ハーレプストがラクシュミーと婚約していたわけだ。

			　女性に対してひたむきな頑なさをもっていたハーレプストが、どうしてラクシュミーと婚約したのか、それが謎だった。

			　とんだ謀略じゃねえか！

			「――――ためになります」

			「ラクシュミーさん、すごいです。わふ」

			「君たちは、その色に染まっちゃだめええええええ！」

			　特にステラ、お前にはワンコ属性の純真なままでいてほしい。俺の精神衛生上、かなり切実に。

			「それから手を出すまでに、三年と保たなかった」

			「俺のあんたに対する尊敬を返せ！　このロリコン！」

			　ほんの少しでも謀略系美少女に騙された哀れな男、と同情したのは間違いだった。

			　三年といえば……犯罪じゃねえか！

			「彼女の初めての手料理を食べてから、少し記憶がおかしくなった気がする」

			「疑ってすいませんでした！　師匠！」

			　松田の想定を超える怒涛の告白であった。

			　要するに意地を張っていただけで、とっくに二人の気持ちは通じ合っていたということだな。

			　まあ、お似合いと言うべきだな。

			「それで、だね。僕の工房からあの素体を持ってくるついでに、だね」

			　大の大人……しかもひげ面のドワーフが顔を赤らめてもじもじしていると、想像以上に気色が悪い。

			「何を照れてるんですか……」

			　ゴホン、と咳払いをしてハーレプストは表情を改めた。

			　

			「けじめとして、彼女と結婚しようと思うんだが、一緒に立ち会ってもらえないか？」

		

	
		
			　

			第百十話　ラクシュミーの事情

			　

			「……よく覚悟を決めましたね」

			　率直に言って松田は、ハーレプストの変貌に驚いていた。

			　ハーレプストがラクシュミーを愛していることは、彼女そっくりの人形を見たときから誰の目にも明らかだった。

			　しかしそれと結婚が結びつくか、というと、彼がどうして人形に執着しているかを知っている松田には疑問であった。

			　愛しているからこそ、手を触れることができないものがある。

			　おそらくハーレプストはラクシュミーを愛しているからこそ、それを失うことに耐えられないだろうと松田は考えていた。

			　病んだ理由は別であっても、大切に思うものを心から信じられないのは、松田も一緒だ。

			　こんなにも早くハーレプストが決断したのは、予想外というほかはない。

			「まあ、怖い気持ちは変わらないよ？　今でも僕は永遠に焦がれている。でも、当たり前だけど、僕が永遠にたどり着こうがつくまいが、彼女が失われることに変わりはないんだよね」

			　人は不老不死ではいられない。ラクシュミーは現在進行形で年老いて、死へ向かって進んでいる。

			　その事実に耐えられたのは、彼女を愛している自分に気づかないフリをしていられたからだ。

			　――でも、あのラクシュミーの人形を奪われ、脅迫されたときに、ハーレプストは気がついた。気がついてしまった。

			　愛していると気づいてしまえば、もう気づかないフリをしていたころには戻れない。

			「それがわかってしまったら、逃げていることに意味はない。むしろ有害だと思う」

			　ありえないとわかってはいても、ラクシュミーがほかの男に心を移したら？　何かの偶然で命を失ってしまったら？

			　気持ちを伝えずに傍観していた自分を、ハーレプストは絶対に許せないだろう。

			「それに、どうも彼女、いささか困った男に粘着されているらしくてね」

			「まあ、いいとこのお嬢様で、あの美貌ですからねぇ」

			「それがどうも僕が調べたかぎりでは、かなりのマザコンらしい」

			　しっかり調査を行っているあたり、ハーレプストも自覚がなかっただけで、とうにラクシュミーに心を奪われていたようである。

			　というか、マザコンに粘着されてるのかラクシュミーさん。確かに母性高そうだしなぁ。

			「……まずはおめでとうございます、と申し上げるべきなのですかね」

			　松田は苦笑しながら、ハーレプストに祝福の言葉を発した。

			　自分はまだ前世のトラウマに囚われたままだというのに、ハーレプストは一足早く己の呪縛から抜け出したのである。

			　その事実が松田には悔しい。

			　悔しいと思える自分がまた驚きであった。

			　こんなことを考えてしまうのも、前世であるライドッグの怨念に飲みこまれたリアゴッドが、我を失ってしまったのを見てしまったからだ。

			　あれ以来、松田はずっと悩んでいた。

			　ライドッグの記憶を持って転生したリアゴッドは、もう別人なのだとクスコは言った。ディアナもまたかつての主人ではなく、松田を新たな主人として選んでくれた。

			　記憶を持つからといって、前世に囚われたまま、新たな人生を歩んでよいのか？

			　前世で背負った怨念をまき散らす人生になんの意味があるというのか？　リアゴッドに対する問いは、そのまま松田に対する問いであった。

			「こんどこそ、我(われ)がままに生きる！」

			　そう決意したつもりだった。

			　はたして自分は本当に我がままに生きているだろうか？

			　この世界でエルフに生まれ変わったタケシ・マツダは、本当に新たな人生を生きているのだろうか、現代人松田毅(たけし)が社畜であったころの呪いに引きずられているだけではないのか。

			　はたしてライドッグがどんな悲惨な死に方をしたのかはわからない。

			　しかしせっかく転生したのに復讐に囚われたリアゴッドを、醜い、と松田は思ってしまった。

			　どうしてせっかく転生したのに、新しい楽しみを捨てて、復讐に身をゆだねてしまったのか。

			　――――では自分は？　社畜であった歪(ゆが)みを捨てて生きているのか？

			　まだ社畜であった呪縛から逃れられず、どうしたらよいかわからずに足掻いているのではないか？

			　リアゴッドとの対決は、そんな疑問を松田に思い出させてしまったのである。

			「ご主人様、どうしたですか？　わふ」

			「うん？　ラクシュミーさんはすごいなあ、と思ってね」

			「すごいです！　ステラもラクシュミーさんを見習うです！　わふ」

			「いや、見習うのはちょっと……お願いだから止めて」

			　思わずラクシュミーのように腹黒系謀略少女になったステラを想像して、松田は背筋が寒くなるのを感じた。

			　同時に、ステラやディアナに囲まれた今の自分が、なぜかとても恵まれている気がしてくすぐったい思いを感じる。

			　この世界は決して優しい世界ではないが、かつて社畜であったころより、ずっと居心地の良い世界である気がした。

			　それにラクシュミーの人形を人質にされたハーレプストが、脅迫に屈せずに自分を選んでくれたことが、松田の歪んだ心に与えた衝撃は大きかった。

			　また人を信じてみたい。そんな欲求を松田は久しぶりに実感していた。

			「――そんなわけで、マツダ君には結婚の立ち合い人を頼みたいのだが、どうだろう？」

			「ドルロイ師とリンダさんはよいのですか？」

			「あの二人より、君のほうが僕の気持ちをわかってもらえていると思うからね」

			　松田は視線でノーラに尋ねると、ノーラは素直に頷いてくれた。

			「一刻一秒を争うわけじゃないし、少し寄り道をするくらい、私は構わないよ？」

			　ハーレプストとラクシュミーの結婚、それ自体は喜ばしいことである。それに、松田にとっても過去に踏ん切りをつけるいい機会になるような気がする。

			　松田はハーレプストに向き直ると快諾した。

			「俺でよければ喜んで」

			「おおっ！　ありがとう！　マツダ君！」

			　がっちりとハーレプストと握手を交わし、二人はしばし感慨に浸った。

			　長い間止まっていた二人の時間が動き出そうとしていた。

			　もちろん、彼らの新たな出発が、平穏無事に済むはずもなかったのだが。

			　

			　

			　

			　マクンバの東南にロマネという湖がある。

			　その湖畔に佇む瀟洒(しようしや)な別荘で、ラクシュミーはハーレプストから届けられた一通の手紙を開けた。

			　もともとラクシュミーの母国はリュッツォー王国の南東にあるデアフリンガー王国である。

			　その王国で最大手の商会を経営するのが、ラクシュミーの父ローバルだ。稀代の芸術品コレクターとしても知られ、ハーレプストと巡り合ったのもそれが縁であった。

			　ハーレプストの工房に隙あらば押しかけるラクシュミーであるが、そうでない場合にはこのロマネの別荘に滞在するのが習慣になっている。

			　家は兄が継ぐことになっているし、ラクシュミー自身もそれなりの錬金術師なので、生活の糧にはまったく困っていなかった。

			　それにしても、ハーレプストがこうして手紙を送ってくることは珍しい。

			　つい習慣で手紙に鼻をよせて息を大きく吸い込むと、ラクシュミーは照れたように視線を泳がせた。

			　さすがに他人に見られるのは抵抗があるのか、侍女たちが傍にいないのを確認したラクシュミーは、もう一度深呼吸をして手紙に目を落とした。

			「………………」

			　愛しいハーレプストの手紙を一読したラクシュミーは、唐突に無言のままその綺麗な額をホワイトオーク製のチェストに叩きつける。

			　

			　ドバキッ！

			　

			「…………痛い」

			　なぜかチェストのほうが見るも無残に破壊されているが、それはさておき、ラクシュミーはじんじんと痛む額に手をやり、その痛みが現実であることを確認した。
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			　一瞬の間をおいて、それが現実であると悟ったラクシュミーは歓喜のあまりすでに半壊していたチェストをさらに渾(こん)身(しん)の前蹴りで全壊させた。

			　なかなか豪快な感情表現である。

			「きゃああああああああああああああ！」

			　ハーレプストの手紙に書かれていた紛れもないプロポーズの言葉に、長年待たされてきたラクシュミーの乙女心はたちまち限界を振り切って暴走したのである。

			「ああっ！　この日を待ってましたわ！　いっそ危険日に押し倒して既成事実をとか、錬金術師最高の媚薬と呼ばれるベラドンナを使って快楽でとろとろに落としてしまおうとか考えましたけど！」

			　楚々とした美貌の裏で、とんでもないことを考えていたラクシュミーであった。

			　それでもそれを実行しなかったのは、ハーレプストが抱えた闇を自分で晴らさなければならないことを理解していたからであろう。

			「これもきっとあのマツダ様のおかげですね……」

			　マクンバで初めて出会ったエルフの青年。彼がハーレプストと同様に捨て去ることのできない闇を抱えていることは、すぐにわかった。

			　温厚で知性を感じる松田の瞳の奥には、どこか冷ややかに人を値踏みしているような違和感があった。

			　それは、ハーレプストが人と人との間に感じさせる距離感の遠さに、どこかよく似ていた。

			　その彼に巻き込まれる形でスキャパフロー王国へと呼び出されたハーレプストに、良い意味での変化があったことを、ラクシュミーは確信していた。

			　今はそんなことより！

			　パアアアアア！　とわかりやすい至福の笑みを浮かべて、ラクシュミーは満願成就の喜びに浸る。

			　思えば長い戦いだった。一目見た瞬間から、子供心にハーレプストと結婚すると決めていた。

			　いったいどこがラクシュミーの心の琴線に触れたのかは疑問だが、なぜかハーレプストは、ラクシュミーにとって守るべき可愛い男性であった。

			　あるいは少々歪んだ母性を刺激された、と言えるのかもしれない。

			　基本的に逃げの姿勢のハーレプストを確保するためには、ひたすら押しの一手あるのみだ。

			　既成事実を作り、精神的な負い目を刷り込み、彼の心の重要な部分をゆっくり時間をかけて占めていくのは楽しかった。

			　言葉では、諦めろ、とか、君にはもっといい男性が、とは言うが、ハーレプストの本心がそうでないことぐらい、ラクシュミーにはとうの昔にわかっていた。

			　それでもこうしてふんぎりをつかせてくれたのは、松田とのなんらかの心的交流の結果なのだろう。

			　時間の問題だったとはいえ、すでに三十路を間近に控えたラクシュミーがプロポーズを喜ばぬはずがない。

			「ふふふふふ……もう遠慮の必要はないわ。一発必中、老婆でも孕ませる奇跡の秘薬を、手段を選ばず入手しなくては……」

			　健康な出産のためには、早めに妊娠する必要がある。特に最低でも三人以上の子が欲しいと妄想を膨らませてきたラクシュミーにとって、それは切実な問題であった。

			　幸い、父の伝手を使えば手に入らぬものなど、特殊な秘宝級を除けばないに等しい。

			　バラ色の夫婦の未来を瞼に思い浮かべて、ラクシュミーは鼻血を噴かんばかりに萌えた。

			　男の子が二人に女の子が一人。父親似の兄弟と母親似の妹、その妹を甲斐甲斐しく世話を焼く兄弟、それを温かい目で見守るハーレプストと自分…………。

			「きゃああああああ！　きゃああああああああ！　きゃああああああ！」

			　もうこれだけでご飯三杯はいける。

			　さらなる妄想に思いを馳せようとしたラクシュミーの耳に、控えめなノックの音が届いた。

			「入りなさい」

			「失礼いたします」

			　先ほどの絶叫など何もなかったかのように振舞うラクシュミーの侍女、さすがはプロの対応である。

			　ラクシュミーの妄想癖程度では、表情筋ひとつ動かさない。

			「マルグ公子からのご使者が……」

			　侍女の言葉に、ラクシュミーはあからさまに眉を顰(しか)めた。

			「…………しつこい男ね」

			　マルグ公子はリュッツォー王国とデアフリンガー王国に挟まれた小さな公国の公子で、このところ、ラクシュミーに積極的なアプローチを繰り返していた。

			　もとはラクシュミーの父が経営する商会の利権が目当てで接近したのだが、一目見てラクシュミーの美貌に惚(ほ)れこんでしまったらしい。

			　マルグいわく「彼女は私の母になれるかもしれない女性」だそうだ。

			　マザコンをこじらせた男との政略結婚など、ラクシュミーにとっては検討する価値すらなかった。

			　何度も断っているのだが、マルグのアプローチは存外しつこい。そのしつこい理由の第一が、彼女が（名目上の婚約者はいるが）恋人のいない独身女性であるということだった。

			「――――もう独り身とは言わせません。私も妻となる身なのですから、これ以上の求愛は馬に蹴られて死ぬだけだと知っていただきましょう」

		

	
		
			　

			第百十一話　公子の怒り

			　

			　マルグはデアフリンガー王国から独立したヴィッテルスバッハ公国の第一公子である。

			　先月二十六歳の誕生日を迎え、実はすでに正室との間に第一子を設けていた。

			　その彼がラクシュミーに固(こ)執(しゆう)するようになったきっかけは、一年ほど前の公国での園遊会に遡(さかのぼ)る。

			　もともとヴィッテルスバッハ公国は、デアフリンガー王国の第三王子であったアルベルドが建国した国だが、戦争のどさくさの中での、かなり強引な建国であったために、デアフリンガー王国とは折り合いが悪かった。

			　できれば関係を修復したい、というより小国が生き延びていくためには、周辺諸国との協調が必要不可欠である。

			　現実問題として、デアフリンガー王国が国境を封鎖するだけで、デアフリンガー王国とリュッツォー王国の中継貿易を大きな柱とするヴィッテルスバッハ公国の経済は破(は)綻(たん)してしまうだろう。

			　歴史的な敵国同士であるデアフリンガー王国とリュッツォー王国の緩衝国として、価値ある存在と認識されなければ、いつ攻め滅ぼされるかもわからなかった。

			　そのためヴィッテルスバッハ公国は、各国の重鎮を招いた園遊会を頻(ひん)繁(ぱん)に開催していた。

			　そこにデアフリンガー王国でもっとも巨大な商会の主にして、三代前までは貴族でもあったローバルとラクシュミーも参加することになったのである。

			　後で聞いた話では、ヴィッテルスバッハ公国の思惑としては、第三公子のカスパーの側室にラクシュミーを迎えるつもりだったらしい。

			　昨今、北のコパーゲン王国やスキャパフロー王国を含め、軍事的緊張が高まっている今、財政難のヴィッテルスバッハ公国としては、手っ取り早い婚(こん)姻(いん)政策によって資金と経済販路を得ようという目論見は、政治的に正しいといえる。

			　側室とするには、ラクシュミーはいささか薹(とう)が立っているが、クラウゼヴィッツ商会の魅力は、それを補って余りあった。

			　何よりラクシュミー自身の美貌も、年齢を感じさせないものであることも大きい。

			　――――ところが、である。

			　ラクシュミーを一目見た瞬間から、第一公子であるマルグは恋に落ちた。

			　十一歳のときに亡くなった前公妃、アンネリーゼの面影を見たのである。

			　艶のある髪にたわわに揺れる双丘といい、知性が勝った硬質の美貌といい、髪の色を除けば、アンネリーゼとラクシュミーは瓜二つであった。

			　まるで母が生まれ変わったかのようだ。

			　ラクシュミーが自分よりも年上であるという事実には目をつぶり、マルグはこの出会いを運命と信じた。

			　まだ多感であった少年期、また初めての子供として母の深い愛情を享受していたマルグがマザコンとなるのも無理からぬ話である。

			　とはいえ、その標的とされたラクシュミーとしては、たまったものではない。

			　

			「私には婚約者がおりますので……」

			「一国の主に勝る婚約者などおるものか！」

			「お言葉ですが私にとっては、誰にも代えがたい大切な婚約者ですわ」

			　

			　そんなやりとりが繰り返された。

			　マルグとしては、憤(ふん)懣(まん)やる方ならぬ、無礼な話であった。

			　確かにヴィッテルスバッハ公国は小国である。その経済力規模は、せいぜいクラウゼヴィッツ商会の倍に届けばよいほうであろう。

			　軍事や行政に予算を吸い取られることを考えれば、大公家の懐具合はクラウゼヴィッツ商会のほうが遥かに温かい。

			　往々にして、為政者はそうした格差を見栄から受け入れることができないものだ。

			　意識的にせよ、無意識にせよ、マルグはラクシュミーが婚姻を喜んで受け入れるべきであると信じた。

			　そもそも平民が公族の求婚を断るなど僭(せん)上(じよう)も甚(はなは)だしいはずであった。

			　よくよく調べてみれば、婚約者もドワーフの鍛冶師で、もう十年以上もラクシュミーを放置している不実な男というではないか。

			　ますます断られる理由などない、とマルグがアプローチを繰り返すのも、無理からぬことではあった。

			　これが平凡な商会相手であれば、実力に物を言わせてラクシュミーを誘拐するという手もあるが、さすがに天下のクラウゼヴィッツ商会を、正面から敵に回すことは避けたかった。

			　元がデアフリンガー貴族の出身であるクラウゼヴィッツ商会は、王国に強力な伝手を有している。下手をすればデアフリンガー王国との戦争、ということにもなりかねない。

			　――――そうしたすれ違いの膠着状態が続いていたのも今日までである。

			　いまやラクシュミーは形式的な婚約者ではなく、人妻になろうとしていた。

			　神に愛を誓った人妻を奪うということは、いかに第一公子といえども他(た)聞(ぶん)を憚(はばか)る行為である。

			　そんなマルグがラクシュミーの結婚を知ったらどうなるか。

			　その反応は、おおよそ予想通りであった。

			　

			「――――ふざけるな！」

			　送り出した使者からラクシュミーとハーレプストの結婚を聴かされたマルグは、激高してテーブルを蹴りつけた。
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			「十数年も放ったらかしにしていた相手と！　しかも公国の後継者たる私を袖にして、今さらのうのうと結婚するだと？」

			　ハーレプストとの婚約は、実の伴わない目くらましのようなものだと信じていた。

			　そうでなくては、結婚のけの字も感じさせなかった長い年月の説明がつかない。

			　ハーレプストがいったいどんな狂気にとりつかれていたか、マルグは知らないのだから。

			「許さない。彼女は私のものだ！」

			　なぜなら彼女はマルグの母になってくれるかもしれない女性なのだから！

			　恋人に母の面影を求める男は意外と多い。

			　というより男のほぼすべてが、なんらかの形でマザコンの要素を持っている。

			　通常の男性は成長するにつれて世間体を覚え、さらに、自分のなかで優先順位をつけることができる。

			　だが稀に、そうした成長の機会を得られなかったり、優先順位を間違って成長してしまう男性がいるのも現実であった。

			　松田の部下にも、仕事はできるし、温厚で優しい男だという評判だが、決定的にマザコンな男がいた。

			　

			「残業は母の許可が取れてからでお願いします」

			「はあ？」

			「母と買い物に行くので休ませてください」

			「………………」

			「母に向いてないと言われたので辞めます」

			「…………お前はいいのかそれで」

			「大丈夫です！」

			「いや、大丈夫じゃねえよ」

			　

			　とにかく彼らの共通点は、母に対する全面的、いや盲目的な信頼と依存である。

			　マルグのケースはそれとは違うが、依存という意味では、より悪い状態かもしれない。

			　若くして亡くなってしまったために、理想化されてしまった亡き母の面影は、マルグにとって何より神聖で美しいものであった。

			　あの白磁のような肌や、冷たい水面を思わせる切れ長の瞳が、矮(わい)躯(く)のドワーフごときに奪われる？

			　ありえない。絶対にありえない。あってはならない。

			　マルグにとってラクシュミーを奪われるということは、母を奪われることと同義であった。

			「……そのハーレプストとかいうドワーフの居場所を突き止めよ」

			　マルグはぞっとするほど低く冷たい声で、傍らに控えた侍従に告げた。

			　たとえどんな手段を使っても、ラクシュミーをむさ苦しいドワーフに渡すつもりはない。

			　クラウゼヴィッツ商会は敵に回すには手ごわい相手だが、たかがドワーフの鍛冶師一人であれば、闇から闇へ葬るのも容易いはずであった。

			「形だけの名ばかり婚約者であれば、少しは長生きできたものを……」

			　ラクシュミーを奪うなら、神の前で結婚を誓う前でなければならない。

			　マルグは知らなかった。

			　今のハーレプストの傍には、一国に匹敵する実力を持った、規格外のゴーレムマスターがついているということを。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やれやれ、マルグ公子の趣味にも困ったものだ」

			　ハーレプストの抹殺を命じられたヴィッテルスバッハ公国の下級騎士ハイドは、苦虫を噛み潰したように顔を顰めた。

			　ハイドはこんな裏仕事をするために騎士になったわけではない。

			　正直なところクラウゼヴィッツ商会の令嬢くらい、己の器量で口説き落としてほしいものだと思う。

			　そもそも三十路に足をかけた嫁き遅れなど、公国の側妃としてふさわしいとは思えない。

			　それでも主人の命令には逆らえないのが騎士のつらいところであった。

			　割と早い段階で、ハーレプストがスキャパフロー王国から帰国の途上であることは判明した。

			　それはハーレプストが自分の消息について、ラクシュミーやドルロイに手紙を出していたためだ。

			　そのせいかドルロイが一時工房を休業することになり、現在必死の勢いで依頼を片付けている最中であった。

			　ハーレプストの目的地はラクシュミーのいる場所以外にはありえないから、その期間の移動ルートを想定することはそれほど難しいことではなかった。

			「たかがドワーフの鍛冶師に騎士が出張らなくとも……」

			　殺し屋の一人や二人雇うだけでよいのではないか？

			　もっともそうした連中が、手のひらを返して弱みに付け込んでこないともかぎらないので、信頼できる騎士を使うというのもわからぬではない。

			　しかしそれが不本意であるというのも、代えようのない事実であった。

			　ハーレプスト暗殺に向けられた騎士の数は十二人。武人でもないドワーフ一人を暗殺するには過剰な戦力が集められていた。

			　それだけ万全を期してハーレプストを亡きものにしたいという、マルグの意思の表れであろう。

			　なるほど確かに過剰戦力である。

			　ドルロイと違い、ハーレプストは荒事にはそれほど習熟していない。

			　とはいえ五槌に次ぐ鍛冶師と謳われたハーレプストだから、高価な秘宝を所持していてもおかしくない。そのための過剰戦力である。

			　もしハーレプストが知れば、「さすがにそれは僕を甘く見すぎじゃないかな」と憤慨したかもしれなかった。

			　ドルロイには及ばないものの、ハーレプストもドワーフの戦士の一人である。そもそもドワーフは尚(しよう)武(ぶ)を尊び、たとえ鍛冶師であろうともそれなりの武の素養を持つのが普通だ。

			　さらに特殊な鍛えの愛剣を使用すれば、ハーレプスト一人でも、ハイドたちを相手に渡り合うことも十分可能であった。

			　というより秘宝を無制限に使用させたら、おそらくハーレプストのほうが強い。

			「とっとと終わらせて国へ戻るぞ。国外では万が一がないともかぎらんからな」

			　下手に他国でヴィッテルスバッハ公国の騎士が暗殺に及んだとなれば国際問題となる。

			「余計な連中は正体もわからんほど焼いちまえばよかろう？」

			　魔法を得意とする騎士の一人にハイドは頷く。目撃者を残したり犯人が特定されるようなことは、何があっても避けなくてはならなかった。

			　

			　

			「やっぱり、本当に僕でいいのかなあ……」

			「今さら怖じけづかないでくださいよ」

			　誰が見てもハーレプストとラクシュミーが並べば美女と野獣にしか見えない。

			　そんな絵面を思い浮かべて、ハーレプストはあからさまに腰が引けていた。

			　まあ、この男に結婚式のタキシードが似合うとも思えないが。

			　しかし絵面だけでいえば、ドルロイとリンダのほうがよほど犯罪である。

			　そういう意味ではまだハーレプストとラクシュミーは結婚適齢期の男女の範(はん)疇(ちゆう)だ。美女と野獣だけど。

			「ラクシュミーさんの結婚衣装、楽しみです。わふ」

			「そうですね。私も、次の身体の参考にさせていただきたいです」

			『次の身体ってどういうことですか？　ディアナお姉さま』

			「私が好き好んでこんな子供のような身体でいると思わないで！」

			　いまだ理想の身体、松田がもっとも美しいと思う身体を諦めていないディアナであった。

			「――――でも、その前にちょっとお片付けが必要みたいです。わふ」

			　ステラの言葉を松田は敏感に察した。

			　どうやらディアナも承知していたようで、こくりと松田に向かって頷いてみせる。

			「思ったより早かったな」

			　この時点で松田は、狙われているのが自分であることを疑わずにいた。

		

	
		
			　

			第百十二話　騎士団の誤算

			　

			　ハイドは姿を現したハーレプストの一行を見て首をかしげた。

			　報告にあったハーレプストはむさいドワーフであったが、同行者がいるとは聞いていない。

			　しかもその面子がバラエティに富みすぎている。

			　エルフの優男に、将来傾城の美女になりそうな美少女が二人。そしてこれまた美女ではあるが、明らかに格が違う凄腕そうな女戦士という組み合わせである。ハイドでなくとも首をかしげるというものであろう。

			「あのお子様たちはわからんが、女戦士は標的の護衛かもしれんな」

			　ノーラがかなり手強い相手であることは、本職の騎士である彼らはその佇まいだけですぐに察した。

			　さすがに彼女の装備する剣が、かなり稀少な魔剣であることまではわからなかったものの、油断すれば手痛い目にあう相手であることは見ただけでわかっていた。

			　宝石級の探索者の中でも上位の人間は、騎士団長や将軍に匹敵、あるいは凌駕する。ノーラは実際に将軍クラスと戦ったことはないが、並みの騎士なら片手であしらう自信はある。

			「それにしても…………」

			　どうして彼らは臨戦態勢なのか。

			　マルグ公子から暗殺の命令を受けたのはつい先日、先回りして彼らが事情を知るはずもない。

			　まさか待ち伏せに気づかれた？　この距離で？

			「……どうする？」

			　ハイドは同僚の騎士に問いかけた。

			「待ってても来ないなら、こちらから行くしかあるまいよ」

			　どうして奇襲がばれたのかはわからないが、標的を確実に殺すのが、彼らに与えられた任務である。

			　気づかれたから逃げるという選択肢はなかった。

			「あの女には気をつけろよ」

			　ハイドの言葉に僚友の騎士たちは頷いた。こんな穢れ仕事で命を落とすのは、騎士としての名誉に関わることである。

			　主君の命令でなければすぐにでも投げ出したい思いを抑えて、ハイドたちは街道の茂みから身を乗り出した。

			　まだ彼らの意識の中で、ハーレプストとその一党は狩られるべき獲物であり、自分たちは優秀な猟師であった。

			　

			「…………これだけか？」

			「ほかに隠れてる匂いはないです。わふ」

			「身の程知らずですわね」

			　ハイドたちの予想に反して、松田たちの反応はひどく拍子抜けしたように見えた。

			　完全武装の騎士団が十二名である。

			　その辺のごろつきや山賊とはわけが違う。戦闘のためだけに鍛えられた騎士の戦闘力は、並みの探索者など相手にもならない。

			　問題は、いかなる意味においても松田とその仲間たちは並みの探索者ではないということであった。

			「諦めて投降しろ。そこのドワーフ以外の命までは取るつもりはない」

			「はあ？」

			　投降しろという上から目線の言葉に、それ以上に相手の狙いが自分ではなくハーレプストであったということに、松田は思わず間の抜けた返事を返した。

			　道理でこの程度の戦力しか送ってこないはずだ。スキャパフロー王国での顛末をわずかでも知っている相手なら、確実にもう二段階は上の戦力を投入してくるはずであった。

			「…………何か恨みを買うことでもしましたか？　師匠」

			「僕はあまり人と関わりあうことをしてこなかったはずなんだがなあ……」

			　もともとハーレプストはドルロイと違って、人と争うくらいなら逃げる性格である。

			　彼が唯一譲れなかったのは、愛する者を永遠に留めておきたいという欲求だけだ。

			　そのハーレプストが暗殺者を送られるほど恨まれているというのは考えにくいことだった。

			「どうしてハーレプスト師匠が狙われるのか聞いても？」

			「答えられるわけがなかろう！　この愚か者！」

			　にべもないハイドの返答に松田は肩をすくめた。最初から素直に答えてもらえるとは考えていなかった。

			「叩きのめして口を割らせるほうが早いだろう？」

			　すでにノーラはその気になっている。

			　ハイドたちが騎士であるということは、上からの命令で動いていることを意味していた。

			　つまり、大人しく投降しても消される可能性が高い。まして、たかが十二人の騎士でどうにかできるほど、ノーラの武は安くはなかった。

			　あのスキャパフロー王国騎士団を翻弄した王女マリアナと同等の武力を持つノーラにとって、ハイドたちはなんら恐れるべき敵ではなかった。

			　それをハイドは当然ながら侮辱と受け取った。

			「……殺されたいというのなら、それをわざわざ止める義理はないぞ？」

			「いや、無理だろ」

			　松田はハイドに無慈悲な宣告を下す。たとえどんな理由があるにせよ、ハーレプストを暗殺しようという男たちを放置しておくという選択肢はありえなかった。

			「――召喚(サモン)、ゴーレム！」

			　

			「こ、このエルフ、土魔法を使うのか？」

			「いかん！　早く距離をつぶせ！」

			　対魔法戦闘の訓練もハイドたちは積んできたが、それでも白兵戦闘ほど得意としているわけではない。

			　魔法には距離をつぶすか、弩(おおゆみ)や弓で対抗するのがセオリーである。

			　しかし彼らの目論見が叶うことはなかった。

			「な、なんだ？　速い！　速すぎる！」

			「おい、なんだよ！　なんなんだよ、この数は！」

			　時間にしてわずか数秒。いや、一秒すらなかったかもしれない。

			　気づいたときには、すでに彼らは騎士型ゴーレムの重囲に落ちていた。

			　見るからに鎧(よろい)の材質も魔力も、威圧感さえ自分たちとはまったく違う。

			　見かけだけ、と思いたいが、彼らの観察眼も本能も、それを完全に否定している。

			「こ、こんなの嘘だ……ありえない」

			「貴様！　公国軍を敵に回すつもりか？」

			　恐怖に駆られた一人の騎士が、ほとんど無意識に虚勢を張ってしまう。

			「――――公国？　ヴィッテルスバッハ公国か？」

			「この馬鹿者！」

			「も、申し訳ありません！」

			　つい不用意に情報を漏らしてしまった若者に、ハイドの容赦のない鉄拳が飛ぶ。

			「いやいや、僕は公国に恨まれるような覚えはないよ？」

			　なんのことだかわからない、とばかりにハーレプストは頭を振った。

			　スキャパフロー王国にならともかく、ヴィッテルスバッハ公国とはなんの接点もない。

			　まさか自分の知らぬ間に、マルグ公子がラクシュミーに言い寄っていたなど、ハーレプストの想像の埒(らち)外(がい)にあることだった。

			「知られた以上、生かしては帰せん」

			「お前は何を言ってるんだ？」

			　ハイドたちを包囲する騎士ゴーレムの数、およそ二百。それすら松田の全力にはほど遠い。さらにノーラとステラという白兵戦闘のスペシャリストがおり、ディアナが虎視眈々と殲(せん)滅(めつ)の機会を窺っているのだ。

			　どう贔屓目にみても、勝ち目どころか逃げることすらままならないのは明らかだった。

			「エルフ風情が騎士団を嘗(な)めるな！」

			　叫ぶと同時に間髪入れず、ハイドの手から鋭い何かがハーレプストに向かって飛び出した。

			　袖口に仕込まれたばね式で針を撃ち出す暗殺用の武器であった。

			『品がありませんわ』

			　虚を衝かれた格好となったものの、そこは松田も油断していたわけではない。

			　彼らが気づかぬ形で展開していた不可視の盾フォウが、必殺の針を弾いた。

			「――何だと？」

			　まさか目に見えぬ防壁に弾かれるとは思ってもみなかったハイドは、思わずうろたえる。

			　公国の宮廷魔術師でも、こんな真似はできないことを彼はよく承知していた。

			「……貴様ら、いったい何者だ？」

			「今さらだと思うけど……」

			　本当に今さらすぎる。それでよく騎士が務まるものだというくらいだ。

			　まずハーレプストに予想外の集団がついている時点で、その実力を測るなり情報収集するなりするべきであろう。

			　往々にして自分たちが格上であると信じているものほど、これを怠る。

			　そして実は自分たちが格下だったということを認められずに、信じられないほど愚かな行動に出るのである。

			「作戦に失敗は許されない！　騎士の誓いに従い吶(とつ)喊(かん)せよ！」

			　――――ほらな。

			「殲滅！　殲滅していいですか？　お父様！」

			「少し黙ってみてなさい、いい子だから」

			　松田に優しく頭を撫でられると、たちまちディアナは手のひらを返した。

			「はいっ！　ディアナはいい子です！」

			「ステラも！　ステラも！」

			「はいはい」

			　こちらも同様に頭を撫でてやりながら、松田は鬨(とき)の声をあげて迫るハイドたちを睨みつけた。

			　上司の命令と世間一般の正義が対立するならば、上司の命令を優先する。それどころか上司の命令こそ正義と本気で信じこんでいる人間は多い。

			　ハイドたちもその類の人間なのだろう。

			　要するに同情の余地は微(み)塵(じん)もないということだ。

			「少し実験に付き合ってもらおうか」

			　

			　ハイドたちは確かに精鋭だった。

			　前方に展開していた騎士ゴーレムをほぼ一撃で撃破して突破口を開いたかに思えた。

			　――――が、思えただけだった。

			「な、なんだ？」

			「と、取れねえ！」

			「くそっ！　離れろ！　離れろよ！」

			　せっかく倒したと思ったのもつかの間、剣がゴーレムにくっついて離れない。

			　甲冑の成分が瞬間接着剤に変化していて、たちまち騎士たちの剣は無力化された。

			「ま、そうなるよな」

			　昔時代劇で、日本刀は三人も斬ると脂で切れ味が落ちてしまうと言っていた。

			　では脂どころではない邪魔なものがついてしまったら？

			　鎧と接着してしまった剣など、鈍器として使うのも難しいだろう。労せずして騎士にとって最大の武器である剣が無力化できる。

			「よし、次の実験に行ってみよう」

			「嘗めるな！」

			　血のにじむような訓練と努力によって、ようやく勝ち取った栄えある騎士の地位である。

			　その強さは自惚れでなく、デアフリンガー王国に負けぬものであると確信している。

			　その自分たちが、たった一人のエルフに弄ばれていることが許せなかった。

			「どけっ！」

			　剣などなくとも、鍛え上げた肉体だけで騎士は常人を軽く凌駕する。重装備の質量と技量に物を言わせた体当たりは頑強なゴーレムを吹き飛ばした――かに見えた。

			　

			――――ビヨン。

			「ぬわああああああああああ！」

			　

			　衝撃で後方に弾き飛ばされたゴーレムは、まるで起き上がりこぼしのように――実際そのものなのだが――急速に元の状態に戻ろうとして騎士の顔面に激突した。

			　体当たりした衝撃がそのまま自分に返ってきたのである。力を籠めた分だけ、その衝撃は大きかった。

			　あちらこちらで昏(こん)倒(とう)する騎士が続出した。剣で斬られるならともかく、打撃で脳を揺らされると立ちあがることもままならない。

			　醜態以外の何物でもなかった。

			「そ、そんな馬鹿な……」

			「ああ、やっぱり。この世界にゴムはないのかな？」

			　スキャパフローで大砲型ゴーレムを運用したときにも思ったが、魔法が発達したこの世界では爆発そのものが簡単に起こせるので、その爆発を利用して砲弾を飛ばすという発想には至らなかったらしい。

			　同様にゴーレムの一部をゴム化するという発想もないらしかった。

			「――――聖戦」

			　一切の痛み、疲労、恐怖を無効化して潜在能力を限界まで引き出す騎士最大のスキルをハイドは躊躇(ためら)いなく使用する。

			　このスキルを使用すると、ほぼ一日間立つこともままならない倦(けん)怠(たい)感に襲われるが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

			　ある種、麻薬で強化されたような不死の兵。騎士にとって、それは決定的な敗北を免れるための最後の手段である。

			　彼らの任務に失敗は許されない。たとえ死んでも任務だけは果たす。死にたくはないが、それが騎士としての在り方だった。

			「残念でした。液状化」

			　松田の一言でゴーレムたちが一斉にスライム状に液状化する。

			　ブーストされた運動能力に任せて突進したハイドたちは、唐突にスライム化したゴーレムになんの抵抗もなく突っ込んだ。突っ込んでしまった。

			　液状化したゴーレムは衝突の衝撃でハイドたちに雨のように降り注ぐ。

			　もちろん、ただの液体を浴びてもなんら支障はない。しかし完全に避けることもまた不可能に近かった。

			「――――からの固定化」

			　液体となって手足、さらには鎧の内部まで濡らしていたゴーレムが固体となる。

			　それだけで騎士たちの運動機能には深刻な影響が出た。先ほど剣に接着したよりも性質が悪い。

			　特に運悪く顔に液体化したゴーレムを浴びてしまった騎士は悲惨である。

			　最悪な者は視界を奪われ、それだけで完全に無力化された。

			「くそっ！　卑怯だぞ！」

			「ちょっと理不尽な敵がいるもんでね。いろいろと対策を考えておきたいのさ」

			　最初から松田たちにとってハイドら騎士団は脅威にはなりえない。精々が実験相手であるとしか考えられていなかった。

			　あの理不尽なリアゴッドと宝冠コリンの攻撃を凌(しの)ぐにはどうすればいいか？

			　あの瞬間移動からのヒットアンドアウェイを捉えるには、今のところ空間制圧以外のアイデアはない。

			　ガトリング砲のように弾幕で空間を制圧するか、液体を散布して空間を制圧するか。

			　これと不可視の盾フォウが連携すれば、前回のような醜態は晒さずに済むだろう。むしろ罠(わな)にかけることも可能かもしれない。

			　概ね、想像通りの効果に松田は満足して頷いた。

			「いったいなんなんだ？　どうしてドワーフの鍛冶師ごときにお前のような護衛が！」

			　ハイドは一人喚く。

			　簡単な任務のはずだった。気は進まないが、失敗するなど想像すらしていなかった。

			　切り札たる聖戦すら、何の効果もないなど公国騎士団の歴史始まって以来のことであろう。

			　これが夢なら一刻も早く覚めてほしかった。

			「認められるか！　我らは名誉ある騎士、護国の盾なのだぞ！」

			　このままでは犬死する。下手をすれば身元が割れて国際問題にもなりかねない。

			　かといって、もう逃げ出すこともできないことはわかっていた。

			　松田のゴーレムの包囲網を突破するほどの戦力は、すでにハイドには残されていないのだ。

			　いつの間にか破壊されたゴーレムが補充されている。こちらの戦力は潰滅したのに、あちらは損害ゼロのまま。

			　となればできることはただひとつ――――

			「捧命(ヴイクテイム)」

			　己の生命と引き換えの特攻。

			　彼らはなまじ忠誠心の高い精鋭であったために、任務に失敗して捕虜となる未来を選べなかった。

			　体内の魔力を臨界点まで酷使して、肉体を一個の弾丸と化す禁じ手中の禁じ手。

			「死ね！　汚らわしきドワーフよ！」

			『残念でした～～』

			　もちろん秘宝であるフォウの声が、ハイドに聞こえるはずもなかった。

			　ハイドの身体は加速に移ることすら許されず、不可視の盾によって前進を阻まれたのである。

			　加速する前では運動エネルギーも微々たるもの。

			　己の生命を引き換えにした最後の賭けが、失敗に終わったことを悟ってハイドは絶叫した。

			「なぜだあああああああああああああ！」

			　

			「人を殺そうとしたんだから、それくらい想定しておけよ」

			　松田の凍りつくように冷たい台詞を聴くこともなく、ハイドの身体は四散してこの世界から解き放たれたのである。

		

	
		
			　

			第百十三話　ママの幻影

			　

			「まったく遅いな。ハイドたちは何をやっているのだ」

			　苛立たし気にマルグは、氷の溶けかけた蒸留酒(ウオツカ)を呷った。

			　野盗に襲われたように見せかけ、むごたらしいハーレプストの死体をラクシュミーに目撃させて、嘆き悲しむ彼女を慰めるというのがマルグの描いた筋書きであった。

			　しかし十分に時間は経過したはずなのに、一向に騎士団から報せが入ってこない。

			　ハーレプストがデアフリンガー王国を目指して南下中であるという情報は複数から寄せられた確実な情報であり、今さら見失うことなどありえぬはずであった。

			　とはいえ、鍛冶師にすぎぬハーレプストが騎士団の襲撃を撃退するなどもっとありえぬことである。

			　まさかハーレプストの同行者に、宝石級の探索者を凌駕する化け物がいるなどマルグの想像の埒外にあることであった。

			「落ち着かぬご様子ですな、兄上」

			「カスパーか……」

			　勝手知ったる様子で、マルグによく似た青年が苦笑しながら現れた。

			　自分と同じく母親似のこの弟を、マルグは昔から可愛がっていた。逆に父親似の弟バルタザールは疎遠にされている。そのせいか、弟たちもカスパーはマルグを慕っているが、次男のバルタザールはマルグを敬遠している節があった。

			「この私の花嫁を横取りしようという不届き者が、この世から消え去ったという報告が遅くてな」

			「早く兄上のもとに来ていただきたいものですな。かの女性ならば、きっと素晴らしいママになるでしょう」

			　もちろんマルグもカスパーも、ラクシュミーとの間に子を生すことなど考えてもいない。

			　彼らがラクシュミーに求めているのは、亡き母の面影通りに二人に癒しを与えてくれることだ。

			　あの清(せい)楚(そ)で包容力を感じさせるミステリアスな美貌。若いだけでは決して身につけることのできない圧倒的な母性、何より思い出のなかの母にそっくりの目元、唇。

			　それを思うだけでご飯三杯はいける二人であった。

			　母親に依存して、何事につけ母親を優先するマザコンは確かにいる。

			　たとえデートの最中でも、母親に呼び出されて即座に彼女を放り出す困った男もいないではない。

			　松田の部下には夢の国旅行のバスに乗り込む直前でありながら、平然と彼女を置いていった剛の者が存在する（もちろん即別れたが）。なんでも、母親に一人でいるのが寂しいと言われたらしい。

			　それがなぜか誇らしげだ。彼女より母親を取ったことを自慢に思っている節すらあるから恐ろしい。

			　数時間ごとに定時連絡をする、相談事はいつもママなど、そうした男は枚挙に暇がない（※ちなみにこのレベルはイタリア人男性にとってはデフォである）。

			　しかしマルグとカスパーが患っているマザコンは、それをさらに悪化させた、一種の進化系であった。

			　それは妻たる者に、自分の母(ママ)であることを要求するというものである。

			「妃も見た目はよいのだが、彼女は私のママになれる女性ではないのでな」

			「しかりしかり。私たちのママたる女性は、やはり年上で母性に溢れていなくては」

			「やはり膝枕で安心感を覚える女性でなくてはママとは呼べぬ」

			「子守歌の素敵な女性であれば、なおよろしいですな」

			　マルグとカスパーの母は、王妃でありながら美声で知られた人であった。

			「――うむ、思い出すな。亡き母上を」

			「記憶の確かな兄上がうらやましい。まだ私は幼かったですから」

			　このときばかりは騎士団からの報告が遅れているのも忘れてマルグは天を仰いで目を細めた。

			　極限まで美化された亡き母は、マルグにとって神聖不可侵でありながら、同時にもどかしい悩みを与える者でもあった。

			　子供のころに与えられた無制限の愛情が、途中で突然打ち切られてしまったために、いつまでたってもそれを忘れることができないのだ。

			　人は大人になるとともに、庇護される立場から庇護する立場となって、母性への欲求と折り合いをつけることができるものなのだが、なかにはその折り合いをつけられない人間もいる。

			　そして妻に母の役割を求めるマザコンが誕生するのである。マルグとカスパーはまさにその実例であり、彼らにとって妻とは、古いママに代わる新しいママなのであった。

			　松田の部下にもそうした人間がおり、風呂上がりにタオルで身体を拭くことも、目薬を自分で差すこともできない男がいた。

			　ていうか、ママじゃないと目薬差すのが怖いです、とかなめとんのか！　あとズボンを裏返しにして干さないとダメとかママのルールを他人に押しつけんな！

			　松田の経験的な独断で判断するならば、まだ子供もいないのに妻をママと呼ぶ男はアウトである。

			　大抵の場合、その男は自分が実のママにしてもらっていたことを、そのまま妻に要求するようになる（本当に独断だが現実にいたのだ）。

			　炊事洗濯掃除と家事を手伝わない男は今なお多い。とはいえ昭和の時代と違い、今は家事は分担の時代である。

			　逆にそうした家事の大半を妻がやってくれず、憔悴してお手製弁当を手に出社してくる男性部下を見ると、松田も涙を禁じ得ないこともあった。

			　しかしながら妻にママを求める男の大部分は、家事どころか自分の身の回りのことすらできない。

			　症状が重くなると、自分が零したご飯も拾わないし、ネクタイを結ぶこともできなかったりする。

			　伴侶とした女性からすれば、もはや悪夢としか思えないことであろう。

			　ちなみに松田の同僚で、新婚早々ホラー映画を見ていて「怖いよママ」と叫んで妻に抱きついたあげく離婚された男は、なぜかその後に元妻と行く予定だった新婚旅行は母親を同行した。

			　お前どうしてホラー映画なんか見たんだよ！　あと、普通旅行はキャンセルするだろ！　と心の底から同僚を小一時間問い詰めたい松田であった。

			　マザコン以外はいい奴だったのに。

			　それはともかく、マルグとカスパーのラクシュミーに向けられた欲望が、そうした歪んだ愛情によるものだということは問題である。

			　なぜなら愛情は、歪むほどに執着を増す傾向にあるからだ。

			「――――公子様、騎士団長が面会に参っておりますが」

			「ようやく来たか！」

			　マルグはパッと愁眉を開いた。

			　侍従の一人が控えめなノックとともに、恭しくマルグに一礼する。

			　数秒の間をおいて、壮年の騎士団長が現れた。

			　ヴィッテルスバッハ公国の最大戦力である公国騎士団を率いるこの男は、名をヘルマンといいグラウゼル伯爵家の当主でもある。

			　かつては公国から諸国を流浪し、あのスキャパフロー王国でも勇名を馳せた男であった。

			「これはこれは、カスパー殿下のお越しでいらっしゃいましたか」

			「そのような挨拶はどうでもよい！　それで首尾は？　あの男は間違いなく殺せたのであろうな？」

			　叩きつけるようなマルグの言葉に、ヘルマンは心底心苦しそうに唇を噛んだ。

			「まことに恐れながら、わが討手は敗れたようにございます」

			「なんだとっ？」

			　逃がしたのではない、敗れたとヘルマンが告げたことに、マルグは驚愕した。

			　公国騎士団の精鋭を選抜したのに、まさかドワーフの鍛冶師風情に後れを取るとは想像もしてなかったのである。

			「冗談を申しているのではあるまいな？　相手は戦士ですらない鍛冶師のドワーフだぞ？」

			　確かに戦士職のドワーフは恐るべき戦力となる。ゆえにスキャパフロー王国は強兵の国として知られてきた。

			　だからといって正式な訓練をしていない鍛冶師に後れを取るほど公国騎士は甘くはない。

			「捧命(ヴイクテイム)を使用した形跡があります。当然ながら生きて帰った者はいません。今さらの情報ではありますが、複数の探索者が標的(ハーレプスト)に同行しておりますようで」

			「探索者だと？」

			　マルグは明らかに不機嫌そうに眉を顰めた。騎士団がハーレプストに敗北したというのも度し難いが、相手が探索者であったからといって納得できるというものでもない。

			　そもそも探索者などという根無し草のような職業を、マルグは認めていなかった。もっともそれは、公国に迷宮が存在しないという理由も大きいだろうが。

			「宝石級の探索者は、下手をすると将軍クラスと同等の武力を発揮します。侮るべきではございません」

			「どうしてそんな貴重な戦力が、ドワーフなどの護衛をしているのだっ？」

			　マルグとて、宝石級の探索者が只者でないことは知っている。しかし同時に、宝石級の探索者など一国に数人しかいないものなのだ。そんな稀少な者がハーレプストの傍にいる理由が考えられない。

			「――――残念ながらそこまでは。しかし別件の情報で、スキャパフロー王国が件のドワーフ(ハーレプスト)の行方を追っているらしく、おそらくはそれに関係する者ではないでしょうか？」

			「……スキャパフロー王国が？　いったいあの男、何をした？」

			「タイミング的に迷宮関連ではないかと思われます」

			　このころ、ようやくスキャパフロー王国の迷宮が、一時活動を停止していたことが表沙汰になりつつあった。

			　すでに探索者の間では拡散していた情報だが、この世界の情報通信はそれほど発達していないので、ある程度の情報封鎖が可能となる。

			「ふむ…………」

			　いったい何があったのか見当もつかないが、スキャパフロー王国が追うほどの探索者となれば、騎士団が敗北したことも納得がいくというものだ。

			　否、そうでなくてはならぬ。取るに足らぬ有象無象に騎士団が敗北するなどあってはならぬことである。

			「使えるかもしれんな」

			　ハーレプストを抹殺することは既定の路線であるとして、彼がスキャパフロー王国に追われていることは、マルグにとっても大きく興味をそそられる話であった。

			　うまくすればスキャパフロー王国に恩を売れる。デアフリンガー王国との関係が微妙なヴィッテルスバッハ公国としては無視できぬ旨味であろう。

			　あるいはラクシュミーを落とす材料となるかもしれない。

			　せっかく送った騎士団が敗北した不快感はなくならぬものの、マルグはそう前向きに意識を立てなおした。

			「至急調査せよ。結果がどうあれ、奴を始末することには変わらん。そのつもりで準備いたせ」

			「御意」

			　少し困ったような顔でヘルマンは退出した。もともと若いころにスキャパフロー王国にも滞在していた彼はある懸念があった。

			　あの国の騎士団や、ドワーフが生み出す秘宝の威力は並大抵のものではない。

			　その戦力から狙われているとすれば、ハーレプストが雇った――とヘルマンは考えていた――探索者は相当な腕利きであるはずだった。

			（ハイドたちが相手にならなかったのなら、下手をすると騎士団が全力をあげなくてはならんかもしれん）

			　場合によっては不興を承知で大公に諫(かん)言(げん)するべきかもしれない、とヘルマンは憂(ゆう)鬱(うつ)そうにため息を吐くのであった。

			　

			　ヘルマンが退出した扉から目を離すと、マルグは再びラクシュミーとの甘い生活に思いをはせた。

			「渡さん。たとえ何があっても私のママを奪わせはしない」

			　そこにラクシュミーの自由意思はない。

			　ただ自分の求める癒しを提供するだけの存在が、マルグの求める理想の女なのだった。

		

	
		
			　

			第百十四話　歪んだ欲望

			　

			「――――お嬢様」

			「また、なの？」

			　申しわけなさそうな侍女に、理不尽だとは思いつつラクシュミーはため息を吐く。

			「いかがいたしましょう？」

			「さすがに本人が来ているのに追い返すわけにはいかないでしょう」

			　ラクシュミーは連日続くマルグの求愛にうんざりしていたが、仮にも相手は公国の公子である。

			　粗略に扱えば国際問題になりかねないだけに、いやでも対応しなければならないのだ。

			　ラクシュミーは鏡で化粧の具合を確認する。

			　肌の艶が増し、一段と輝きを増した自分がそこにいた。

			　ハーレプストと結婚するその日に、もっとも美しい自分でいたいと思うのは乙女の本能であろう。

			　その思いは確かに実ろうとしていた。問題はその美しく輝こうとしているラクシュミーを最初に見る男が、大嫌いなマルグであるということだった。

			「お待たせをいたしました」

			　相手が一国の公子であろうと、いささかも阿(おもね)ることなく堂々としたラクシュミーの態度は見事である。

			　しかし残念ながら、この場合は逆効果であった。

			　マルグは幼いころから女性に媚びられることに慣れすぎている。

			　そのため、まったく気後れするところのないうえ、さらに母性の輝きを増したラクシュミーに、マルグは陶然となって見(み)惚(と)れた。

			　やはり自分の新しいママはラクシュミーをおいてほかにないと決心させてしまったのである。

			「今日こそは色よい返事をいただきたいものです」

			「先日も申しましたように、私には婚約者があり、心はすでにその方の妻ですので」

			「そうそう、その婚約者ですがね……」

			　勝ち誇ったようにマルグは嗤(わら)う。

			　ヘルマンに命じていたハーレプストに関する情報の詳細が、不確定ではあるがマルグのもとへ届いていた。

			「スキャパフロー王国においてドワーフ評議会に逆らい盗賊に加担した男を、現在騎士団が総力を挙げて追跡中とか」

			　たかがドワーフに大国がそこまでするか、と思わなくもない厳重さであった。

			　動員された兵力は軽く数千を超え、五槌が優先的に秘宝まで貸与しているらしい。

			　いかにハーレプストが雇った探索者が優秀であっても、到底敵う戦力ではない。そのはずだ。

			　実は王国が追っているのはハーレプストではなく松田なのだが、マルグはまだそれを知らない。

			　そしてこのときマルグは、自らの騎士団がまったく手も足も出ず敗北した事実を忘れていた。

			「それがどうかいたしました？」

			「なっ！」

			　痛(つう)痒(よう)にも感じないとばかりにラクシュミーに微笑まれて、マルグは鼻白んだ。

			　さすがにこの返しは予想していなかった。

			　マルグがそう考えたのも無理からぬことである。ハーレプストは国家を敵に回したのだ。いかにラクシュミーの父が率いるクラウゼヴィッツ商会をもってしても、保護することは容易ではない。

			　いや、それどころか商会ごと叩きつぶされるかもしれなかった。

			　間違っても些細な問題ではありえぬはずだ。

			「あの方は意外とあちこちで評価されておりますのよ？　現にリュッツォー王国もデアフリンガー王国も、保護を約束してくれておりますわ」

			「そんな馬鹿な！」

			　今度はマルグが青くなる番であった。

			　それはすなわち、リュッツォー王国とデアフリンガー王国がハーレプストのためにスキャパフロー王国と敵対することを覚悟していることを意味するからだ。

			　もっともデファイアント大山脈を挟んで隣国にあたるリュッツォー王国は、ドルロイに大きな借りがあるうえ、ハーレプストを通じて松田を取り込みたいという思惑がある。

			　デアフリンガー王国はクラゼヴィッツ商会の本拠地で、ハーレプストを迎えるために、宮廷内の裏工作はすでに完全に完了していた。

			　ラクシュミーの父ローバルには、必要があるならばデアフリンガー王国をして戦争を決意させるだけの影響力がある。

			　元貴族で、貴族の裏も表も知り尽くしたローバルは、莫大な資産を有効に活用して大半の貴族になんらかの形で貸しを作っているのだった。

			　ハーレプストやラクシュミーの力を過小評価しているマルグは、そうした内情に気がつかずにいたのである。

			「相手は犯罪者です。そんな男を庇(かば)えば、貴女とて無事には済まない。私にはそれが心配なのです」

			　あくまでもラクシュミーが心配なのだ、と主張するマルグに、ラクシュミーは鼻で嗤った。

			　正確には、くすりと口の端を釣り上げて首を左右に振った。

			「夫に危険があれば、その身を挺して庇うのが妻というものですわ」

			　それはすでにラクシュミーはハーレプストの妻なのだという彼女なりの強い決意表明であった。

			　滅びるならば夫婦もろとも。もちろん大人しく滅びるつもりなど欠片(かけら)もないが。

			　立ちふさがるものあらばそれを蹴散らし、邪魔するものあらばそれを駆(く)逐(ちく)する。

			　もう誰にも、自分とハーレプストが結ばれるのを止めさせない。

			　彼と結ばれるのは、私自身の運命なのだから。

			　マルグは思い通りにならぬラクシュミーの態度にいら立ちを募(つの)らせた。

			　せっかく邪魔者が自爆してくれたと思ったら、頑なにラクシュミーがそれを庇うとは。

			　まるで自分に注がれるべき母親の愛情が、他所の子に注がれているような理不尽な怒りをマルグは覚えた。

			「――――おやめなさい。貴女の人生が犯罪者に食いつぶされるなど耐えられない」

			　こうなれば実力行使とばかりにマルグはラクシュミーの腕を取る。

			　そのまま強引に屋敷へ連れ去ってしまおう。幸いこの別荘にはラクシュミーの侍女たちばかりで、男手は少ないようだ。

			　そう思ったマルグの期待は、すぐに裏切られた。

			「…………うん？」

			　さっきからラクシュミーの腕を引いているはずなのに、ピクリとも反応がない。

			　というより、マルグ自身が一歩も進めずに、その場で立ち止まってしまっていた。

			　まるで大木の枝を引っ張っているような感覚であった。

			「いけませんわ！　婚約者ある女の手をそのように無作法に握っては」

			　そういうラクシュミーの目は、いささかも笑っていない。

			（私に触れていいのはハーレプスト様だけなのに！　ハーレプスト様だけなのに！　ハーレプスト様だけなのに！）

			　もし下手にキスなどしていようものなら、マルグは今ごろ生きていられなかったかもしれなかった。

			　手首を掴むにとどめたマルグは運がよかったと言ってよいだろう。

			　もっとも、マルグがそう考えるかどうかはまったく別の話である。

			「なぜわかってくれない？　私はこんなにも君を愛しているのに！」

			「私は愛してないからじゃないかしら？」

			　単純でしょ？　とラクシュミーはその美貌に嘲りの笑みを張りつける。

			　その意味を悟れないほど、マルグも察しは悪くはなかった。

			「ふざけるな！　お前は俺のものだ！」

			「私はハーレプスト様だけのものです！」

			　

			　――――ドゴォォ！

			　

			　ラクシュミーの腰のひねりと上半身の体重が十分に乗った蹴りが、凝った曲線を描くチェストを見るも無残に破壊した。

			　ちなみに先日ラクシュミーがヘッドバットで破壊したために買い替えたばかりのチェストである。

			　愚かにもラクシュミーの手首を握ったままだったマルグは、蹴りの回転をまともに受けて、ハンマー投げのハンマーのように放り出された。

			　腰から落下してしまい、受け身も取れなかったマルグは、激痛に頬を引き攣らせた。

			「あら、大丈夫ですか？」

			「お、俺にこんなことをして、ただで済むと思っているのか！」

			「ただで済むもなにも…………」

			　これまで一応立場を考えて、我慢に我慢を重ねてきたラクシュミーだが、「お前は俺のものだ」という暴言には我慢がならなかった。

			　ハーレプストにプロポーズされた今、ラクシュミーには貞操を守るべき義務がある。もともとハーレプスト以外の男に体を許すつもりはなかったが、今はそれが強烈な義務感となってラクシュミーを支配していた。

			「人を拉致しようとしておいて、そちらこそただで済むとお思いで？　まあ、あんまり力が弱いから、心配する必要もありませんでしたけれど」

			「俺はヴィッテルスバッハ公国の公子だぞ！」

			「デアフリンガー王国の国民である私には、あまり関係のないことですわ」

			　マルグは身もふたもないラクシュミーの拒絶に愕(がく)然(ぜん)とした。

			　公国の跡継ぎであるマルグは、これまでラクシュミーのように毅(き)然(ぜん)とした拒絶を経験していなかった。

			　さすがに教師はそれなりに苦言を呈することはしたが、所詮は雇われただけの他人である。

			　父大公があまり息子に興味を示さなかったこともあって、マルグは甘く優しい閉ざされた世界で生活し続けてきた。

			　その優しい世界を、突如ラクシュミーが土足でぶち破ったのである。

			「あまり鍛冶師の力を甘く見ないことをお勧めします。重いハンマーを何時間も打ち続ける程度のことは、弟子の鍛冶師でも簡単にできますのよ？」

			　ハーレプストやドルロイは、秘宝を製作する場合下手をすると、三日三晩は平気で特殊な槌を叩き続けることができる。

			　ハーレプストの弟子でもあるラクシュミーの腕力もまた、常人のそれではない。

			　――とはいえ、あまりにあっさり力負けしたマルグがいささか貧弱すぎるというのも嘘偽らぬ事実であろう。

			　たかが女と思っていたら、自分では歯が立たないような強者だった。

			　マルグは認めがたいその事実に、苦虫を噛み潰したような顔で叫んだ。

			「後悔するぞ！　お前も！　薄汚い犯罪者ドワーフも！」

			　

			　――――バチ――ン！

			　

			　マルグがハーレプストを侮辱したとみるや、ラクシュミーの細腕が、どうしてこれほどの速さで、と霞むような速度で一閃した。

			　目の前に星の瞬きが見えた、と思ったときには、マルグの身体は頬に赤い紅葉を刻印して吹き飛ばされていた。

			（わがままもいい加減にしなさい！　マルグ！）

			　腸が煮えくり返るような怒りと、意中の女性に張り倒される屈辱を覚えながら、それでもマルグの思考を満たしていたのは、ただ一人マルグに暴力を振るうことのできた母の面影だった。

			「ぶったな！　ママにしかぶたれたことはないのに！」

			「それはそれは、よい経験になったでしょう。自分が誰にとっても特別な存在だと思うことは傲慢です」

			「だからこれからは、君が責任をもって俺をぶってくれ！」

			「はぁ？」

			「ママにならぶたれてもいい！」

			「私は貴方のママじゃありません！」

			　膂(りよ)力(りよく)でも戦闘力でもマルグを遥かにしのぐはずのラクシュミーが、これには鳥肌を立てて後ずさった。

			　まさかこの反応を予想することは、神ならぬラクシュミーには不可能であった。

			「この俺をぶっていいのはママだけだ！　だからもう一度ぶってください！」

			「いやああああああああああああああ！」

			　攻(こう)守(しゆ)所(ところ)を変えてマルグがラクシュミーを追い回す。

			　生理的嫌悪感は理性では逆らい難い。

			「いくらぶってもいい！　だからぶったあとは俺を甘えさせてくれ！」

			「私は貴方を甘やかす気は一切ありません！」

			　暴力を振るわれるのがむしろご褒美という相手は、さすがのラクシュミーも初めての経験であった。

			　ようやくラクシュミーが、マルグの意識を断つことを思いついたのは、それから小一時間が過ぎてからのことであった。

			　バックハンドブローで延髄に拳を叩きつけると、ピクリとも動かなくなったマルグを見下ろして、ラクシュミーは心から嫌そうに呟いた。

			「怖いもの知らずの我がまま坊やで、しかもマザコンとか……救われませんわ」

			　しかしいろいろと困ったことになった。

			　マザコンをこじらせた男が、このまま諦めるはずがないことをラクシュミーは本能的に察していた。

			　一刻も早くハーレプストを保護する必要がある。

			　できれば既成事実をも作り、立場をはっきりさせておくべきだった。

			「で、でき婚とか……はしたないですけど、仕方ないですよね！　緊急事態ですし！」

			　

			「…………マツダ君、なんだか寒くないかね？」

			「そうですか？　確かに風は出てきましたが……」

			「なんだか悪寒がする。さっきから震えが止まらない。もしかして風邪を引いたかな……？」

		

	
		
			　

			第百十五話　最悪の決断

			　

			　マルグが意識を取り戻したのは、宮廷に向かう馬車のなかであった。

			　覚醒したばかりでおぼろげな記憶をたどり、自分がラクシュミーに気絶させられたのだと思い至ったマルグは激怒した。

			　どうして自分を拒絶するのか。

			　ラクシュミーが愛しているのはハーレプストであり、自分は愛されていないどころか嫌われているから、とは考えない。考えられない。

			　独占欲と、裏切りに対する怒りだけが、ぐるぐるとマルグの脳内を駆け巡っていた。

			　そんな男が大人しくラクシュミーを諦められるか？　そんなはずがない。

			「もう手段など選んでいられるか！」

			　言うことをきいてくれないママなんてママじゃない。権力で強制されたものであれ、ママとして癒してくれればマルグはそれでいいのだ。

			　ハーレプストの抹殺は当然だが、ラクシュミーの確保ももう遠慮するつもりはなかった。

			「馬車の速度をあげろ！　公国を侮ればどういうことになるか教えてやる！」

			　

			　

			　

			　――――一方、ラクシュミーの父にあたるクラウゼヴィッツ商会の会頭ローバルは、娘の悲願が叶ったことに喜びを爆発させていた。

			「国王陛下のご臨席を賜ろう！　我がクラウゼヴィッツ商会の名に懸けて、盛大な披露宴を用意するのだ！」

			「ラクシュミーの幸せのためならなんなりと！」

			　ラクシュミーの兄にあたるアルフォンスも快哉を叫んだ。

			　溺愛するラクシュミーが報われぬ恋をしていることに、少なからず憤慨していたシスコンの兄である。

			　顔立ちは父に似て、彫りが深く、ともすればいつも不機嫌に思われるほどに眼光が鋭い。

			　経営においては父をも凌ぐのではないかと噂される英才で、すでに二人の子供がいるが、ラクシュミーに対しては、今も甘々な兄のままであった。

			「あれで二人は両想いだ。心配せずとも、いずれ時間が解決するさ」

			　そう見抜いていた父に対して、さすがは人生経験の重みが違う、と素直にアルフォンスは感心してしまう。

			　もっともローバルも、まさかこれほど長い時間が必要とは思っていなかったので、喜びもまたひとしおであった。

			「…………時に、あのバカ公子はまだラクシュミーを諦めていないのか？」

			「そのようですね。侍女から毎日求婚が続いていると報告があがっています」

			「そんなことより自分の国の心配をしろというのに」

			　ローバルはあざ笑うように口の端を歪めた。

			　こうしたときのローバルはひどく酷薄な空気を醸し出す。他人のことは他人として見捨てることを痛痒とも感じぬ企業人の顔であった。

			「あんな小国に可愛いラクシュミーを嫁がせるわけにはいきませんよ！」

			　このところ各国の情勢は不安である。

			　スキャパフロー王国とコパーゲン王国が一触即発であったように、デアフリンガー王国とリュッツォー王国もまた国境に火種を抱えていた。

			　両国と国境を接しているヴィッテルスバッハ公国が両国の対立から無縁でいられるということはありえない。

			　中立でいることは論外、どちらかの王国につかざるをえないが、その場合戦闘の矢面に立たされることも確実である。

			　小国の悲哀といえばそれまでだが、もう少し積極的な外交を行っていれば、まだ選択肢はあった。

			　そういう意味では彼らがクラウゼヴィッツ商会に目をつけたのもひとつの見識であったろう。

			　問題は、クラウゼヴィッツ商会の資本を活用するどころか、本末転倒してマルグ公子がストーカーと化して逆に商会を敵に回しそうだということである。

			　実のところクラウゼヴィッツ商会は、デアフリンガー王国の一有力商会どころの規模ではなくなろうとしていた。

			　五年ほど前から王国財務卿に就任したエーレンベルグ侯は、かつて子爵であったクラウゼヴィッツ一族の血筋であり、交流は今なお続いている。

			　貴族社会において、元貴族の血筋と教養、そして経験というものは貴重だ。

			　ローベルは抜け目なく、ハーレプストを足掛かりにドルロイや開明的な鍛冶師たちに人脈を築き上げており、スキャパフロー王国のドワーフの対抗馬として注目を集めつつある。

			　ローベルがその気になれば、公国に対して経済制裁を加えることもそれほど難しいことではないのであった。

			　それでなくとも公国は地政学的な中継貿易の拠点であるだけで、互換性のない主要産業が発達しているというわけではない。

			　デアフリンガー王国の流通に少し圧力を加えるだけでも、公国は深刻な打撃を被るだろう。

			　やり返そうにも、クラウゼヴィッツ商会の拠点は公国にはないから、デアフリンガー王国と敵対でもしないかぎり攻撃することもできないのである。

			　あのバカ公子は、そのあたりの事情をちゃんと理解しているのだろうか？

			「絶対にわかっていないだろうな」

			　アルフォンスは不快そうに眉を顰めた。そもそも理解していたら、第三公子から第一公子が奪い取ろうとはしないだろうし、一度断られた時点で身を引いている。

			　間違いなくこれからも権力にものを言わせてラクシュミーに言い寄り続けるはずであった。

			「……つぶすか？」

			　なんの気負いもない軽い口調でローバルは呟いた。

			　公国の重鎮にも伝手はある。

			　経済というものは、一国だけで完結することは不可能であるからだ。

			　それでも一抹の不安を隠せないのは、マルグだけでなく大公自身も決して優秀な為政者ではないからである。

			　独立した当時のヴィッテルスバッハ公国は、巧妙に各国との利害を調整し、その存在感を知らしめたものだった。

			　小国が生き延びていくためには、そうした調整外交能力が欠かせない。

			　ところが今の大公家は、ただ流れに身を任せるままで、婚姻外交すらまとめられずにいる。

			　早晩、不穏な諸国の草刈り場と化すのは目に見えているとローバルは見ていた。

			「下手に動くと大戦に発展しかねませんよ。戦争は儲けも出ますが、損失も激しい」

			　戦争は莫大な消費を巻き起こす。しかしその消費は同時に経済の体力を消耗させるので、終わらせ時を間違えると大幅な赤字に転落してしまうのである。

			　もちろん、そんな初歩のわからぬローバルではない。

			「放っておいてもいずれ戦は避けられん。一応、周辺諸国に広まらぬよう手を打っておくべきかな」

			　とはいえ、あまり表立って動きすぎると、関係の悪いライバル国スキャパフロー王国が本気で介入してくる可能性がある。

			　できうるならば、ヴィッテルスバッハ公国がデアフリンガー王国に吸収合併されることが望ましい。それも他国が介入する暇がないほどに早く、だ。

			　そんな陰謀を巡らす二人はまったく予想できなかった。

			　世の中には最悪のタイミングで最悪の決断する、こちらの想定を斜め上に超えた存在があるということを。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マルグは公国内へ戻ると怒りのままに騎士団長のヘルマンを呼び出した。

			　絶対に許せない。許されることではない。

			　ママが自分の息子を愛さずに他の男と結婚するなど、浮気というのもおこがましい裏切りではないか。

			　母にとって、夫より何よりもっとも大切なのは子供のはずだ。

			　少なくともマルグの知る母はそうだった。

			　いや、世界中の母親がそうであるに違いない。

			　だからラクシュミーはマルグを全身全霊で愛すべきなのだ。

			　母という存在はそうではないか？

			　しかも相手が見るも汚らわしいドワーフだと？　ありえない。そんな現実は排除しなくてはならない。

			　ラクシュミーの意思がどうであろうと関係ないのである。

			　彼女はマルグが望むままに、ただ癒しを与えてくれればいいのだから。

			　何も難しいことではない。

			　優しく頭を撫でて、胸に抱いてくれたり、添い寝して子守歌を歌ってくれたり、膝枕をして他愛のない言葉を交わしたりしてくれるだけで、贅沢な生活が約束されるのだ。

			　どうしてそれを断るのか、マルグには理解できなかった。

			　もっともクラウゼヴィッツ家の資産をもってすれば、いくらでも公国より贅沢な生活などできるわけであるが、問題がそもそもそこにはないことすら、マルグはわかっていなかった。

			「お呼びにより参上仕りました」

			　部屋へ入った瞬間、ヘルマンはひどく厄(やつ)介(かい)な匂いを感じ取った。

			　故国を出て修行のために諸国を放浪したとき、命の危険があるときは、いつもこの匂いを感じていた。

			　――――死の匂いである。

			　皮膚にまとわりつくようなねっとりした感覚と、よどんだ水が腐ったような饐(す)えた匂い。

			　そんなとき、ヘルマンの対応は決まっていた。

			　死ぬくらいならば逃げる。

			　勝てないとわかっている相手と、訓練ならばともかく、実戦で戦うのは愚か者のすることだ。

			　しかしそれはあくまでもヘルマンが旅の武芸者だからできたことで、今のヘルマンには国家の面子と手塩にかけて育ててきた部下が、その肩に乗っている。

			「申し訳ないことながら……まだ情報収集は終わっておりませんが……」

			「そんなことよりも、だ。一隊を派遣してラクシュミー・クラウゼヴィッツを誘拐せよ。ただし、その体に傷つけることは一切認めぬ」

			「お待ちください！　かの令嬢がいるのは我が国ではございませんぞ！」

			　現在ラクシュミーが滞在しているのはリュッツォー王国の一角で、しかも彼女はデアフリンガー王国の国民だ。すなわち、彼女を誘拐するということは、両国に喧嘩を売るに等しい。

			　ヴィッテルスバッハ公国が大国ならばともかく、取るに足らぬ小国がそんな真似をすれば間違いなく国が亡ぶ。

			「平民の娘ひとりに何を怯える！」

			「クラウゼヴィッツ家は普通の平民などではございません！　その気になればいつでも貴族になれるのに、商売のためにあえて貴族にならぬだけで、デアフリンガー王国の重臣より性質の悪い相手でございます！」

			　貴族となれば、宮廷での権力闘争に巻き込まれたり、国家を背負って行動することを強いられる。

			　だからクラウゼヴィッツ家はあえて貴族にはならずに、かつての親族との連携を密にして影響力だけを確保しているのだ。

			「平民にそんな力があるはずがない！」

			　ある種の閉鎖的な環境に置かれた人間は、正常な判断を損なうことがあるが、今のマルグがまさにそれであった。

			　まず身分が絶対である、という固定観念があって、それに反する情報を自動的に遮断してしまう。

			　例は異なるが、売上ノルマがものすごく厳しい企業があって、実は売上に反比例するかのように経常利益が減少しているのに、上司たちは見て見ぬふり、そして経営者は売上増収にご満悦で自分の会社が存続の危機に立たされていることにまったく気づかない、という事案は枚挙に暇がない。

			　しかし失敗したらそれは現場が悪い。自分が間違っていなかったのに、現場の連中がそれを台無しにしたことにされる。

			　そんな馬鹿なことをするはずがないと人は思うものだが、むしろそんな馬鹿なことをするのが人間だ、と思ったほうが松田の経験上安全である。

			　太平洋戦争でも、士官学校を優秀な成績で卒業したはずの参謀が、平気で兵(へい)站(たん)なんて誰にでもできる、どうにでもなると信じていた。

			　社会というものには、一定の割合で信じがたいほど愚かなものを支配階層に紛れ込ませる、不思議な悪癖があるらしい。

			　自分が敵対しようとしている相手が、どれほど危険で恐ろしいか、マルグはまったく自覚していなかったのである。

			「急げ！　俺をこれ以上待たせるな！」

			「あのドワーフを暗殺するのとはわけが違います。大公殿下の御命令でなくては軍は動かせませぬ！」

			「貴様！　騎士団長の職を与えられておきながら、俺に逆らうのか！」

			「なんと言われましても…………」

			「もうよい！　貴様は解任だ。副騎士団長を呼べ！」

			「……御意」

			　残念ながらヘルマンにできるのはここまでであった。

			　所詮は雇われ者の哀しさである。最終的な意思決定の権限がない。結局はマルグの思う通りに兵は派遣されるだろう。

			　その結果がどうなるか、ヘルマンには想像もつかない。

			　最後の望みはこの国の元首である大公がマルグの愚挙を止めてくれることなのだが、その可能性はかぎりなく低かった。

			　このところすっかり衰えた大公ゴリアテは、政治に対する関心を失っており、もっぱら内政は宰相のレメクに任せてしまっている。

			　さらに、先年輿入れした若い側室に入れあげているというもっぱらの噂だった。

			　かといって、宰相は軍事に関してはほとんど実権がない。

			「――――なにとぞ慎重なるご判断を」

			「くどいっ！　さっさと出ていけ！」

			　退出するヘルマンと入れ違いになるように、副騎士団長のオナンがやってきた。

			　ヘルマンより三歳年下のオナンは、武勇ではヘルマンに劣るものの、如才のない性格で有力者に取り入るのが上手い男だ。

			　おそらくは、この男は危険よりも出世の機会を優先するだろう。

			　腕も性格も悪くはないが、その判断力に関しては、ヘルマンはオナンを信用できない。

			　はたして自分はどうするべきなのか。

			　もはや騎士団長の任を解かれたヘルマンは、暗(あん)澹(たん)たる思いとともに自問するのだった。

		

	
		
			　

			第百十六話　引き裂かれた比翼の鳥

			　

			　オナンはまさに得意の絶頂であった。

			　目の上の瘤であったヘルマンが自滅し、念願の騎士団長の座が転がり込んできたのである。

			　武力、統率力、胆力、人望、すべての面でオナンはヘルマンに及ばない。

			　このまま副騎士団長の地位に甘んじるほかないのか、と諦めかけていたところであった。

			　もともと没落貴族の三男坊であるオナンは、その出自に対するコンプレックスがある。

			　名門に生まれながら武者修行の旅に出たヘルマンとは、根本的に心の在り方が違う。

			　ヘルマンの力量に憧れを覚えながらも、いつか蹴落としてやると鬱々たる思いを募らせていたオナンに、降ってわいたような幸運が訪れた。

			　そうとしかオナンには思えなかった。

			　もっともその幸運は、死神が与えた片道チケットかもしれないのだが。

			「たかが女一人にしり込みするとは、これだから名門の坊やは度し難いのだ」

			　ラクシュミーを誘拐することに対する罪悪感など、オナンには欠片もなかった。それが騎士道に外れるなど考えもしない。

			　上司の機嫌を窺い命令を果たすことで、オナンはここまで成り上がってきた。

			　だから命令を果たした結果、何が起きるかまでは知らない、知る必要がない。

			　そもそもそれを判断できるだけの情報がない。しばしば失敗の責任を現場に押しつけられるのは、力関係以外にも、そうした情報の少なさによる視野の狭さが原因である。

			　自分がいかに危険なものに手を突っ込んだかは、まったく気にも留めず、むしろ晴れがましい思いでオナンはラクシュミーの別荘へと向かった。

			「ふん、平民のくせに大した別荘に住んでおるわ」

			　強行軍でラクシュミーの確保にオナンが動員した兵力はおよそ五十。

			　あまり兵を動員しすぎればリュッツォー王国の警戒を呼ぶため、その程度が限界だった。いや、むしろ気づかれずに別荘までこれたのが僥(ぎよう)倖(こう)であろう。

			　見つかっていれば確実に国際問題になるだけに、オナンの悪運もなかなかどうして大したものであった。

			「我が公子の御命令である！　とっとと出てこい！　これ以上我が君の手を煩わせるな！」

			「ここをどこだと思っておられるのか！　貴方も公子もただでは済みませんよ！」

			　ラクシュミー付きの侍女たちが色めき立つが、いかに彼女たちでも完全武装の騎士五十を相手には対抗できない。

			　これが十名、いや、せめて二十名以下であればなんとか戦う選択肢もあったのだが。

			　それにしても、こうもあからさまにマルグ公子が黒幕だと宣言してしまうとは、頭が残念なのか、あるいはよほど公子を妄信しているのか。

			「早くしないと、この侍女どもを皆殺しにするぞ！」

			「いけません、お嬢様！　このような無法者にお嬢様を渡すわけには……」

			　正しく信じられないような無法であった。

			　ここはリュッツォー王国内であり、ラクシュミーはデアフリンガー王国の国民で、国家経済にも影響力のある商会の娘である。

			　その娘を白昼堂々と拉致しようというのだから、これを無法と言わずしてなんと言おう。

			　しかし困ったことに、オナン自身は自らの正当性をいささかも疑っていないのだ。こうした話の通じぬ連中との交渉が無意味であることを、ラクシュミーは瞬時に悟った。

			「――――わかりました。同行しましょう」

			「お嬢様！　それでは私たちも！」

			「侍女どもの同行は許さん。余計な真似は寿命を縮めるだけだぞ？」

			「大人しくしていなさい。私は大丈夫です。すぐにお父様がなんとかしてくれるわ」

			　武装した騎士を相手に少しも怯むことなく、凛然と微笑んでラクシュミーは侍女たちを振り返った。

			　もちろんその内心は、表情とは真逆のものであった。

			　ここで下手に反抗すれば侍女たちは残らず殺害されてしまう。そもそも本気でラクシュミーを誘拐するつもりなら、彼女たちを生かしておく道理がない。

			　オナンが公子の命令だと隠しもせず叫ぶような愚か者だから、うまく関心を逸らすことができれば、侍女たちは見逃されるだろう。

			　その点だけは、彼が愚かであることが救いだった。

			（ハーレプスト様…………）

			　彼がどれほど永遠に焦がれているかを、ラクシュミーは知っている。

			　孤独を嫌い、別れを嫌い、時の流れに逆らう彼の苦悩を、ラクシュミーはずっと見続けてきた。

			　だからこそ、たとえこの身がどのように穢されようと、ハーレプストより先に死ぬわけにはいかない。

			　ただ毅然と、蚊に刺された程度のように何事もなく、ハーレプストを笑顔で迎えて見せる。

			　それがハーレプストの業を知りながら、共に生きることを決意した彼女なりの覚悟であった。

			　――――それでも、それでもなお……。

			　髪の毛一本からつま先まで、ラクシュミーのすべてはハーレプストのものである。

			　頭の悪いマザコンをこじらせた男をこの身に触れさせるなど、あまりに耐えがたい苦痛であった。

			　しかしそれを決して表には出さないことを、ラクシュミーは誓った。

			「早く乗れ！　これ以上、我が君を待たせるな！」

			「……後悔なさらないことね」

			「分不相応の栄誉を賜るのだ。感謝されることはあっても、恨まれるようなことはないわ」

			　鼻で嗤ってオナンは、顎でラクシュミーに馬車に乗るように促した。

			　馬車といっても、貴婦人が乗るような馬車ではない。鉄の枠がはめられたそれは、馬車というよりは囚人の護送車である。

			　当然乗り心地などは考慮されておらず、このまま強行軍で公国まで移動することを思うと頭が痛くなる。

			　それでもラクシュミーは顔色一つ変えず、貴婦人の佇まいを保ったまま馬車へと乗り込んだ。

			　その気高さゆえに、侍女たちは泣き崩れた。

			　弱音を吐くことを許されないラクシュミーの心の強さは、決して彼女の願望と一致しないことを知っていたからだ。

			　本当はラクシュミーだって、泣き叫びたい、暴れてでも公国へなど行きたくないのである。

			　だが、だからこそ侍女たちはラクシュミーの意思に背いて殺されるような真似はできない。ひたすら声がかれるまで泣くことしかできなかった。

			「進め！　国境を越えてしまえば何も心配はない！」

			　オナンの指示のもと、騎士団が整然と動き出す。

			　どこまでも悪運の強い彼らは、結局リュッツォー王国に見とがめられることなく国境を越えるのだが、彼らの最大の悪運は、半日ほど後に到着した松田たち一行に遭遇せずに済んだ、その一語に尽きるであろう。

			　もっともそれは、決して避けることのできない大規模災厄の呼び水になってしまうのだが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………何があった？」

			　踏み荒らされた美しい庭。けたたましい叫び声をあげて侍女たちが何かを論じ合っている気配。

			　どこまでも整いつくされたラクシュミーの包容力を感じさせる別荘の佇まいが、見るも無惨に破壊されている。

			　ハーレプストの表情から血の気が引いた。

			　それはほぼ確実に、主人であるラクシュミーに何かあったとしか考えられないからであった。

			「ああっ！　ハーレプスト様！」

			「ダキリさん、これはいったい？」

			　ラクシュミーが信頼していた侍女の一人を見つけてハーレプストは掴みかからんばかりに尋ねた。

			「実は――――」

			　しばらく前からヴィッテルスバッハ公国のマルグ公子からの求婚が絶えなかったこと。

			　そしていよいよハーレプストと結婚するということが、マルグ公子に伝わってしまったこと。

			　我慢できなくなったマルグ公子が、騎士団を派遣して無理やりラクシュミーを攫って行ってしまったこと。

			「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　ハーレプストは狂ったように泣いた。泣くというより、滂沱と涙を流しながら獣同然に吠え続けた。

			　彼の内心は察するに余りある。長い長い別離への恐怖を克服し、ようやくラクシュミーとの結婚を決めた矢先である。

			　まさにこうした理不尽な別れがあるからこそ、ハーレプストは永遠の美である人形を求めてきた。

			　せっかく変わろうと思ったのに、ラクシュミーの大切さを自覚することができたのに。

			　もしかしたらハーレプストは再び現実を捨て、人形に逃避してしまうのではないか。

			　松田にとって、それは他人事ではなかった。

			「だ、大丈夫です。ローバル会頭が手を回せば、いかに公国といえど無茶は通せません」

			　自分で自分を説得するかのようにダキリは言う。

			　しかしハーレプストは怒りに震える拳をチェストに叩きつけて――それは再度購入された三代目のチェストであったが――叫んだ。

			「それはいつだ？　いつまで待てばラクシュミーは解放される？　解放されるまで彼女が無事でいる保障があるものか！」

			「………………はい」

			　恥じるようにダキリは俯く。

			　わかってはいたが、もはやそれは不可避であると諦めていた。口には出さないだけで、侍女たちも、それを既定のことと受け入れていた。

			「ふざけるな！　ラクシュミーを誰にも渡すものか！　神よ！　鍛冶の神よ！　我が生命と名にかけて、ラクシュミーを奪い返さん！」
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			　ハーレプストは迷わなかった。

			　相手が誰であれ、状況がどうあれ、たとえいかなる理由があろうと戦う。

			　それで死ぬのならそれで本望。ここで諦めて本当にラクシュミーを失うよりよほどいい。

			　勝算があろうとかなろうと、誓ってラクシュミーを取り戻すと誓うハーレプストに、松田は羨望を覚えた。

			　この人は本当にトラウマを乗り越えたのだ、と素直にうれしいという気持ちがあった。

			「――ラクシュミーさんが連れ去られたのはどのくらい前ですか？」

			　心を落ち着けるように松田が問うと、ダキリは少し考えて「八時間ほど前だと思います」と答えた。

			　そして騎士たちはラクシュミーを護送車に乗せ、猛スピードで立ち去った、とも。

			「まだ、いけるかな？」

			「マツダ君？」

			　松田の口調に明らかに希望を感じさせる明るい響きを見つけて、ハーレプストが期待をこめた視線を向けた。

			「すぐに追いつくのは無理でしょうが、飛行型のゴーレムを偵察に出して居場所さえ特定できれば……」

			「しかし八時間も前だぞ？　しかも戦闘速度で移動しているようだが……」

			「高度をあげれば多少の距離の差は問題になりません」

			　ゴーレムマスターである松田には、ゴーレムとの同調能力がある。

			　そしてゴーレムの認識機能は、その型に応じて、例えば鷹型のゴーレムであれば、生物としての鷹と同様二キロ先まで完全に把(は)握(あく)する視力を付与することができる。

			　松田の制御する数百のゴーレムをすべて索敵に用いた場合、いかに八時間の先行があろうと居場所の特定までは難しくない、と松田は考えていた。

			「場所が特定できれば――――できればラクシュミーさんを直接視認するのが望ましいですが、そうなればもうひとつの手が使えます」

			「――それは？」

			　居場所を突き止めるだけではなんの解決にもならない。

			　ハーレプストはラクシュミーの心も体も救いたいのだ。しかしそのためには、直接騎士団を捕捉する必要がある。

			「まあ、我々が追いつくのには時間が必要でしょう。直接戦闘になればラクシュミーさんを人質にとられる可能性がある。でも、ラクシュミーさんに指一本触れさせないことは可能です」

			「そ、そんなことができるのか……？」

			　もしそうであればハーレプストの苦悩の半ばは解決されたようなものだ。

			　しかしそんな都合のよい魔法があっただろうか？　まして松田は土属性に特化されて他の属性魔法は使えなかったはず。

			「忘れましたかハーレプスト師匠、私がスキャパフロー王国で手に入れた秘宝がなんであったのか」

			「そうか！　不可視の盾！」

			「そうです。私のゴーレムと同調して認識できるかぎり、距離が離れていようと秘宝の発動は可能なのです」

			　つまりは松田が制御するゴーレムによって、ラクシュミーの居場所を視認して特定できているかぎり、彼女の安全は不可視の盾フォウによって保障されるのである。

			「……よかった……ありがとう、ありがとうマツダ君」

			「急ぎましょう。彼女が一人でいる時間は少ないほうがいい」

			「恩に着る」

			　ハーレプストは変わった。

			　彼女に裏切られる恐れ、理不尽によって二人を引き裂かれる恐れ、それを知りつつ逃げない男になった。

			　そのことがなぜかうらやましい。

			「…………そろそろ俺も、こういう理不尽にはぎゃふんと言わせたいと思っていたんですよ」

			　正しくそのためにこそ、あの迷宮で絢爛たる七つの秘宝を追い求めたのだから。

		

	
		
			　

			第百十七話　破滅の序章

			　

			　松田の召喚したゴーレムが空をゆく。

			　いかに騎士団が精鋭で戦闘速度で移動しようとも、まったく障害物のない空中を、最短距離で移動する高速の飛翔体には到底及ばない。

			　猛禽類の最高速度は犬鷲(わし)でおよそ百二十キロ、隼に至っては百八十キロに達するという。

			　問題は松田がこれほど離れた距離からゴーレムを操ることが、初めての経験であったということだ。

			　用心のために二十体に減らした鷹型のゴーレムは、わずか数時間ほどで森林地帯を逃走するオナンたちの一団を捕捉した。

			　といっても、肝心のラクシュミーは馬車の中なので、まだ視認するには至らない。

			「もうじき公国領に入る！　最後まで警戒を怠るな！」

			　こと戦術指揮に関するかぎり、オナンは副騎士団長に抜擢されただけあって優秀な能力をもっていた。

			　部下を掌握し、その能力の限界を適切に把握して、最適な行動を取る。

			　彼らの行動は迅速で、松田の予想よりさらに先へと進んでいた。

			　とはいえ上空から見下ろす鷹の目から逃れることはできない。

			「――――見つけました！」

			「おおっ！　よかった！」

			「思ったより奴らの行動が速い。ちょっと追いつくまでには時間がかかりそうです」

			　それにしてもあれほどの速度で疾走されたら、馬車の中にいるラクシュミーにはどれほど負担がかかっていることか。

			　そう考えると沸々と黒い衝動が腹の奥に湧き上がる松田であった。

			　事実、ラクシュミーは耐え難い振動と衝撃に、意識を保っているのもやっと、という状態である。

			　しかし彼女の遺志の強さが、吐いたり気絶したりするという選択肢を拒んでいた。

			　さすがは子供のころからハーレプストをひたすら思い続けただけのことはある。

			　モウルド森林地帯を越え、公国領に入ると、さらに百名ほどの騎士たちが待機していた。万が一リュッツォー王国からの追手がいる場合に備えていたのだ。

			　このあたりの危機感のなさが、ラクシュミーたち常識人には信じられない。

			　公国には、単独でリュッツォー王国と戦う戦力などないのである。

			　追手の数によっては、死人に口なしが通用しないこともあるだろう。

			　そうなればもはや公国には破滅しかないのに、平気でなんとかなるだろうと考えている。

			　自分に都合のよい現実しか見ない。自分の欲望が叶えられる未来しか信じない。

			　それは前向きや楽観的とは似て非なるものである。

			　彼らは現実の中を生きていないだけだ。

			　一行がマルグの待つ宮殿にたどり着いたのは、深夜になってからのことであった。

			　豪胆にも激しい振動のなかで睡眠をとっていたラクシュミーは、乱暴なノックにまどろみを破られた。

			「出ろ！　公子様がお待ちだ！」

			「私は待たせた覚えはないのですけど」

			　敵の本拠地に来たにもかかわらず、この不敵。一切の怯えを見せず相手を傲然と見下す鮮やかな物腰には、さすがのオナンも気味の悪いものでも見るように表情を曇らせた。

			「……ふん、女狐め。己の立場をわきまえよ！」

			　傷一つつけるな、というマルグの命令である。言葉で脅すことしかできないオナンなど、最初からラクシュミーの眼中にはなかった。

			　そんなラクシュミーの雄姿を、空から見守る複数の目があった。

			「やれやれ、大胆すぎるだろ、ラクシュミーさん……」

			　相手がもう少し見境のない男なら、殴られていてもおかしくない。

			　強いものには巻かれるオナンだから見過ごしたのだ。これが変に忠誠心をこじらせた騎士であれば、殺されていた可能性だってある。

			「さすがに鷹のままじゃついていけんよな」

			　小国とはいえ、仮にも宮廷である。

			　鷹のような猛禽類が部屋に入るのを、警護の兵士が見過ごすとも思われなかった。

			「――――変形(トランス)」

			　上空を旋回していた鷹の姿が、複数の蠅とスカラベへと姿を変える。

			　ありふれたその姿に注目する兵士は誰もいない。

			　彼らの任務は警護であって害虫駆除ではないからだ。

			　あっさりと潜入に成功した松田のゴーレムは、ラクシュミーの肩先に滞空して彼女を視野に収めた。

			　小国とはいえ一国の宮廷だけあって、常時千人以上が稼働している宮廷の回廊は長い。

			　その中をラクシュミーは、急ぎすぎず遅すぎず、悠然と歩いていく。

			　そうしているうちにマルグのほうが待ちきれなくなったらしい。

			「遅いっ！」

			「あら、私は行くと言った覚えはないのですけど」

			「この私が来いと言えば来るのが、平民の義務というものだ！」

			「……公国の国民ならわからなくはないのですが……」

			　ラクシュミーは冷笑する。

			　その冷たい態度が、マルグの喪失体験に重なった。

			　病に倒れた亡き母は、我が子にやつれた姿を見せることを拒み、美しい思い出のなかに生きることを望んだ。

			　しかし突然母に拒絶されたことを、子供が納得できるはずがない。

			　理屈では納得できた今も、心の奥底で泣き喚いている幼い自分がいる。

			　そうした内面をマルグはまったく自覚していなかったが、衝動に突き動かされるようにマルグは叫んだ。

			「私に冷たくするな！」

			　そんなことは望んでいない。ママは子供に優しくなければならない。

			「公子様に逆らうな。貴様も死にたくはあるまい？」

			　ラクシュミーがマルグの機嫌を損ねたのを見て取って、オナンは憤激した。

			　そもそもマルグの機嫌を損ねれば、ラクシュミーは即座に殺されてもおかしくないのである。

			　どうしてラクシュミーがこんなに強気でいられるのか理解できなかった。

			　その種明かしは簡単である。

			　ラクシュミーはハーレプストの弟子で、優秀な錬金術師でもある。

			　その彼女の目には、松田の操る虫が生きた本物ではなくゴーレムであることは明らかだった。

			　それだけではない。一種の精神操作である幻術を使い、クスコはラクシュミーに松田からの指示を届けた。

			『指一本触らせないから安心して待っていろ、とハーレプスト様からの伝言ですわ』

			（ああ、ハーレプスト様、ハーレプスト様、ハーレプスト様！）

			　いったいどういう手段を使ったのかはわからないが、あのマツダの使い魔を名乗るクスコの言葉をラクシュミーは信じた。

			　そもそも人形師としてのハーレプストが超絶の技術を持つことを知っているラクシュミーにとって、才ある存在の理不尽は身近なものである。

			　凡人の努力をあざ笑うかのように、彼らは誰も達することのできない高みからその力を振るう。

			　どこか上の空のラクシュミーが自分たちを無視していることに、すぐにマルグたちも気づいた。

			「……いいだろう、貴様の立場というものを教えてやる」

			　言葉で理解できないのなら、その身体に問うまで。

			　少し考えてからマルグはオナンへ向かって手を振った。

			「しばらく誰も部屋に入れるな。何があっても近づいてはならん」

			「御意」

			　これから先ラクシュミーに降りかかるであろう凌辱を想像して、オナンはいやらしそうにニヤリと嗤う。

			　はたしていつまでラクシュミーが取り澄ましていられるものか。

			　すぐに可愛い悲鳴があがるだろう。

			　そうなってから後悔しても、もう遅いのだ。

			　もっとも彼の期待は、すぐに裏切られることになるのだが。

			　

			　巨大な天蓋付きのベッドを前に、マルグは勝ち誇ったようにラクシュミーを振り返った。

			「さあ、君のするべきことはわかっているな？」

			「なんのことでしょう？」

			「まずは私におっぱいを吸わせるのだ。ママであるからには慈愛たっぷりに背中をトントンするのも忘れずに」

			「きもっ！」

			　挑発するつもりはなく、素でラクシュミーは零してしまった。

			　マザコンが母性を求めるのもわからなくはないが、実際に成人男性から授乳を求められる生理的嫌悪感には逆らえない。

			　ところがマザコン男性の中には、おっぱいを吸わせるのは行きすぎにしても、添い寝くらいは当然のスキンシップだと考えている節がある。

			　まさか断られるとは思っていなかったのか、マルグは目を丸くした。

			「まだわからんのか？　その気になれば貴様はいつ殺されても文句は言えんのだぞ？」

			　だから諦めてママとして俺を癒せ、とマルグは言う。

			「なんと言われても、私は貴方のママじゃありませんので」

			　私をママと呼んでいいのは、ハーレプストといつか彼との間に生まれるであろう子供だけ。

			「いい加減にしろっ！」

			　

			　――――ゴンッ！

			　

			「あだだだだだだだだだだだだだだだだだ！」

			　ラクシュミーに拳を振り下ろそうとしたそのとき、目から火花が出るような衝撃がマルグを襲う。

			　まるで透明なチェストが出現して、その角に思い切り額を激突させたかのような衝撃だった。

			　あえて不可視の盾をマルグの正面に対して斜めに出現させたフォウのファインプレイである。

			　あまりの激痛に額を押さえたまま、マルグは床を転がりまわって呻いた。

			「いったい何が起きた？　もしやママの愛の鞭(むち)？」

			「いや、それはありえません」

			　額に大きな内出血の瘤をつくったマルグが、妙な方向へ勘違いしそうになったので、慌ててラクシュミーはそれを訂正する。

			　先日僕をぶって！　とマルグに追い回されたのは、ラクシュミーにとってもトラウマなのであった。

			　ようやく痛みが引いてきたマルグは、少し冷静になったらしい。

			　先ほど自分に起こったことが、ありえないという事実を改めて認識したマルグは、今度は慎重にラクシュミーの肩に触れようとした。

			　

			　――――コツン。

			　

			　伸ばした指先に何か触れるものがある。

			　感触を確かめようとするが、鉄とも木材とも違う不思議な感触で、相当に強度の高いであろうことは推察できた。

			　大の男が全力で激突しても平気であったのだから当然である。

			「これはなんだ？」

			「さあ？」

			　ラクシュミーにも、不可視の盾フォウ、などという伝説の秘宝が関わっているなど想像もできない。

			　ただハーレプストとマツダが、自分を助けるために必死に頑張っているということを無条件に信じるだけだ。

			　クスコの伝言はラクシュミーの勇気を百倍にさせるのに十分だった。

			　本来ならば一国の公子を相手に自分を守り抜くことなどありえないが、ハーレプストならなんとかしてくれると思ってしまうのは、惚(ほ)れた乙女の埒もないところであろう。

			「ふざけるなよ！　私のママをこんなもので奪えると思うな！」

			　正面からは無理だと思ったのか、マルグはラクシュミーの背後に回って抱きつこうとするもあえなく激突。

			　頭上ならば、と間抜けにも椅子の上に登ってみるも失敗。移動可変型の盾フォウに死角はなかった。

			「ぐあああああああああっ！」

			　目の前に餌をぶら下げられて手も足も出ない状態に、マルグの理性はあっけなく決壊した。

			　椅子を振り回し、花瓶を投げつけ、ついには剣を抜き放って斬りかかるも、ラクシュミーは微動だにしなかった。

			　この情けない男に、ハーレプストの――実際には松田の力のおかげなのだが――愛の守りが破られるとは微塵も思えなかった。

			「あらあら、痛い痛いでしゅか？　ぷぷ――！」

			「俺のママはそんなことは言わん!!」

			　ぜえぜえと肩で息をつくマルグに、ラクシュミーは赤ちゃん言葉で挑発する。

			　こうなっては個人の力では埒が明かない。

			　先ほど近づくなと言ったのも忘れて、マルグは大声でオナンを呼んだ。

			「オナン！　兵を集めろ！　この女のすまし顔をなんとしてもぶち壊してやれ！」

			「は、はあ…………」

			　呼びつけられたオナンは部屋が半壊しているにもかかわらず、ラクシュミーが澄ました顔で余裕の笑みを浮かべていることに、少なからず不審を覚えた。

			　着衣や髪にもまったく乱れがないことから察するに、ほとんど触れられてもいないのだろう。

			　いったい公子はこの女をどうしろと言うのだ？

			「殺しても構わん！　剣でも槍でもいいから叩き斬れ！」

			「ぎょ、御意」

			　いったい何が起きているのかさっぱりわからない。

			　とにかくラクシュミーが、公子にとって絶対に許容できないことをやらかしたに違いなかった。

			　警戒にあたっていた騎士が室内に集められ、手に手に武装した剣を抜くと、広い室内もさすがに狭くなる。

			　そんな状況でもラクシュミーはどこ吹く風。

			（早くハーレプスト様に会いたい……）

			　などと妄想を始める有様である。

			「早く殺せ！」

			「ははっ！」

			　槍を装備した騎士が四方向から槍を突き出す。さらに一呼吸遅れて剣が振り下ろされた。

			　過剰としかいいようのない飽和攻撃だが――――

			「んなあっ？」

			「そ、そんな馬鹿な……」

			「いったいこれは……あ、ありえん」

			　このとき、ようやくオナンは悟った。

			　公子は自分が彼女を斬れなかったからこそ、我々を呼んだのだ。

			　そして我々もまた、彼女を守る謎の障壁を突破できないということを。

			（この女の強気な理由はこれか――！）

			　ラクシュミーの侍女たちを人質として連行しなかったことを、オナンは初めて後悔した。

			　いや、まだ遅くはない。

			　あるいは魔法攻撃や兵糧攻めという手段もあるだろうが、ラクシュミーにとって確実なのは人質による脅迫である。

			　それは彼女が別荘から大人しく同行してきたことでも証明されている。

			　しかしオナンがその策を実行する余裕は二度と訪れなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あれが公国の入口か――――」

			「まあ、派手にやりましょう。囚われのお姫様を救い出すのは、師匠だけに許された特権です」

			「お父様！　殲滅していいですか？」

			「騎士団の阿呆はともかく、住民の被害は最小限にしたいから却下」

			「そんな～～」

			　ヴィッテルスバッハ公国を眼下に望むケフィスルの丘に、歩く災厄のような一団が到着していた。

		

	
		
			　

			第百十八話　公国混乱

			　

			「――――召喚(サモン)ゴーレム！」

			　松田の運用限界である七百体のゴーレムが召喚された。

			　堅固なミスリルの鎧に覆(くつがえ)われ、痛みも疲れも感じない騎士ゴーレムが六百体と、制空権確保のために上空を滞空するガーゴイルゴーレムが百体。

			　松田やハーレプストを囲む形で鋒矢の陣形が組まれる。

			　その戦力は明らかに公国の貧弱な国境警備隊を凌駕していた。

			「おい、あれはどこの軍だ？」

			「リュッツォー王国の軍装とは違うが……しかしあちらの方向は間違いなくリュッツォー王国だ」

			「ものすごく統制が取れた軍だ……とても我々では相手にならないぞ？」

			　警備隊はゴーレムたちを一目見るなり惑乱した。

			　彼らは第一線級の精鋭ではなく、所詮は警備用の軍隊である。とてもではないが、国家間戦争の前線を支えることなどできるはずがなかった。

			　松田は一個人であって、決して国家などではないのだが、彼らの常識を考えるならば、七百もの軍隊を率いる個人などありえなかった。

			　仮に揃えられるとしても、それはある程度の領地を所有する貴族であろう。

			「げ、迎撃用意！」

			「し、使者を立てなくてよろしいので？」

			「完全武装で先ぶれもなく、突然現れた軍隊を相手に、悠長に交渉などできるか！」

			　ただでさえ警備隊の戦力は五百にも届かない。

			　隣接する駐屯地に待機する兵力をすべて合計しても一千強というところか。

			　それも戦力の大半は、騎士ではなく徒士の雑兵である。

			　とても戦いの主導権を相手に渡せる状況ではない。可能なかぎり先手を取って敵に出血を強いるべきであった。

			　しかしリュッツォー王国との間に、すぐさま戦争になるような緊張はなかったはずだ。

			　やはり何かの間違いではないか？

			　警備隊の隊長オズワルドは心の底からそう祈った。

			　なんの前触れもなく公国の最後が訪れるなど、オズワルドの許容できる話ではなかった。

			　彼にもわかっているのだ。もしリュッツォー王国が本気で公国と戦うつもりなら、どう頑張っても勝ち目などないことを。

			　俗に攻者三倍の法則というが、リュッツォー王国とヴィッテルスバッハ公国の戦力差は三倍どころではない。

			　数でも勝ち目がないのに、その質でも差を開けられている。

			　もともと折り合いの悪いデアフリンガー王国が支援してくれる見込みも薄く、それどころか共同して挟み撃ちに合う可能性のほうが高かった。

			　だからこそ公国は、むしろリュッツォー王国よりの政治的立ち位置を貫いてきたというのに、よりにもよってどうしてリュッツォー王国側から侵攻を受けなければならないのだ。

			　そんな理不尽なオズワルドの怒りは、さらなる理不尽によって蹂(じゆう)躙(りん)された。

			「行きます！　氷結(フリージング)振動(バイプレーシヨン)！」

			　本来なら広域殲滅魔法で、街ごと消滅させたかったディアナであるが、たとえ殲滅魔法でなくとも彼女の攻撃魔法は恐るべきものであった。

			　外敵から街を守ってくれるはずのぶ厚い城壁は、急速に冷凍され、もろくなったところに極低周波の振動を受けて崩壊した。

			　高さおよそ三メートル、幅およそ二メートル。決して重厚堅固とまではいかないが、国境の防御設備としては十分な強度を備えている。

			　それがわずか数秒も保たずに崩壊したことで、警備隊の士気もまた崩壊した。

			「化け物だ！」

			「こらっ！　逃げるな！　警備隊の務めを忘れたか！」

			　次々と持ち場を放棄する部下に、オズワルドはかろうじて自らの使命に踏みとどまった。

			「弩(おおゆみ)班は連続射撃！　残りは住民を逃がせ！　命知らずだけ俺についてこい！」

			　不思議と指揮官が勇気を発揮しているかぎり、部下はその勇気にこたえるものだ。

			　だからこそ戦場を知る野戦指揮官は、不必要な危険にその身を晒すことを恐れない。

			　もはや崩れ去るのみと思われた国境警備隊は、オズワルドに目を覚まされるようにその義務に復帰した。

			　――――とはいえ戦況はじり貧である。

			　崩壊した城壁、数的にも質的にも劣勢な味方、何より大量の足手まといとも言える非戦闘員。

			　彼らを守りながら戦うのは、最初から至難の業であった。

			「公都から騎士団が出撃するまで、可能なかぎり敵の数を削る！」

			　勝てるなどという幻想を、オズワルドはいささかも抱いていなかった。

			　それにしても、あれほどの軍を率いているのはいったい誰なのだ――？

			　

			「一の陣、二の陣は左右の弩兵部隊を掃討しろ。三の陣はこのまま待機、逃げる連中には手を出すな」

			　松田の命令を、一切の感情を無視して忠実にゴーレムは実行に移す。

			　これが人間であれば、こうはならないであろう。

			　物陰に兵士が潜んでいるのではないか？　屋根から弩兵が狙撃してくるのではないか？

			　多かれ少なかれ兵士は予測と恐怖を警戒しながら行動するものだ。

			　もちろんそれは正しい。なんの警戒もしない兵士などいくつ命があっても足りないものだし、戦場ではそうした兵士から真っ先に死んでいく。

			　しかし松田のゴーレム軍団は、その前提が根本から異なる。

			「来たぞ！　一斉射撃！」

			　見通しの良い街の大通りを見下ろす教会のテラスから、人力では不可能な高張力によって数十本の矢は撃ちだされた。

			　その狙いは過(あやま)たず、先頭のゴーレムの胸甲――人間であれば心臓――を直撃したかに思われた。

			　グラリ、と幾体かのゴーレムが糸の切れた人形のように前のめりに倒れて活動を停止する。

			　ゴーレムの核を直撃された、あるいは行動限界に達するほどひどく破壊されたのである。

			「やった！」

			「まだだ！　装填急げ！」

			　数で圧倒的に劣る警備隊としては、接近される前にどれだけ倒せるかが勝負であった。

			　その目論見は、理不尽にもあっけなく破綻する。

			「――召喚(サモン)ゴーレム！」

			　せっかく倒したゴーレムが再召喚され、戦列に加わってしまう。

			　いくら倒しても補充されるだけ。

			　松田の魔力あるかぎり、永遠に補充され続ける無限のゴーレム軍団…………。

			「まさか……これ全部ゴーレムだっていうのか？」

			「ありえない……こんな数のゴーレムをどうやって……」

			「こ、こんなの……どうしろっていうんだよ！」

			　今度こそ兵士たちの心は折れた。

			　もはやいくらオズワルドが叱咤激励しようとも、二度と元には戻らない。

			　人は自分たちの理解の及ばぬものには立ち向かえないものなのだ。

			　本隊のために少しでも敵を減らそうと信じた攻撃が、まったくの無駄であったとわかったら、次に考えるのは自らの身の危険であった。

			　どうせ無駄になるのに死ぬなんて割が合わない。

			　仲間のために役に立てると思うからこそ命を懸けることもできる。

			　しかしどうせ頑張っても無駄なら、生きて帰りたいに決まっていた。

			「馬鹿者！　指揮官らしい男を狙え！　ゴーレムならそれで倒せるはずだ！」

			　涼しい顔をしたエルフの優男――とても指揮官らしいとは言えないがゴーレムの制御には莫大な魔力が必要であることを考えれば、あの男以外がゴーレムを操っているとも思えなかった。

			　指揮官の言葉に我に返ったおよそ半数ほどの兵士がかろうじて弩を構えるが、その望みもまた儚かった。

			『私がいるのに、契約者様にそんな攻撃を通すはずがないでしょう？』

			「どうして？　何もないところで矢が弾かれてしまう？」

			　不可視の盾フォウによる鉄壁の防御。さらに見た目ではわからないが、リアゴッドの転移に備えるように、一部のゴーレムは任意で自爆が可能になっており、奇襲に対する抑止力となっていた。

			　弩という兵器はもともと連射には向いていない。

			　三度斉射するころには、すでにゴーレムの軍団がすぐそこまで迫っていた。

			「もうだめだ。撤退する！」

			　辛抱強く弩兵の指揮をとっていた指揮官も、ここに至っては万策尽きた。

			　ほとんどダメージらしいダメージを与えることもできぬままに、警備隊は退却を余儀なくされたのである。

			　不幸中の幸いなのは、正体不明のゴーレムの軍団は、街に対する必要以上の攻撃はせず、庶民にほとんど被害が出なかったということだろうか。

			　オズワルドの必死の遅滞戦闘も鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)ではね返した松田たちの報告が公国の宮廷へと届いたのは、その翌日のことであった。

			　

			「いい加減なんとかならんのか！」

			「申し訳ございませぬ。まさか魔法も通らぬとは……しかしいくらなんでも永遠に効果が持続することはないはず」

			「うぬぬ……そろそろ諦めよラクシュミー！　いつまでも食事をとらずにいられると思うか！　生理現象だって我慢するにも限度があるであろう！　いや、見せたいというのなら喜んで見るが！」

			「…………よりにもよって、なんてことで脅してくるのです。ドン引きですわ」

			　本気でドン引きするラクシュミーである。

			　確かに先刻から、尿意を催したらどうしようなどと考えなくもなかったが、何度か試してみたところ、ラクシュミーを守る不可視の防壁は、およそラクシュミーの身体から一メートルほど離れたところを移動している。

			　固定されたものでないということは、防壁、あるいは結界の力に物をいわせてトイレまで行くことも不可能ではないだろう。

			　もっとも一流の錬金術師は、体内の組成をもある程度操れる。

			　ハーレプストが助けにくるまで籠城することは、二、三日程度なら問題はなかった。

			「だからといって、さすがに気が詰まりますわね」

			　不可視の盾は、透明なだけに視線からラクシュミーを守ってはくれない。

			　男たちの群れに包囲され、ぶしつけな視線にさらされているのは、さすがのラクシュミーでも大きなストレスだった。

			　一頭の早馬が息も絶え絶えに宮廷に到着したのは、そのときである。

			　この種の伝令は最優先に所属の長、つまり新騎士団長であるオナンへと届けられることになっていた。

			　ところがオナンは騎士団長室にはおらず、配下とともにマルグの私室にいたので、使者がオナンとの面会を果たしたのは到着から一時間以上も経過してからのことであった。

			「た、大変でございます！」

			「何があったというのだ？　公子殿下もお出でだというのに慌ただしい」

			　苦虫を噛み潰したような顔でオナンは使者を迎えた。

			　ただでさえラクシュミーに指一本触れられずにマルグの怒りは頂点に達しようとしているのだ。

			　これ以上失態を重ねるようなことがあれば、せっかくヘルマンから奪い取った騎士団長の座が危うかった。

			「敵襲でございます。所属はまだはっきりとはいたしません。規模は騎士を中心とした大隊規模。リュッツォー王国領より忽(こつ)然(ぜん)と出現いたしました！」

			「なにいいいいいいいいいいいいい！」

			　あまりの事の重大さに、オナンは危うく失神するところであった。

			　もし相手がリュッツォー王国なら、ヴィッテルスバッハ公国など敵ではない。

			　滅亡待ったなし。となると騎士団長であるオナンは敗戦の責任を取らされる可能性が高かった。

			（いやだいやだいやだいやだいやだ！）

			　責任なんて絶対に取りたくない。まして自分の命を差し出すなどもってのほか。

			　一瞬にしてオナンはマルグの首を差し出したら、なんとか自分だけは助からないだろうかと計算を巡らしていた。

			　こんなことならヘルマンの代わりに騎士団長などになるのではなかった。

			　下手に逃げ出せば味方に殺され、戦って敗れれば責任を取らされる。

			　それが上に立つ者の義務なのだが、往々にして出世するときは、失敗した場合のデメリットなど考えていないものだ。

			　大相撲の横綱もそうだが、ある程度以上にまで出世した人間の処分は、降格ではなく引退しかない。

			　昨日まで権限を振るっていた役員が平社員として勤務するのは、組織運営上マイナス要素が大きすぎるのである。

			　若くして出世しすぎてしまったことで、結果的に会社を追われてしまった人間を、松田は何人も知っている。

			　オナンもまた、偶然に得てしまった不相応な地位が、彼を逆に追い詰めようとしていた。

			　先日まで幸運に舞い上がっていたのも忘れて、オナンはわが身の不幸を呪った。

			「おい、どうした？　あの女を早くなんとかしろ！」

			「……公子殿下、どうやらそれどころではなくなったようです」

			　今まさにマルグを裏切ることを考えていたというのに、それを表面には微塵も出さず、誠実な声音でオナンは絞り出すように言った。

			「なんだ？　まさか父上が邪魔しようというのではあるまいな？」

			　もし公国でマルグより上位の命令者がいるとすれば、それは父である大公以外にはない。

			　この期に及んでも、マルグの世界は公国の内部だけで完結しているのである。

			「…………リュッツォー王国が攻めこんできた可能性があります」

			「馬鹿な！　ありえん！」

			　マルグが信じたくないのも無理はなかった。

			　それは事実上、死刑執行令状と大差ない意味を持つからだ。

			　仮にリュッツォー王国が公国を併合するにせよ、属国とするにせよ、大公家の人間を生かしておく理由はない。

			　生かしておくとすれば王女だけで、王国の第三王子とでも結婚させて、正当性を確保するだろう。

			　あとは王国と公国の血を継ぐ子供に、地位を与えてゆっくりと同化させていけばいい。

			　古来から使い古されているが、有効な国の乗っ取り方法である。

			「まだリュッツォー王国と確認されたわけではありません。しかし正体不明の軍勢に国境を侵略されていることは事実です」

			「――――そういえば所属が確認できていないと言っていたな」

			　今ごろになって、オナンはその事実に気づく。

			　よくよく考えればおかしな話だ。

			　他国がリュッツォー王国のふりをして攻めてくるという方法もなくはないが、意味もない。

			　公国のような小国は正面から攻めるだけで十分であり、下手にリュッツォー王国の国境を侵すよりはよほどリスクなく勝利することができる。

			　だからこそオナンは、リュッツォー王国領に出現した軍を他国の軍勢とは考えもしなかったのだ。

			「大至急確認しろ！　リュッツォー王国まで足を運んで手土産を渡してきたばかりだぞ？　あのクリフェルスト陛下に限って、我が国を奇襲などするはずがない！」

			　確かに奇襲攻撃というのは勝率の高い攻撃方法である。

			　しかし国家間戦争では開戦奇襲は政治的にマイナスの効果をもたらすことが多い。

			　当然のことではあるが、ヴィッテルスバッハ公国が国境を接しているのはリュッツォー王国だけではないのである。

			　特に公国が独立したことを苦々しく思っているデアフリンガー王国などは、虎視眈々と公国の奪還を狙っていたはずであった。

			　みすみすおいしいところをリュッツォー王国に攫われるのを座視している理由がない。

			　であるからこそリュッツォー王国としては、公国側に攻めこまれる責任があるという大義名分を必要としているはずだ。

			　たとえ言いがかりにすぎなくとも、必ずなんらかの大義名分は言いつくろう。それがないからこそ、マルグはリュッツォー王国の侵攻を信じられずにいた。

			「そういえば――――」

			「そういえばなんだ？」

			　噛みつくようにオナンは尋ねた。

			　本来自分で気づいていなくてはならないことなのだが、そんなことを気にする余裕はオナンにはなかった。

			「た、確か騎士とガーゴイル混成の軍隊で、将軍らしい人間も見当たらないおかしな軍隊だったと……」

			「騎士はわかるが、ガーゴイルだと？」

			　ガーゴイルを使役する魔法士もいなくはないだろうが、通常の正規軍で運用されることはほぼない。

			　ましてプライドの高い騎士と行動を共にするなど以ての外である。

			「そういえば数も中途半端な七百ほどで……いえ、それでもとても国境警備隊の手には余る数ですが」

			「…………たった七百？」

			　ようやくマルグとオナンも落ち着いて情報を整理する余裕ができた。

			　ヴィッテルスバッハ公国は小国ではあるが、それでもかき集めれば一万に近い軍勢を編成することができる。

			　常識的に考えるならば、七百という数は国境における威力偵察か、大規模な山賊の強略に近い。

			　本格的な占領を企図するものであれば、すぐに第二波が来襲するであろうし、こないのであれば戦いは一時的なものか、偶発的なものだ。

			「とにかく状況を確認せよ！　オナン！　即刻兵をまとめ迎撃の準備をするのだ！」

			「御意！」

			　こうなるともうラクシュミーの拘束どころではなかった。

			　さすがのマルグも、自分の命がかかっているときに、悠長にラクシュミーを包囲し続ける気にはなれなかったらしい。

			「くそっ！　こんなときにこそママに元気づけてほしかったのに……！」

			　いや、渋々諦めただけらしかった。

		

	
		
			　

			第百十九話　貧乏くじはいつも

			　

			　ヴィッテルスバッハ国境の要衝、ケフィスルを突破した松田とゴーレム軍団はそのまま公都を目指した。

			「それにしても実際に見ると恐ろしいものだね」

			　ハーレプストは呆れたような、感心したような目で松田を見る。

			「ご主人様はすごいのです！　わふ」

			「お父様が私に任せてくれれば私だって……」

			「殲滅から離れられるようになったら考えるよ」

			「そんな！　いけずです。お父様！」

			　会話だけを聞いていると、のんきなものだがその内容は危険極まるものである。

			　相手にとっては悪夢としかいえない戦力であった。

			　常識的に考えるならば、魔法士というものは攻撃力こそ派手でも防御力が脆弱な存在である。

			　一国を代表する宮廷魔法士であろうと、単独で軍隊には勝てない。

			　正確には分散した軍隊と本気で戦争をすれば、どこかの時点で殺されてしまう。

			　基本的に魔法とは、魔法士自身が視認できる範囲で行使するものであり、二つ以上の魔法を同時に行使するのはひどく難しいことであるからだ。

			　そのため通常、魔法士は護衛の兵士たちの後方から遠距離火力支援を行うのが任務である。

			　単独で魔法士が戦争を担いうるのは、それこそライドッグのような伝説級と呼ばれる化け物だけであった。

			　その化け物の領域に、松田は手をかけようとしている。

			　もともとそうなるようハーレプストがけしかけた部分もあったとはいえ、実際に一国を力で蹂躙する姿を見せられるのは衝撃であった。

			　松田の操るゴーレムは攻防一体で、従来の魔法士の概念を覆すものだが、さらに不可視のフォウという防御力が加わった。

			　火力としてもディアナが、いささかオーバーキルの殲滅魔法を使うことができ、遊撃としてステラとクスコが柔軟に対応することができる。

			　おそらくはヴィッテルスバッハ公国程度の小国では、この戦力に太刀打ちすることはできないだろう。

			「……呆れて笑い話にもなりゃしないよ」

			　ハーレプスト以上に衝撃を受けていたのはノーラである。

			　リアゴッドの戦いのときにみせた松田のゴーレムは、ただの空中機雷バルーンだった。

			　鍛え抜かれた一流の兵士のように集団行動もとらなかったし、ガーゴイルと共同して空陸一体の戦術行動をできるなど想像すらしなかった。

			　聞けば松田はあの数のゴーレムを一体一体すべて同時に制御しているという。

			　つまりあのゴーレムは一体一体が松田の分身なのだ。

			　そんな意思統一性ある軍隊など、かつて存在した例(ためし)がなかった。

			　しかもそれがいつでも再生可能とはなんという反則か。

			　もし自分なら間違っても敵にしたくない。

			　ノーラが魔法士殺したるスキル、完全魔法無効化などなんの役にも立たず殲滅されるだろう。

			　あのフェイドルの迷宮で松田を敵に回さずによかった、と心底安(あん)堵(ど)するノーラであった。

			「……それで、ラクシュミーは無事なのだろうね？」

			「ええ、彼女を包囲していた兵士はほとんど外へ出ました。まだ見張りは残っていますが、心配の必要はないと思いますね」

			　もし不可視の盾フォウがいなければかなり危なかった、というのはハーレプストには内緒である。

			　ましてマルグがラクシュミーに吐いた暴言など、とても教えることはできない。

			（業が深すぎるだろ…………）

			　恐るべきマザコン。恐るべしマルグ。まさか衆人環視の中で授乳を要求するとは思わなかった。

			　松田の精神衛生上も、早くラクシュミーを救出する必要がありそうだ。

			　たぶんこの期に及んでも、マルグはラクシュミー(ママ)が最後は自分を助けてくれると信じているのだろう。

			　そういえば部下の一人が母離れできなくて、母親のほうから距離を取られていたことがあった。

			　

			「最近母がおかしいんです。お弁当も冷凍ものばかりだし、朝もコーヒーを淹れてくれないし、たまに残業して帰ると先に寝ていることがあるし」

			「おかしいことはないだろう。あまりお母さんに負担をかけないようにしないと」

			「体の具合でも悪いんでしょうか？　医者に連れていったほうが……」

			「少しは母離れしたほうがいいんじゃないのか？」

			「母と子は一緒にいるものでしょう？　母親が子供の世話をするのは当然じゃないですか？」

			（あかん）

			　

			　母に捨てられることなど最初から想像もしていない。仮にそうなっても現実を受け入れられない。

			　そうした男は確かに実在する。そして自分に問題があるとは考えない、というか考えられない。

			　きっとマルグもその類であろうと松田は予想した。

			　ならばこの先必要なのは交渉や話し合いではなく、相手の意思をねじ伏せる蹂躙あるのみ。

			「…………さて、どこまで行けるかな」

			　松田にとって、この戦いは単純にラクシュミーを取り戻すだけの戦いではない。

			　我がままに、生きるために。

			　松田という個人が、国家を相手に自分の意を貫けるかどうかという試金石でもあるのだった。

			　

			　

			「これはいったいどうしたことじゃ！」

			　慌ただしく行きかう兵士と騎馬の群れ。その喧噪に後宮で側室を相手に耽溺していた大公もようやく異常に気づいた。

			　むしろよく今まで気づかずにいられたものである。

			「お待ちしておりましたぞ、大公殿下。リュッツォー王国国境のケフィスルに謎の軍隊が出現したよし。現在騎士団長が迎撃の準備に入っております」

			　不機嫌な表情を隠そうともせず、目の下に隈を作った宰相が大公に答える。

			「なんだと？　まさかリュッツォー王国の侵攻ではあるまいな」

			　顔色を青くして、大公は宰相に尋ねた。

			「絶対とは言えませんが、おそらくは違うでしょう。私にも耳があります。リュッツォー王国の政策に変動はありません」

			「そうか…………」

			　大公はほっと胸をなでおろす。リュッツォー王国の侵攻が自分の死刑執行と変わらぬことを彼も理解していたのだ。

			　だったら後宮などに籠っていないで仕事をしろ、と怒鳴りたい宰相である。

			　もっとも、そうしたつらい現実に耐えられぬ繊細な心の持ち主だからこそ、大公は後宮に逃げるのだろう。

			　若き日、理想に燃えていたころの大公はむしろ有能な君主であっただけに、宰相は大公の弱い心を惜しんだ。

			「――ですが、その謎の軍隊の行動いかんでは情勢が変わりますぞ？」

			「無論だ。せっかくの果実が大地に落ちるのを待っている馬鹿はいない」

			　たった七百程度の小勢。

			　その程度にすら対応できぬ国と思われたら、公国を挟む両王国が指を咥えて見守る理由はなにもない。

			　言ってみれば小国の生存戦略は、対立する大国が勝利することは間違いないにしても、損害が無視できないという前提に成立している。

			　例えばデアフリンガー王国が公国を征服しないのは、公国と戦うことで傷つきすぎると、そこをリュッツォー王国に付け込まれてしまうからだ。

			　結果後出しジャンケンのように成果を奪われてしまうことにもなりかねないのである。

			　だがほぼ無傷で手に入れられるとなればどうだろうか？

			　もともとリュッツォー王国とデアフリンガー王国の国力は拮(きつ)抗(こう)している。

			　無傷で公国が手に入るなら、先に公国を手に入れたほうが優位に立つのは自明の理だ。

			　間違いなく公国は大国によって草刈り場と化すであろう。

			「いったいどこの何者だ？」

			「わかりません。辺境貴族の暴走の可能性がもっとも高いですが……」

			　民兵七百と騎士七百では同じ数でも意味合いがまったく異なる。

			「そもそも目的はなんじゃ？　まさか本気で公都まで来るつもりなのか？」

			　いくらなんでもそれは現実感のない話であった。

			　これが貴族による暴走なら、王国からなし崩し的に援軍を引き出せなかった段階で撤退する。

			　撤退を視野に入れている以上、あまり進撃しすぎずに国境付近を荒らしまわるに留めるであろう。

			　しかし件の軍隊はケフィスルを突破した後も着々と公都へ進撃を続けていると聞く。

			　国境警備隊がまったく相手にならなかったことを勘案すれば、見た目の数以上に強力な戦力なのだとしても異常である。

			「……実はそれとは別に困ったことが……」

			「よりにもよってこんなときにか？」

			「よりにもよってこんなときに、です。マルグ殿下がデアフリンガー王国のクラウゼヴィッツ商会の御息女を誘拐してきたようでして……下手をすればデアフリンガー王国に大義名分を与えかねません」

			　つまりリュッツォー王国の介入を阻止しても、デアフリンガー王国の介入を呼ぶ可能性も排除できないということ。

			「マルグはいったい何を考えておるのだ？」

			　何を考えているかはともかく、それを放置したのは貴方の責任ですよ！　と宰相は思うのだが、多大な精神力を消費して自重する。

			「謎の軍隊に対して無事対処できたとしても、国際問題となるのは避けられません。それは覚悟してください」

			「――――まあ、今はその謎の軍隊のことじゃな」

			　いざとなれば宰相に押しつける気満々で大公は話題を逸らした。

			　そうした物事に正面から向き合わない態度こそが、子供を――マルグを歪ませ増長させてきたのだ。

			「ことによっては殿下の廃嫡が必要かもしれませんよ？」

			「構わん構わん」

			　年齢の割に干からびた細い手を振って大公は首を振る。

			「こんな国の跡継ぎが幸せになれるはずがあるまいて」

			　ある意味有能であることが苦痛となる現実がある。では無能であれば現実は楽園であろうか？

			　そんなことはない。無能であっても結局現実は苦痛であり、その現実にいつ追いつかれるかへ時間的な差でしかないのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オナンの騎士団長室は、常にはない人口密度と熱気にみたされていた。

			「正体不明の敵、仮称をゴーレム軍団(レギオン)とします。現在速度を維持しつつ南下中」

			「当初七百の軍勢と思われていた戦力はほぼゴーレムによって構成されていることが判明」

			「召喚者(サモナー)はほぼ軍団(レギオン)内にいるエルフの男であると思われます」

			「ゴーレム以外にはドワーフと探索者らしき女戦士、なぜか二名ほどの幼女が同行している模様！」

			「ゴーレム軍団(レギオン)の侵攻から半日が経過した現在も、ゴーレムの数に変化は見られません！」

			「――――いったい何がどうなっておるのだああああ！」

			　耳を疑う報告ばかりが集められてくる現状に、オナンは力いっぱい机を叩いて絶叫した。

			　最初はどうやらリュッツォー王国とはなんの縁もないらしいと知って安堵したのだが、斥(せつ)候(こう)が報せてくる情報があまりに非常識でありすぎた。

			　騎士だと思っていたのがゴーレム？　馬鹿を言うのも大概にしろ。ゴーレムっていうのは馬鹿みたいにコストがかかるものなんだ！

			　ところが来る情報来る情報すべてが、騎士とガーゴイルがゴーレムであることを伝えてくる。

			　それなのに召喚者は一人しか見当たらないときた。

			　だいたいゴーレム軍団(レギオン)に交じって二人の美幼女とはどういうことか。

			　人質？　ありえない。そんな物騒な軍団を指揮できるのなら、わざわざたった二人の人質を利用する意味はない。

			「……これは未確認ではありますが、ゴーレム軍団(レギオン)内のドワーフ、件の暗殺対象ではないか、と」

			「それを先に言わんか！」

			　遠慮がちに囁(ささや)いてきた副官に、オナンは絶叫した。と言ってもハーレプスト暗殺は表には出せないかぎられた人間だけが知る秘事だ。副官がなかなか口に出せなかったのも無理はない。

			　先ほどから叫びすぎて喉が鈍く痛んだ。

			　あまりにも想定外の事態が多すぎて、実質初めて軍のトップとして指示を下すオナンには眩暈(めまい)がする思いであった。

			　敵の目的が侵略ではなく、ラクシュミーの奪還である可能性が出てきた。

			　それは決してオナンにとって望ましい情報ではない。

			　彼女を脅迫し、この国まで誘拐したのは、ほかならぬオナン自身なのだから。

			　もし勝てればよいが、敗北した場合、あるいは勝ち目がない場合、公国を裏切り命乞いをするという選択肢もなくなる。

			　ハーレプストがそれほどの重要人物という情報はなかったはずだが……。

			「騎士団長閣(かつ)下(か)、第一大隊から第三大隊まで出撃準備完了しました！」

			「うむ」

			　悩みは尽きないが、こうして公国の戦力の大半を集結させた今、敵の戦力がわずか七百にすぎないということだけは変わらぬ事実である。

			　勝ちさえすればこの苦悩から解放される。

			　しかし万が一敗北したら。

			　逃れられない責任を受容するだけの覚悟がオナンにはなかった。

			　どうにか逃げ道を残しておきたい。

			　最悪の場合、すべてを投げ捨てて、どこかの国へと逃げ出したい。

			　最前線で自ら決戦に及ぶなど論外だ。

			　そこまで考えたとき、オナンは一人の男の顔を思い出した。

			　公国内でその武力並ぶものなし、と言われた前騎士団長、ヘルマンの顔を。

		

	
		
			　

			第百二十話　ヘルマンの戦い

			　

			　ヘルマンの目覚めは最悪であった。

			　暗殺などという愚劣極まる任務を断り、騎士団長を解任されたヘルマンは自宅でヤケ酒を呷っていたのである。

			　別に騎士団長を解任されたからといって、生活に困るわけではない。

			　ヘルマンは歴とした貴族であり、子爵の地位にふさわしい領地もある。

			　しかしその領地も収入も、公国という母屋があってのこと。

			　隣国に攻め滅ぼされてしまっては、領地も家族も根こそぎ奪われてしまう。

			　それがわかっているから、ヘルマンは鬱々として国家の行く末を案じるのであった。

			　後釜に座ったオナンは出世のためならなんでもやる男だ。

			　公子の命令であれば、それが国家の利益に反しようがなんだろうがやるだろう。

			　だからといって公子に対する忠誠など欠片もありはしない。用済みになれば、いつでも塵のように捨て去る。

			　そんな男に公国の軍権を握られてしまったことが悪い方向に出なければいいが。

			　残念ながらほぼ間違いなく悪影響が出るだろう、というのがヘルマンの読みであった。

			「くそっ！」

			　二日酔いの頭痛を呪いながら、ヘルマンが着替えに袖を通すと、すでに太陽が西へと傾きかけていることに気づいた。

			　記憶が飛ぶまで飲んでいたので定かではないが、おそらく眠りについたのは夜明け間近であったろう。

			　酒臭い息を吐いて、ヘルマンはこれからのことに思いを巡らせた。

			「――――また国を出るのもいいか」

			　武者修行と称して各国を渡り歩いた若き日。様々な強敵、挫折、そして勝利と栄光。

			　その記憶に今でも胸が騒ぐものがある。

			　同時にそれが叶わないこともヘルマンは自覚していた。

			　自分の帰りを待っていてくれた婚約者。子供こそいないが温かい親族、精魂込めて鍛え上げてきた部下。

			　すべてを捨てて立ち去るには、ヘルマンには捨てられぬものが多すぎた。

			　

			「ヘルマン殿！　ヘルマン殿！」

			　ひと際大きな騒がしいダミ声には聞き覚えがある。

			　公国騎士団のムードメーカーである騎士ガウスの声に間違いなかった。

			「どうした、ガウス？」

			「おお、お休みのところ――いやいや、本当に申し訳ない」

			　ヘルマンの全身から漂う強烈な酒臭にすべてを察したのか、ガウスは言いにくそうに頭を掻いた。

			　生真面目なヘルマンが深酒するほど騎士団長の解任は理不尽なものであった。

			　それでも騎士として伝えるべきことは伝えなくてはならない。たとえそれがどれほど残酷なものであったとしてもだ。

			「申し上げにくいことながら――実は国境を突破して公都を目指してくる軍団がありまして……ヘルマン殿にはその指揮を執るようにとの命令でございます」

			「侵攻？　いったいどの国が相手だ？」

			　顔色を変えて、ヘルマンはガウスに尋ねた。

			　デアフリンガー王国にしろ、リュッツォー王国にしろ、攻め込まれたら公国などひとたまりもない。

			　当然ながらそれを知るヘルマンは惑乱する。

			「それがどうも正体不明でして――信じられないことに七百の軍団ほとんどがゴーレムだというんです。正直斥候の正気を疑いますよ」

			「――――ゴーレム？　今、ゴーレムと言ったか？」

			「はあ、それが？」

			「マクンバの知り合いから、途(と)轍(てつ)もないゴーレム使いが現れたと聞いたことがある」

			　武者修行の放浪の成果で、ヘルマンには各国に時節のあいさつを交わす知り合いが今なおいた。

			　その一人から、マクンバにおける迷宮の氾濫を一人で阻止したと思われる謎のゴーレム使いの存在を聞いたのである。

			　そういえばその男は、確か噂では、エルフかつ鍛冶師ドルロイの弟子ではなかったか？

			「いや、待てよ！」

			　ヘルマンの脳裏に引っかかるものがあった。

			　マルグ公子が暗殺を命じたドワーフの名はハーレプストと言ったはず。

			　ハーレプストといえば五槌ドルロイの兄ではないか！

			「そのゴーレム軍団のなかにエルフがいなかったか？」

			「そういえばドワーフとエルフがいたと聞いたような……」

			「間違いない。連中の狙いは――ラクシュミー嬢の奪還だ！　迷宮の氾濫を阻止するほどの恐ろしい戦力で」

			　公国に迷宮はないが、ヘルマンはいくつもの迷宮に探索者として挑戦した経験がある。

			　あの膨大な魔物が一気に地上に溢れれば、これを撃退するための戦力は優に数千に達するであろう。いや、それでも足りないかもしれない。

			　見かけの数以上にそのゴーレム軍団は手強いはずだ。

			　何より、戦わぬ方法があるのなら、損害の大きい戦いなどしないにこしたことはないのだから。

			　

			「お前は何を言ってるんだ？」

			　心底不思議そうにマルグはヘルマンを見た。

			「件の軍団の目的がはっきりした以上、ラクシュミー嬢を解放すれば敵はつとめて公国と事を構えようとはしないでしょう。一刻も早く彼女の解放を！」

			　マルグのもとへと向かう道すがら、斥候からの情報をヘルマンは精査していた。

			　エルフの男と二人の幼女、正しくマクンバに現れたというゴーレム使いの特徴に一致する。

			　おそらくはこのエルフが、スキャパフロー王国での混乱と深いかかわりがあるのに違いなかった。

			　触らぬ神に祟りなし。すでに国境警備隊が潰滅している今、公国騎士団まで潰滅するようなことがあれば公国が亡国の危機である。

			「せっかく向こうからのこのことやってきたのだ。殺すなり捕らえるなりすれば、彼女もいい加減諦めるだろう」

			「そのためにどれほどの犠牲が出るとお思いか！」

			　身分も立場も忘れてヘルマンは激高した。

			　まさかこれほどにまで、マルグがラクシュミーに執着していたとは。この人にとっては臣下の命や公国の命運など、どうでもよいことなのだろうか？

			「今さら何を言う？　お前たちが私のために尽くすのは当然であろう？」

			　心底不思議そうにマルグは言った。

			　尽くされて当然。ラクシュミーを手に入れるためにハーレプストが必要なら、それを手に入れてくるのが臣下の役割だと、至極当然のようにマルグは認識している。

			「下手に大きな損害を被るようなことがあれば、デアフリンガー・リュッツォー両王国が黙ってみているとお思いか？」

			「ならば損害を少なく達成するのが貴様らの使命ではないか！　くだらぬことを言っていないで、さっさと出撃せぬか！」

			　方針を示せば、あとは現場の責任。なぜかそれを頑なに信じている経営者は多いのだ。

			「たった一人の女のために国運を投げ出すべきではありません」

			「くどいっ！　できぬのならば貴様もその家族も抗命罪に問うがよいのか！」

			　本気で妻や両親まで連座させそうなマルグの権幕に、ヘルマンはすべてを諦めた。

			「――――御意」

			　一瞬本気で逃げてやろうか、とヘルマンは思っていた。

			　というより、どうやって部下の損害を少なくしてこの亡国から逃げ出すかを現実として考えている。

			　巨大な組織が崩壊するときは大抵同じ道筋をたどるものだが、無能な社員が出世して有能な社員が社を見かぎる。

			　あとは屋台骨に限界が来た瞬間に、一気に倒壊だ。

			　見かけは巨大で堅固そうにみえる大企業でも、その例外ではない。

			　今の公国はまさにその岐路にいるのだが、マルグはまったく気づかない。むしろラクシュミー攻略に目途が立ったと嬉々としてさえいた。

			「宮仕えのつらいところですね」

			　気の毒そうに自分もまた肩を落とすガウスに、ヘルマンは冷たく囁いた。

			「戦って勝てない相手なら、無理に命を捨てるな、ガウス。どうせ負けた責任は俺がとるのだからな」

			　はなからオナンが責任をとるなど考えてもみない。責任をとるつもりがないからこそ、ヘルマンは選ばれたのだ。

			　もちろん、成功したときの功績だけはもらっていくだろうが。

			　報われないとわかっていても、まだヘルマンは完全には公国を見捨てていなかった。

			　問題なく勝てればよし。もしも任務を全うできず敗北したうえに責任を押しつけられるくらいなら、家族を連れて逃げる。

			　金目のものと家財を馬車に乗せて身一つで逃げれば、ヘルマンを受け入れてもらえるだけの伝手は、まだ残っていた。

			（おそらくは負けるだろうしな……）

			　勝利のために命をも捨てるという覚悟が、今のヘルマンにはない。

			　指揮官が命を捨てる覚悟をしていない軍隊が、決死の覚悟で戦うはずもないからだ。

			　何よりヘルマン自身が、部下たちを死なせる覚悟が持てなかった。

			　指揮官というものは、いかに効率的に部下に死ねと言えるかが職務である。

			　しかしこんな間抜けな理由で部下に死ね、とはヘルマンは言える自信がなかった。

			「考えても詮無いことか。これほど大量のゴーレムと戦った経験など、大陸のどの国を探してもないのだからな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　松田の操るガーゴイル型ゴーレムが、上空から公国軍の接近を発見した。

			　総勢およそ四千弱。公国のような小国としては破格の数であろう。

			　もしこの四千を失えば、もはや公国は治安維持にも事欠く有様になるはずであった。

			「随分と張り込まれたな……」

			「いやいや、国の心臓部を死守するのは当たり前だと思うよ？」

			「でも、普通は使者を送るとか、交渉しようとするものじゃありません？」

			　別に松田は公国を更地にして滅亡させたいというわけではない。

			　ただラクシュミーを返してもらえればよいのである。

			　もちろん黙って大人しく返してくれるとは思っていないが。

			「どうやら、その使者が来たようだね」

			　ただ一騎、無骨な全身鎧を身にまとい、一人の男が馬を駆け寄せてくる。

			　松田はゴーレムたちに道を開けさせた。

			　あるいは相討ち覚悟の暗殺者という線もないではないが、今の松田にはフォウという保険がある。

			「――この集団の指揮官にお会いしたい。私はヴィッテルスバッハ公国騎士ヘルマン・グラウゼルである」

			「――――できるね」

			　ヘルマンを見たノーラが小声で呟いた。

			　宝石級探索者であり、剣士でもある彼女はヘルマンを自分と同レベル、あるいはそれ以上の戦士と見抜いたのである。

			「念のために聞くのだが、ハーレプスト殿を引き渡す気はないかな？」

			「否、と答えておこう。試みにこちらも聞くが、ラクシュミーさんを返してくれる気は？」

			「返したいのはやまやまだが、公子が離そうとしないのでね」

			「まあ、そうだろうと思ったけどな」

			　所詮は下は上の意向に逆らえない。逆らうならば一切のしがらみを断ち切って辞めるしかないのだ。

			　現代日本と違い、この世界はそうしたしがらみを断ち切るのがひどく難しそうだった。

			　おそらくは目の前のヘルマンも、そのしがらみを断ち切れないばかりに、意に染まぬ命令を聞いているのだろう。

			「勝手は承知だが、折り入って君に頼みがある」

			「どうぞ？」

			　マルグの理不尽な命令に、心ならずもヘルマンが身を委ねていることはわかった。

			　ヘルマンの頼みとなれば、それほど無体なことではあるまい。

			「できれば戦わずに済ませたいのだが、立場上そうもいかなくてな。もし叶うなら敗北して退却する我々を追撃しないでほしいのだが」

			「…………公都へは退却しないのなら」

			　せっかく見逃してやっても、公都へ戻れば元の木阿弥になるだけだ。兵士に上官は選べないのだから。

			「もちろんそんなヘマはしないさ。兵たちにはほとぼりが冷めるまで戻るなと伝えてある」

			　重大な裏切り、反逆罪で処刑されても文句の言えない所業であった。

			　だがヘルマンは微塵も後悔していない。

			　こうして傍にいるだけで、まるで深海に沈んだかのような圧迫感を感じる。このゴーレム軍団が弱かろうはずがなかった。

			　今後公国の運命がどう転ぶにせよ、一定の戦力は維持されなければならない。

			　その被害の許容できる範囲でゴーレム軍団と雌雄を決する。

			　それがヘルマンが悩みぬいて出した結論であった。

			　被雇用者であるサラリーマンのできる、極限の判断と言い換えてもよいだろう。

			「…………いい奴ほど貧乏くじを引くのは、異世界でも変わらんもんだなあ……」

		

	
		
			　

			第百二十一話　決戦

			　

			「いいか貴様ら！」

			　ヘルマンから先鋒を任されたガウスは大音声を張り上げた。

			「敵はゴーレムだ。命のない張りぼてだ。倒しても倒しても召喚者がいるかぎり、召喚されてキリがない」

			　ガウスの話を聞く兵士たちは、まだどこか納得のいかない顔である。

			　無理もない。ゴーレムというのは、そもそも量産が利く類のものではないのだ。

			　ましてそれが倒された端から再生産されてくるなど聞いたこともない。

			「信じがたい気持ちはわかるが、これは事実だ。国境警備隊の奴らも見た。常識は捨てろ。そのうえで貴様らに言っておかねばならないことがある」

			　ここでガウスは言いづらそうに大きく息を吸う。

			　彼にとっても、こんなことを言うのは不本意なのだ。

			　ヘルマンから命令されていなければ、絶対に言わなかった台詞であった。

			「早い話、お前らが死んでもゴーレムは死なん。所詮は使い捨ての人形だから、また呼び出せばいいだけの話だ。つまりお前らが死ぬだけ死に損になる」

			　騎士にとってこんな嫌な戦いもあるまい。

			　正々堂々と敵と相対し、たとえ相討ちにでも敵を倒すことができればそれは誉(ほま)れだ。

			　しかし相手がゴーレムではそうはいかない。

			　召喚者である松田を殺すことを除き、ゴーレムに殺されるということは無駄死にでしかないのである。

			　その死に意味を見出せない人間が、命をかけて戦うことは、ほぼ不可能だ。

			　だからガウスは本当はこんなことは言いたくなかった。

			　それでも言わねばならなかったのは、ヘルマンが語ったように、この戦いに勝利してもさほどの意味はないからである。

			　勝っても負けても正しく無駄死に。

			　ゆえに勝っても負けても損害を少なく終わらせる。

			「だからといって負けることは許さんぞ？　俺は負けるのが大嫌いだからな！」

			「我ら公国騎士団に敗北の二文字はありません！」

			　まだ若い騎士の勝気な台詞に、ガウスはニヤリと口の端を釣り上げる。

			「いい啖(たん)呵(か)だ。野郎ども、俺に続け！」

			「おおおおおおおおおおお！」

			　

			　ガウスは騎乗スキル、突進(チヤージ)を使って配下の騎士とともにオーソドックスな突撃をかけた。

			　重装騎兵による蹂躙攻撃こそ、騎士の花形である。

			「敵に槍衾を作らせるな！　聖光弾(スピリット)！」

			　ガウスを援護するように、左右の騎士から魔法による火力支援が集中する。

			　その手法に意外さはないが、なかなかどうして手堅い手法は対応がしにくいものであった。

			「第二波、用意！」

			　ヘルマンはゴーレム軍団を睨んだまま中央でピクリとも動かない。

			　開戦劈(へき)頭(とう)、妙な訓示もあって内心動揺していた兵士も、ヘルマンが寡黙ながら全身から強烈に発してる闘志を感じて、自らも戦意を奮い立たせた。

			　犠牲を少なく、とは思いながらヘルマンは微塵も負けようなどとは思っていない。

			　やるからには勝つ。

			　勝つために彼が選んだ手段はひとつであった。

			　

			「…………ここまでの集団戦は初めて経験するな」

			「私が禁呪で殲滅してもいいんですよ？　お父様」

			「今、貴重な経験をしている最中だから我慢してくれ」

			　ぷー、と頬を膨らませるディアナの頭を優しく撫でて松田は戦場に鋭い視線を送った。
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			　先ほどから個々の性能ではゴーレムが勝りながら、ゴーレムたちが押されている。

			　文字通りひとつの意思で統一されたゴーレムと、バラバラの意思のもとに動く騎士団――集団戦ではゴーレムのほうが上であろうと考えていたのが間違いだった。

			　バラバラの人間だから臨機応変な措置がとれる。しかしゴーレムは松田が一度判断ミスをすればフォローしてくれる存在がいない。

			（これはディアナやステラとの連携も強化しないと危ないかもな……）

			　結果、がむしゃらなガウス率いる先鋒、そして左右両翼からの火力支援、そして地味に戦場を引っ掻き回す遊軍によって、松田のゴーレムは苦戦を強いられている。

			　もちろんガウスたちが感じている焦燥は、松田のそれとは真逆なものだ。

			「くそったれがっ！」

			　妙に動きがいいと思ったら、簡単な陽動にひっかかる。時間制限で模擬戦でも行ったら十中九までは勝てる相手だった。

			「いい加減に崩れろよ！」

			　人間なら兵士が三割も損耗したら、まず戦線が崩壊する。よほど鍛えた兵士でないかぎり戦意を保つことは難しい。

			　しかし生命のないゴーレムは、仲間が倒れようが、いくら損耗しようがお構いなしだ。

			　次々と新しいゴーレムが召喚され、損耗比率(キルレシオ)では圧倒的に優位に立ちながらも、膠着状態を打破できない。

			　それどころか、じわじわと戦力を削られて時間の経過とともに不利になっていくのはこちらのほうだ。

			「化け物めっ！」

			　正しく化け物というべきであった。

			　騎士を育てるのに、どれほどの時間と労力が費やされるか考えると、考えるのも嫌になるほどである。

			　まして家柄もよく、国家に忠誠心を持ち、魔法まで使えるとなると、宝石よりもよほど貴重だ。

			　今ならヘルマンが命を捨てるな、と言った意味がわかる。

			　これはもはや戦争ではなく、生命の浪費を強要する巨大な罠のようなもの。

			　ガウスの知る、いかなる形の戦争とも違う。

			（いったいこれをどうやって攻略するつもりです？　騎士団長殿！）

			　つい習慣でヘルマンを内心で騎士団長と呼び、ちらりとガウスは視線を走らせる。

			　本陣を動かず、ただじっと戦場を見つめるヘルマンの姿がそこに映った。

			「――――信じてますぜ」

			　ヘルマンの覇(は)気(き)に、迷いは感じられない。

			　ならばこのガウス、与えられた使命を全うするのみ！

			「ひるむな！　この人形どもに人間の強さを思い知らせてやる！」

			　

			（――――思ったよりも単純で気持ちのいい男であったな）

			　戦いが始まった瞬間から、ヘルマンの眼差しは松田に固定されて動いていなかった。

			　エルフはもっと高慢な生き物かと思っていたが、あれではまるで自分と同じろくでもない主君に仕えることに疲れた中年男そのものではないか。

			　もし私的に出会うことができれば、あるいは良き友人になったかもしれぬ。

			　だが残念なことに今は敵だ。憎むべき、とは言えないが、倒すべき敵だ。

			「第三波、ガウスに少し一息つかせてやれ！」

			　兵数は圧倒的、さらにどうやら松田は用兵に素人とみえる。正確には集団を操ることには慣れているが、勝利条件をよくわかっていない。

			　消耗戦に持ち込んで、こちらが諦めて撤退すれば勝ちとでも思っているのではないだろうか？

			「甘いな。甘い甘い。人としては好ましい甘さではあるが」

			　せっかくゴーレムという使い捨ての人形があるのだから、いくらでも消耗させて各個撃破を図ればいい。

			　制空権にものをいわせてガウス一人にゴーレムを二百体向かわせれば、いくらガウスが剛勇でも勝つことは至難の業だ。

			　まともに軍と軍の集団戦を戦わずとも、味方のゴーレムごと魔法で吹き飛ばしてもいいはずである。

			　ヘルマンの聞いた噂が正しければ、松田はゴーレム召喚だけでなく、強力な土魔法を使えるはずなのだから。

			　それに極力公国兵士を殺さずに済むよう戦っているのが、戦場を俯瞰しているヘルマンにはよくわかる。

			　ゴーレムの暴力でラクシュミーを取り戻しに来るという無茶苦茶ぶりの割にお人よしなことだ。

			　だが松田は戦争の根本的な要素をわかっていない。もしかしたら知っているのかもしれないが、理解はしていない。

			　つまるところ戦争のもっとも決定的な要素は、敵の大将をどちらが倒すかということに尽きる。

			　松田はゴーレムの最後の一体まで使い切ってもヘルマンを殺すべきだし、ヘルマンはただ一人、松田を殺すことができればこの戦闘に勝利することができるのである。

			　もう少しで松田の陣形にほころびができる。

			　幾度も及ぶ波状攻撃で陣形を揺さぶり、松田へのルートができるよう戦闘を誘導してきた。

			　すべては松田の命を奪うために――――。

			「悪く思うな。戦争というのは結局どちらかが敗北しなければ終わらないのだ」

			　

			「うわっ！　そっちかよ！」

			　先ほどから松田の対応はほとんど後手に回っていた。

			　正面から押しこまれたと思ったら、一旦退却して今度は左右から、あるいはまた正面から第二波が、という具合で目の前の危機に対処するので精一杯である。

			　こうした戦場での駆け引きの経験が松田にはない。

			　もしゴーレムが再召喚して補充が可能でなければ、とうの昔に戦いは負け。集団戦闘では経験の差が覿(てき)面(めん)に出ることを松田は学んだ。

			　だからといって、必ずしも松田が不利というわけでもなかった。

			　これまでの戦闘で、少なからず公国騎士団も消耗し、勝っているのに戦闘が終わらないことに疲労と焦りが蓄積し始めている。

			　ゴーレムは疲れないが、人間は疲労を無視しては戦えない。

			　このまま膠着が続けば、遠からず公国騎士団は戦闘力を喪失するだろう。

			「……とはいえ、それを待つのも芸がないな」

			　騎士ゴーレムの何割かを送還して、大砲型のゴーレムを召喚しようとしたのは、明らかに松田の油断であった。

			　あのリアゴッドに勝利し、不可視の盾フォウを手に入れたという自信、そしていまだディアナやステラをあえて戦闘に加入させていないという余裕が招いた決定的な隙であった。

			　騎士ゴーレムが減り、前方の圧力が弱まったことを感じたガウスは、ここが勝負どころとばかりに前に出る。

			　それを阻止しようとガーゴイルゴーレムが急降下し、遊撃の一隊が乱入して、戦場に大きな空間が生まれた。

			　

			「――――スキル、天馬疾駆(ギヤロツプ)」

			　

			　ヘルマンが待ち続けていた機会は、まさしくこの一瞬にあった。

			　松田とヘルマンとの間に、一直線上の空間が開くこと。

			　突進(チヤージ)の上位スキルである天馬疾駆(ギヤロツプ)は、速度も突破力も突進(チヤージ)の比ではない。

			　

			「スキル二重影(ダブルシヤドウ)、スキル幻影(ミラージユ)」

			　

			　スキルによって二人に増えたヘルマンの姿は、さらに幻影によって数十人にまで膨れ上がった。

			　その様子はまるで、恐ろしい疾風のような速度で走る神話の戦士のようであった。

			　気がついたときにはすでにヘルマンはゴーレムの外周を突破している。

			　もうガウスや遊撃に捕まっているゴーレムを呼び戻しても遅かった。

			「やばっ…………！」

			　土壁を張る？　無理だ。土壁なんかではボロ紙のように突き破られて終わる。攻撃魔法？　それも無理だ。あの速度で移動する敵に正確に当てられる技量は松田にはない。

			『大丈夫、契約者様は私が守る』

			　かろうじて保険として残していたフォウの存在が救いであった。

			　槍先が強固な防壁にぶちあたったような感触に、ヘルマンは不敵な笑みを浮かべた。

			　魔法士が白兵戦に備えて、なんらかの対抗策を用意しているなどよくあることだからだ。

			　ノーラが剣を抜き、ディアナが詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　だが、それより早く松田を討ち倒す自信がヘルマンにはあった。

			　

			「――――スキル加速(アクセル)、スキル貫通(ピアース)！」

		

	
		
			　

			第百二十二話　戦いの決着

			　

			（やばいっ！）

			　心底松田は油断したことを後悔していた。

			　パリン、と乾いた音を立てて、フォウの盾が砕け散る。

			　天馬疾駆(ギヤロツプ)に加速(アクセル)を重ねた貫通攻撃に耐えられなかったのだ。

			　フォウはなんとか二枚目の盾を展開してヘルマンを押しとどめようとするが、一度加速に乗ったヘルマンはたちまちその盾を打ち砕いた。

			　こんなことならディアナとステラに手を出さないように、なんて言わなきゃよかった。

			　ゴーレムの運用試験だなんて調子に乗っていた。

			　甘く見ていた。戦争を甘く見ていた。

			　ヘルマンがよく出来た人間だったから、日本にいたころの感覚で考えてしまった。

			　ここは現代日本より、あまりに命の値段が軽い異世界なのだ。

			「お父様！」

			　詠唱が間に合わないと判断したディアナが泣きそうな声で叫ぶ。

			　ノーラは横合いからヘルマンに斬りつけようと、スキル神速を発動するが、天馬疾駆(ギヤロツプ)と加速(アクセル)を重ねがけしたヘルマンには、わずかに及ばない。

			（――――もらった！）

			　ヘルマンが勝利を確信した、その瞬間であった。

			「ご主人様危ないです。わふ」

			「へぶあああああああ！」

			　脇腹に強烈な打撃を食らって松田は吹き飛んだ。

			　それに驚いたのは松田だけではなくヘルマンもである。

			　自分を邪魔しに来るのならば、対処する準備はできていた。

			　まさか松田のほうを蹴り飛ばすなど、さすがのヘルマンも想定していなかったのである。

			「ステラ！　貴女何をやっているの！」

			「だってこうしないと間に合わなかったです。わふ」

			　松田の秘宝であるディアナや使い魔であるクスコには、松田に危害を加えるような真似はできない。発想することすらない。

			　これはステラが人であるからこそできた判断なのである。

			　自由であるからこそ人は傷つけ、裏切ることもある。同時に人の自由意思こそが助けとなるのだと――――このときの松田に、そんな思考をする余裕はなかった。

			「ごほっ！　ごほっ！　いや、助かったよステラ」

			　ズキン、と鈍い痛みが走る。

			　ちょっと肋骨がやばい気もするが助かった。

			　正直、ステラの機転がなければこうして会話できていたかどうかも怪しい。

			　松田には規格外の土魔法スキルがあるが、逆に言えば、通常の魔法士が所有しているはずの、ダメージ軽減や防御スキルがないのである。

			「……力及ばなかったか」

			　スキルの発動時間が経過したのか、ヘルマンの加速が止まった。

			　もうこの状態から挽回する術は、ヘルマンにはない。

			　ノーラとクスコの挟み撃ちを受けて、愛馬を犠牲にしてかろうじてヘルマンが大地を転がって避ける。

			　逃げることもできないことなどわかっていた。

			　この決断を選んだときから、生きて帰ることが不可能であることなど百も承知。

			　あの馬鹿公子の愚かな願いのために死ぬつもりなどなかったのに、いざ戦場に立てば部下をいたずらに見殺しにすることなどできなかった。

			「現時点をもって騎士団は撤退せよ！　ただし公都に戻ってはならん！　ザルツワイト侯領に集合して指示を仰げ！」

			　ザルツワイト侯は大公の従兄弟にあたる権力者で、万が一のことがあれば公国の後継者たりうる男だ。

			　それに侯のもとで部隊を再編すれば、少なくとも三日はかかる。

			　その間にすべては終わっていることだろう。

			（――――自分は判断を間違ったかな？）

			　家族と国外に逃げることも考えたはずだった。

			　騎士団長を解任されたときには、もう公国など知ったことではないと思ったこともあった。

			　なのに結局は命を捨てて単身突撃している。

			（身に浸みついた習性は消えないってことか）

			「人が生き方を変えるなんて、そう簡単なことじゃありませんよ？」

			「――私はそんな顔に出ていたかな？」

			「自分にも心あたりがあることですし、同じような人も見てきましたから」

			　ふと松田は初めてこの世界に来て訪れたリジョンの町のゴドハルトを思い出した。

			　今ごろはもう少しましな主君に仕えているだろうか。

			「仕方がない。それも含めて私という人間なのだろうから」

			　国も部下も何もかも見捨てて、家族と逃げるという選択肢は取れなかった。

			　残念ではあるが後悔もない。

			　覚悟を決めてヘルマンはどかり、と大地に腰を下ろした。

			「あつかましい願いだとはわかっているが、部下たちを見逃してもらえると助かる」

			「いやいや、無理でしょ。だって貴方の部下、誰も逃げてませんよ？」

			「なにいいいい？」

			　慌ててヘルマンは後ろを振り向く。

			　撤退に移る部下など一人もいなかった。

			　

			「くそっ！　なんとかゴーレムを突破しろ！　ヘルマン殿を見捨てるな！」

			「時間差でガウス殿がねじ込める隙間を作るんだ！　急げ！」

			「ヘルマン団長！　死なないでください！」

			　

			「――――あの馬鹿どもが……」

			　我知らず目が潤んで視界がぼやける。

			　まったく、これだから俺はお前らが見捨てられんのだ。

			　戦場で共に生命をかける仲間は、時として家族に勝る。この感覚は実際に戦場で戦った人間にしかわからない。

			　生きるか死ぬかの極限状況だからこそ通い合う絆というものが、この世にはあるのだ。

			「――――そんなわけで、あの連中引き取ってもらえませんか？」

			「なん…………だと？」

			「でないとあの人たち殲滅するしかなくなるんですが」

			「私はそれでもいいのですけど……」

			「ややこしくなるからディアナは黙ってなさい」

			　自分の聞いた言葉が信じられずに、ヘルマンは目をこすった。別に目をこすったからどうなるものでもないが、現実であるという確証が欲しかった。

			「いや、これでも君を殺そうとした自覚はあるのだが……」

			「でも部下を逃がしたいんでしょ？」

		

	
		
			[image: 06.jpg]
		

	
		
			　すでに大砲型ゴーレムの召喚は終わっていて、もし騎士ゴーレムの戦線を突破されたら砲撃を開始するしかない。

			　さらに今度はステラもディアナも黙ってみてはいないだろう。

			　まず半刻と保たず騎士団の戦力は潰滅するに違いなかった。

			「も、もちろんだ。正直見逃してもらえるなら大いに助かる。貴殿がラクシュミー嬢を救出するまで決して手出しをしないことは約束しよう」

			「それはくれぐれもお願いします。今度は初手から広域魔法で殲滅することになりますから」

			「……そんな奥の手まで持っていたのか……」

			　どうやら最初から最後まで、自分たちは手を抜かれていたらしい。

			　しかしステラが咄(とつ)嗟(さ)に松田を蹴り飛ばしていなければ、松田の命は危なかった。

			　戦場慣れしていない松田の油断、というより慢心であったのだろう。

			　そして今、自分を殺そうとしたヘルマンをも逃がそうとしている。

			「老婆心ながら忠告するが、貴殿のその甘さはいつか命取りになるぞ？　助けてもらっておいてこんなことを言うのは筋違いだとはわかっているが」

			　松田が本当にラクシュミーを助けたいのならば、ヘルマンも騎士団も倒しておいて損はないのだ。

			　むしろそうしたほうが確実にリスクは減る。まして死ぬ寸前まで自分を追い詰めた相手を平然と許すなど、命がいくつあっても足りない。

			「甘いままじゃいけませんか？」

			「はぁ？」

			「甘いままでいられるくらい強くなればいいんじゃないですか？　何せ俺は我がままですから」

			　甘さが弱みになるというのなら、弱みを補ってあまりあるほど強くなればいい。

			　そうして国にも邪魔をされない絶対的な力を手に入れて見せる。

			　人を恐れずに済むように。

			　人を憎まずに済むように。

			　そのための絢爛たる七つの秘宝なのだから。

			「驚いたな。確かに甘さと弱さは決してイコールではない」

			　そもそもこうしてゴーレム軍団を率い、敢然と公国に立ち向かってくること自体が強さの証明である。

			　あるいは松田であれば、戦場では捨てざるを得なかった甘さを持ちえたまま勝利を手中にできるのかもしれなかった。

			　かつては自分もまた、強さに制限を設けずに、どこまでも強くなるために諸国を流浪したではないか。

			「詮無いことを言った。貴殿の武運を陰ながら祈っている」

			　そういって頭を下げると、大きく息を吸い、ヘルマンは意気揚々と立ち上がった。

			「この馬鹿者どもめ！　上官の命令を無視しおって！　説教してやるから、そのまま私についてこい！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「もうすぐだ。もうすぐ私のママに相応しくない盗人の首が届く。楽しみにしておけ」

			「それは不可能だと申し上げておきます。それと、私は貴方のママじゃありません！」

			「私がママだというのに、まだそんなことを言っているのか？　お前も道理のわからぬ女だな」

			「どの口で道理とかいいますか！」

			　この男には話が通じない。というより自分に都合のいい言葉以外を聞くつもりがない。

			「のこのこと我が国に姿を現すとは、所詮は亜人の知恵などその程度ということか」

			　それはどうかしら、とはラクシュミーは言葉にはしなかった。したところで無視されるか罵(ば)倒(とう)されるのが目に見えていたからだ。

			「わざわざドワーフとその片割れに騎士団の大半を派遣してやったのだ。逃げることも絶対に許さんよ」

			　七百の騎士とかゴーレムとかほざいていたが、そんなものは見間違いに決まっている。

			　いったいどこの世に七百もの軍勢を引き連れて現れるドワーフとエルフがいるというのだ。

			「この私としたことが迂闊だったな。ドワーフは生かして捕らえるよう命令するのを忘れていたよ」

			「ハーレプスト様が捕らえられることなどありえませんから無用の心配ですわ！」

			「はっはっはっ！　強がるのもいい加減にしろ。大丈夫、醜くて気分が悪いけれど、奴の首を見ればママも自分の立場を思い出すよ」

			「生憎(あいにく)、万が一ハーレプスト様が首になるようなことがあれば、私も後を追わせていただきますわ」

			「いつまでそんなことを言っていられるか……楽しみにしているよ。そんなことより――」

			　マルグに促されるようにして数人の侍女が入室してきた。

			　その手には豪(ごう)奢(しや)なドレスや、レースをふんだんにあしらった下着が握られている。

			「そろそろ同じ服を着続けているのも気持ち悪いだろう？　私が手ずから着替えさせてやれないのが残念だが、新しい衣装を用意させてもらった」

			　ワナワナと怒りに震えながら、ラクシュミーはかろうじて怒鳴りだしたいのを抑えた。

			「――――なんですか？　本気で私にこれを着ろと？」

			「きっとよく似合うぞ」

			「どピンクでやたら胸が大きく開いたデザインなのは気のせいですか？　しかも下着は黒ばかり！」

			「ママはこの服が好きだっただろう？」

			「私はもっと慎ましい白のドレスが好みです！　ハーレプスト様も下着は赤がお好きですし！」

			「赤など下品だと思わないか？」

			「紫も結構好きだったりしますのよ？　服は脱がずに着たままのほうが興奮するとか」

			「ドワーフの性癖が歪んでいるとは聞いていたが」

			　なんとも業が深い性癖を隠し持っているらしい。どうせ首になる男のことだから構わないが。

			　

			「――――あまり僕を異常性癖者みたいに言わないでもらえないか？」

			　

			　がっくりと肩を落としたハーレプストを、松田は優しく慰めた。

			「だ、大丈夫ですよ師匠！　きっとこれもラクシュミーさんの罠に嵌まった結果なんでしょう？」

			「あら、気になることを言ってるわね。あとでじっくり聞かせてもらえるかしら？」

			「絶対にノウ！　マツダ君も余計なことを言わないでくれ！」

			「あれ？　もしかして素の性癖っすか？」

			　

			　かなり間抜けな会話にあっけにとられていたマルグが、気を取り直したかのように叫ぶ。

			「き、貴様ら！　どこから入った！　いや、そもそもなんでここにいる？」

		

	
		
			　

			第百二十三話　公国崩壊

			　

			　ここで時間は少し遡る。

			　小国とはいえ、仮にも一国の都。

			　公都の外周は巨大な堀と城壁が築かれている。

			　しかしそこに駐留する兵数は普段の半数以下に減っていた。

			　ひと際高い城楼の上で見張りをしていた兵士は、低い地鳴りのような振動音を耳にした。

			「…………なんだ？」

			　目を凝らし、薄暗くなり始めた西の空の向こうに視線を向けた兵士は次の瞬間絶叫していた。

			「うわあああああああああああああ！」

			　物いわぬゴーレムの軍団、三百体の騎士ゴーレム、二百体のガーゴイルゴーレム、そして巨大な正体不明のゴーレムが一体。

			　あの化け物を撃退するはずだった騎士団の姿はどこにも見えなかった。

			　――まさか敗北したのか？　公国の総力をあげた四千の精鋭たちが。

			「ゴーレム軍団接近！　大至急、騎士団長に連絡を！」

			　

			「ヘルマンの馬鹿め！　失敗したのか！」

			　ゴーレム軍団の接近を知らされたオナンは震えあがった。

			　まさかあの戦力を送って負けるとは思いもしなかったのである。

			　オナンにはヘルマンほどの武力もなければ指揮力もない。さらに今の公国には四千もの兵力が残っていない。

			　かろうじて高い城壁と堀の防御力に拠って敵を撃退することができるかもしれない。

			　もはやそれだけがよりどころであった。

			「な、なんとしても敵を寄せつけるな！　大公殿下と公子殿下を守り参らせよ！」

			　口ではもっともなことを言いつつ、オナンは素早く逃げる算段に思いを巡らせていた。

			　間違っても公国のために自分の命を捨てるつもりなどなかった。

			「おのれヘルマンめ！　この俺がせっかく騎士団長まで昇りつめたのを無にする気か！」

			　ようやく手にした騎士団長の座。

			　死ぬ気はないが、手放すのも惜しい。

			　なんとか相手を撃退できないものか、とオナンは最後の望みを捨てられなかった。

			　念のために平兵士の軍装を用意し、形勢が悪くなればすぐに逃げる準備を整えながらも、怖いもの見たさかオナンは城壁の向こうのゴーレム軍団を見下ろした。

			「あれは…………なんだ？」

			　巨大な鏃(やじり)のように見えなくもないが、破城槌の一種なのだろうか？　あの変な波を打った線にはなんの意味があるのか。

			　オナンが見つめる前で、巨大な鏃のような何かがゆっくりと動き出す。

			「……回った？」

			「敵、ゴーレム、前進します！」

			「弩兵集中射撃！　あのゴーレムを寄せつけるな！」

			　嫌な予感がする。

			　あんなのろのろした速度で特別製の城門が破れるはずはないのだが。

			　全長およそ五メートル、全高およそ二メートル。

			　この世界ではついぞ見ることのできないその異形の姿を、松田はとてもよく知っていた。

			「…………面白い構造だ。今までこの発想がなかったのが不思議なほどだが」

			　ハーレプストは興奮して顔を紅潮させながら、巨大なゴーレムを凝視した。

			　そのゴーレムに松田は満足気に何度も頷く。

			「やっぱりドリルは男のロマンですよ！」

			　この世界は螺(ね)子(じ)の概念はあるのに、これまでドリルは製造されていなかったらしい。

			　まあ、お手軽に魔法で代用できていたからだろう。

			　いかに対魔法処理を施した城門であっても、単純に物理的なドリルの蹂躙を防ぐことはできない。

			　でかい図体だけに、雨のように弩の矢が降り注ぐが、操作する人員もいないドリルには痛くもかゆくもなかった。

			　ドリル自体が損壊しかねない魔法攻撃には、フォウが鉄壁の防御を施している。

			『無駄無駄無駄です！　もう二度と私の盾を突破することなど不可能と知りなさい！』

			　どうやらフォウとしては、ヘルマンに二度までも盾を破壊されたことに、いたくプライドを傷つけたらしかった。

			『私だってその気になれば、あんな男のスキル程度で……っ！』

			　かつて絢爛たる七つの秘宝として全盛期のころのフォウは、竜のブレスを軽々と防ぎ、それどころか竜を空中で透明な檻(おり)に閉じ込めて、じわじわと檻を小さくして抹殺するのを得意とした、実はディアナに次ぐ殲滅キャラだったらしい。

			　なるほど、道理でディアナお姉さまなわけだ。

			『あんなチンケな人間に盾ぶち割られたなんて、生涯の汚点ですうううう！』

			「まあまあ、次からはそうはいかないから」

			『ああっ！　ディアナお姉さま優しい……素敵！』

			「それにもうさっきまでとは違うでしょう？」

			『はいっ！　まだまだ物足りないですけど、もうあんな雑魚(ざこ)に不覚はとりません！』

			　もっともヘルマンは決して弱い男ではなかった。

			　ノーラがかなり手強いと判断した立派な戦士ではあったが、やはり竜や高位の不死族(ノスフエラトウ)を相手に戦ってきた絢爛たる七つの秘宝としては、物足りない相手なのだ。

			「不幸中の幸いかレベルアップしたことだし――――」

			　四千もの大軍勢を相手にしたせいか、あるいは間近に死と隣り合わせの経験をしたせいか、再びレベルアップした松田である。

			　

			松田毅　性別男　年齢十八歳　レベル８

			　種族　エルフ

			　称号　ゴーレムマスター

			　属性　土

			　スキル　ゴーレムマスター・表（ゴーレムを操る消費魔力が百分の一）　秘宝支配（あらゆる秘宝(アーテイフアクト)を使用可能）　並列思考レベル８（八百体のゴーレムを同時制御することができる）　ゴーレムマスター・裏（土魔法の習得速度三倍の代わりに土魔法以外の魔法が使用できなくなる）　錬金術レベル１（素材なしの錬金にかかる消費魔力十分の一　錬金位階中級まで）　錬金術レベル２（レシピ理解、レシピさえあればなんでも再現できる。ただし性能はワンランク落ちる。位階中級まで）

			錬金術レベル３（錬金再現、一度見た錬金を理解し再現することができる）

			錬金術レベル４（使い魔創造　触媒によって使い魔を創造することができる。使い魔の強さは触媒と魔力に依存する）　錬金術レベル５（使い魔掌握　触媒とした使い魔の記憶と人格を保存する）

			秘宝支配レベル２（絆のできた秘宝に対する最上位優先権、他人の干渉の排除）

			錬金術レベル６（ゴーレムに魔法を使用させることができる。ただし土魔法にかぎる）　←ＮＥＷ！

			隠しスキル　秘宝成長（秘宝の潜在的な特性を成長させる。ただしこの能力は本人の無意識によって発動し、制御できない）

			封印解放　レベル制限のかけられていた秘宝の封印を解除する。ただしその解除は松田のレベルに依存する　←ＮＥＷ！

			　

			　ようやくディアナとフォウにかけられていたレベル制限が解放された。

			　これにより全盛期の半ば近くまで力を取り戻すことができたらしい。

			　フォウが意気揚々と、城からの攻撃を防いでいるのはそのせいだ。

			「だめだ！　何か目に見えないもので弾かれてる！」

			「あの化け物、もう城門に接触するぞ！」

			「いくらなんでも、あんなに遅い速度でどうにかなる城門じゃ……」

			　見事なフラグであった。

			　ミスリルと鋼の合金に、幾重にも対魔法処理を施した堅牢な城門が、不気味な振動音とともに回転するドリルによって、無惨にも食い破られていく。

			　

			　――――メリメリメリメリメリ。

			　

			「甘い甘い！　ダイヤとドルロイ師匠直伝の魔法鋼で鍛えたビットが、そんなもので防げるか！」

			「もうだめだあああああああああああ！」

			　強固な城門がみるみるドリルに穴を穿たれていくのを、冷静に見ていられる兵士は少なかった。

			　オナンはあまりに想像とかけ離れたその光景に、腰を抜かしたといってよい。

			「あわわわわわわわ」

			　慌てて逃げようとするのだが、腰が抜けているので匍(ほ)匐(ふく)前進するような格好となった。

			「おい！　逃げるな！　誰か、俺を運べ！」

			　恥も外聞も捨ててオナンは叫ぶが、いつでも逃げられるよう人目につかぬところにいたことが災いした。

			　誰もオナンに気づかない。

			　それどころか一部の人間は指示を仰ごうと、オナンの姿を探してさえいた。

			　結果、ただでさえパニックになっているのに、最高指揮官が行方不明となったわけである。

			　これで士気が崩壊しないほうがどうかしている。

			　まるで無人の野を行くかのごとく、松田たちは公都へと侵入を果たした。

			「お、おいていかないで…………」

			　バキバキ、と嫌な損壊音がオナンの近くで響いた。

			　ドリルの振動と直接的な破壊が、城壁に深刻な影響を与えようとしていた。

			「く、崩れる……ははは、早く逃げないと！」

			　オナンがいるのは狭い階段を登った先にある見晴らしのよい隠し狭間である。

			　外からは目につきにくいが、中から外への見晴らしはよいという迎撃用の空間であり、本来は狙撃などに用いることになっている。

			　当然のことながら個人用なので基本的に人が立ち入らない。

			　視界確保のため、比較的高い場所に位置するその隠し狭間に倒壊の危機が迫っていた。

			「いやだ！　こんなところで！　誰にも知られずに死ぬのはいやだ！」

			　がくがくと足が震える。

			　逃げなくてはいけないのに、腰のほうはまったく反応することなく立ち上がることもできなくて、オナンは芋虫(キヤタピラー)のように転がりながら逃げた。

			　ミシ、ミシ、と壁が軋む音とともに、いくつかの柱が負荷に耐えられず倒壊を始めた。

			　連鎖的に城壁が崩壊を始め、オナンが地上にたどり着くよりも早く、終末がやってきた。

			「いやだあああああああああああ！」

			　ふっと床が消えたような感触があって、無数の石と鉄と木材の破片とともにオナンの身体は落下した。

			　折悪しく、前進を続けていたドリルの無限軌道(キヤタピラー)によって、オナンの身体は瓦礫ごと圧縮されて地上の浸みとなったのである。

			　

			　これほどの異常事態にマルグが気がつかなかったのは、ラクシュミーのいるマルグの私室が完璧な防音処置が施されていたからにつきる。

			　人には言えない秘密の性癖を満たすために、マルグの部屋は誰にも邪魔されぬための様々な措置が備わっていた。

			　すでに数少ない兵士は大公を連れて脱出しており、騎士団長のオナンは人知れず大地の染みと化した。

			　わずかにマルグの護衛だけは部屋の外で待機していたが、目にも留まらぬステラとクスコの速度に反応することはできなかった。

			　ハーレプストと松田が侵入したらしいことは理解しても、さすがにもう自分以外誰もいなくなってしまったとは、マルグも夢にも思わなかった。

			「な、なにをしておる！　曲(くせ)者(もの)をつまみ出せ！」

			「もう誰もいないよ」

			「ここをどこだと思っている！　ヴィッテルスバッハ公国の宮廷であるぞ！」

			「むしろ今まで何も気づいてないことにびっくりだよ」

			　護衛の人間たちはマルグに避難を促そうとしなかったのだろうか？

			　おそらくは絶対に声をかけるな、とか命令していて、それを破ると厳罰に処されるようなことが今までにあったのだろうな。

			　それで何か起きると、どうして報せない！と責任を押しつけられる。弱者の哀しいところだ。

			　

			「ハーレプスト様！」

			「ああ、ラクシュミー！　大丈夫だったかい？　つらいことはされなかった？」

			「安心してください！　ハーレプスト様のために、ラクシュミーは固く貞操を守っておりました！」

			「お、おう…………」

			「そこで引かないでください！　せっかくプロポーズしてくださったのです。もうラクシュミーのすべてはハーレプスト様のものなのですよ？」

			　ハーレプストに見せつけるように豊かな胸を押しつけて、ラクシュミーは瞳を潤ませた。

			　すでに二人の目には、松田もマルグも入っていない。

			　長い時間をかけてようやくわだかまりを解いて結ばれた恋人同士に、周りを見る余裕などなかったということか。

			　もちろんそんなラブシーンを見せつけられたマルグが黙っていられるはずがなかった。

			「ええ～～いっ！　離れろ！　それは私のママだ！」

			「私は貴方のママじゃないと言ったでしょう？」

			「大抵のママは、最初はそう言うのだ！」

			　それは単に権力に物を言わせて黙らせただけなのだが、マルグは当たり前のように受け取っていた。

			「――――ここに僕がいるのはマツダ君が連れてきてくれたからだが……最小限ラクシュミーの婚約者としての義務を果たそう。僕の女をママ呼ばわりするな！　このマザコンめ！」

			　ドワーフの持つ太く固い拳は、金属のハンマーをも凌駕するという。

			　怒りに握りしめられたハーレプストの拳は、まさか自分が殴られるなどとは夢にも思っていないマルグの左目のあたりを直撃した。

			　空中を何回転もして吹き飛んだマルグは、テーブルや床に頭を打ち付けながらようやく壁にぶつかって停止する。

			　ピクピクと痙(けい)攣(れん)しているところをみれば、かろうじて死んではいないようだ。

			　まあ、下手をすると眼窩は骨折しているだろうし、左目は失明してしまうかもしれないが。

			「まあ！　素敵ですわ！　ハーレプスト様」

			「僕も少しは君を守る力になれただろうか？」

			「私にとっては、ハーレプスト様こそが颯爽と助けに現れた王子様ですわ！」

			　恋する乙女の埒もないところである。

			　感激に胸を弾ませ、ラクシュミーはハーレプストの首に手を回し、深く深く唇を押しつけた。

			「やりましたです！　わふ」

			「情熱的です…………」

			「武士の情けだ。バカップルとは言わないでおいてやるか……」

			　松田に人前でキスするメンタリティーはないが、こうしてハーレプストとラクシュミーが幸せそうなのは喜ばしいことだ。

			　それに独り身の松田が何を言っても、幸せな恋人には負け犬の遠吠えにすぎない。

			「ハーレプスト師匠、ラクシュミーさん。感動の再会のところ申し訳ないですが、早くここから離れますよ？」

			「もう！　ここは少し気をきかせるところですよ？　マツダ様」

			「いいじゃないか、ラクシュミー。これから僕たちには時間はたっぷりあるのだから」

			「うふふ……そうでしたわね」

			「はいはい、ごちそうさま」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――――こうしてヴィッテルスバッハ公国を一方的に蹂躙したゴーレム軍団の襲撃は終わりを告げた。

			　公都がザルツワイト侯ハンスによって解放され、半死半生のマルグが救出されたのはそれから二日後のことである。

			　未知の軍団によって公都を一時とはいえ、喪失したという事実。

			　そして軍事力が半減に近い損害をうけたという現実は、各国の野心を煽らずにはおかなかった。

			　すでにきな臭さを増しつつある大陸情勢に、ヴィッテルスバッハ公国の混乱は一石を投じることとなったのである。

			　その後意識を取り戻したマルグは、一連の騒動の責任を押しつけられる形で、身分はく奪のうえ地下牢に幽閉されることとなった。

			　

			「私を助けてくれないなんて、あんな奴ママじゃない！　私は騙されたんだああああ！」

		

	
		
			　

			第百二十四話　ハーレプストの結婚

			　

			「でかっ！」

			　デアフリンガー王国の王都シュペー、その中心街の一角に一万坪以上の広大な敷地を持つクラウゼヴィッツ家の屋敷に、松田は驚きの声をあげた。

			　ラクシュミーがご令嬢だとは聞いていたが、まさかこれほどの大富豪の娘だったとは。

			　ズラリと整列したメイドと執事の中央に、口ひげを蓄えた偉丈夫が立っている。

			　年のころは五十に届くかどうか。その男はラクシュミーの顔を見るなり、くしゃりと顔を綻ばせた。

			「我が娘がお世話になったそうですな」

			「ただいま、お父様」

			「元気そうで安心したよ、ラクシュミー」

			　玄関で待ち構えていた迫力のあるロマンスグレーの正体は、ラクシュミーの父ローバルであった。

			　さすがは大商会の長、迫力が違う。

			「お招きに与(あずか)りまして恐縮です」

			「いやいや、今もっとも世界で注目されている男に来ていただき、我が家も鼻が高いというもの」

			　ローバルの言葉に、到底聞き逃せないものを見つけて松田は聞き返した。

			「世界で注目されてる？」

			「まさか、あれだけのことをしておいて注目されないとでも？」

			「ま、まあ国を相手にどこまでできるかなあ、なんてはっちゃけた部分は否めませんが……」

			「この世界で国を相手に我を通せる人間がどれだけいると思っているのです？　各国はすでにマツダ殿を新たな伝説級探索者として認識し始めています」

			　伝説級とは個人で国家に匹敵する力を持つ者の総称で、こればかりはギルドで認定するものではない。

			　各国が安全保障関係を結び、共存を選択できるものだけを認定することになる。

			　逆に言えば、共存できないと判断されたものは世界を敵に回すのと同義であった。

			　かつてのライドッグもその共存できない人間に指定されたことがあり、全世界を相手に戦ったこともある。

			　それでもなお、必ずしも倒せない理不尽な存在――それが伝説級たる所以なのであった。

			　ヴィッテルスバッハ公国をほぼまったく相手にせずに蹂躙し、一時は国家機能を喪失させた事実は、松田が久しぶりに誕生した新たな伝説級探索者ではないかと思わせるには十分な実績なのである。

			「デアフリンガー王国は君との敵対を望んでいない。そこは安心してくれていい。可愛い娘を助けるために手を貸してくれたことを陛下はたいそう評価されていたよ」

			「今、陛下とかおっしゃいました？」

			「私は王国の経済顧問の一人でもあるのでね」

			　よくそんな人の娘を誘拐する気になったな、あの馬鹿公子。

			　いや、知ろうともしなかったに違いないが。

			「スキャパフロー王国は今も君を血眼になって探しているらしいね。さすがに直接敵対するつもりはない、とは思うけれど」

			「黙って逃げ出してきましたからねえ……」

			　現時点で松田が絢爛たる七つの秘宝を所持していることを把握しているのはスキャパフロー王国だけだ。

			　是が非でも秘宝を取り戻したい、だめなら松田を抱え込みたいというのがスキャパフロー王国の本音であろう。

			　あわよくば殺して奪いたい、と考える勢力がいることも確実である。

			　そもそも松田は軍部にもドワーフ評議会にも恨みを買っているのだから。

			「ハーレプスト殿がこうして娘と結婚する気になったのもマツダ殿のおかげだろう。この恩は忘れないよ」

			「師匠が自分で立ち直っただけですよ」

			　松田はほんのきっかけにすぎない。

			　ハーレプストは自分で考え、自分で決断して変わることができた。

			「それでも、だよ。人はきっかけなしに変わることはできないものさ。きっかけというのは、自分を納得するために必要な通過儀礼のようなものだが、なかなか得ようとして得られるものではない」

			　ハーレプストがそのきっかけを得られたのは幸運だった。もしそのきっかけがあと五年遅かったら、さすがにローバルもハーレプストを恨まずにはいられなかっただろう。

			「必要なことがあれば、なんでも申しつけてくれ。我が商会の総力をあげて応えよう」

			「それではひとつお願いしたいことが――――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――私、誕生！」

			　ツインテールに髪を結って、フォウはディアナそっくりの顔を花が咲いたように綻ばせた。

		

	
		
			[image: 07.jpg]
		

	
		
			「声帯の再現も問題ない。技量(うで)を上げたな、マツダ君」

			「ありがとうございます。これも師匠のアドバイスあればこそですよ」

			　声帯機能の追加は、ハーレプストの人形技術がかなりのウェイトを占めている。

			　もっとも松田のスキルをもってすれば、次回からはすぐに再現が可能なわけだが。

			　松田がローバルに頼んだのは、ハーレプストの工房からの素材とフォウの身体（予定）の運搬であった。

			　そればかりか新たな仕様（フォウとディアナのリクエスト）のために必要な貴重な素材もクラウゼヴィッツ商会が入手してくれた。

			　さすがはデアフリンガー王国最大手、半端ない。

			　おかげで二人の結婚式前に、フォウに身体を与えるのを間に合わせることができた。

			「ふうん、なかなか可愛いじゃない」

			「ディアナお姉さま！　私はお揃いにしたかったのに！」

			　フォウが不満なのは、フォウとディアナの身体がほぼ同じ外見をしているために、ディアナが髪の色を変えることを強硬に主張したためだった。

			　そのため今のフォウの髪は、見事なハニーブロンドになっている。

			「お父様、早く私の理想の新しい身体を……」

			「まだ諦めてなかったの、お前？」

			　００６の執念というか怨念があるから、新しい身体を用意するだけでは意味がないんだが。

			「諦めません！　私のＤカップ……！　決して諦めてなるものですか！」

			　ディアナの視線の先にはステラがいた。サイズ的にはまだ未成熟ながら、日を追うごとに女性らしさを増していく成長期のステラ。

			　彼女に置いていかれたくない。

			　なぜか、そう思うことが多くなった。

			「フォウも可愛いです！　わふわふぅ！」

			　いや、気のせいかもしれない。

			「ふふふふふふ……こうして身体を手に入れたからには、私もお姉さまと一緒に契約者様に甘え放題！」

			「わ、私はそんなにお父様に甘えてないわ！」

			「嘘です。ディアナはベタベタなのです。わふ」

			「ワンコ娘にだけは言われたくないわあああああああ！」

			「ステラ、ワンコじゃないのです。わふ」

			「…………うん？」

			　ふと松田はステラが見慣れない格好をしていることに気づく。

			　そういえば結婚式用のドレスの試着をしていたっけ。

			　思ったよりもシンプルな、身体のラインがよく出るワンピースドレスだった。

			　これが思いのほか似合っていた。てっきりヒラヒラのフリル満載のドレスだと思っていたが……。

			「似合うですか？　ご主人様」

			「とてもよく似合ってるぞ？　ステラも成長したもんだ」

			「やったー！　わふわふふ！」

			　喜んでパタパタと松田の周りで回転し始めたステラに、松田は前言を撤回することを決めた。こいつあんまり成長しとらん。

			「お父様！　次は私の試着ですから！」

			「ああ、ラクシュミーさんのセンスは良さそうだから、安心して任せなさい」

			「うぐぐ…………」

			　はたしてラクシュミーはステラのように少し大人っぽいドレスをチョイスしてくれるだろうか。

			（今に見ていなさい。最後にお父様の理想像を手に入れるのは、この私なのですから！）

			「お姉さま！　お姉さま！　二人でハニーベアの着ぐるみを着ませんか？」

			「死ね」

			「えええええ！　お姉さま、なんでですか？　なんでそんなに怒ってるんですかああああ！」

			　

			　

			　結局ハーレプストとラクシュミーの結婚式は、盛大に――とはならなかった。

			　ラクシュミーはハーレプストの嫁にいくわけで、クラウゼヴィッツ商会とは、ほぼ関わりがなくなる。

			　つまりはハーレプストをクラウゼヴィッツ一族に迎えるというわけではない。

			　そんな二人の門出を必要以上に盛大なものにしないでほしい、というハーレプストとラクシュミーの意向を受け、二人の幸せを考えてのローバル苦渋の決断だった。

			　とはいえ、数は少ないながら顔ぶれは豪勢極まる。

			　ラクシュミーの兄であるアルフォンスはもちろんのこと、ドルロイとリンダ、そして――――。

			「君に会うのを楽しみにしていたよ、マツダ君」

			　まるで三国志の関羽を思わせる長い顎鬚の偉丈夫が、笑いながら松田に話しかけてきた。

			　温厚そうな笑顔から、そこはかとなく立ち上る経営者の気配に、松田は警戒を強める。

			「失礼ですが、貴方は？」

			「ローバルとは旧知の仲でフェッターケアンという。どうかお見知りおき願いたい」

			　あれ？　どこかで聞いたことのある名前ですね。

			　救いを求めるようにローバルを見た松田に、ローバルは憐れむような目で答えた。

			「陛下であらせられる。本人がどうしても、と聞かなくてな」

			「はっはっはっ！　余も一国の王として、公国を滅亡の一歩手前まで追いこんだ男と誼(よしみ)を通じておきたくてな」

			「…………恐れ多いお言葉にございます」

			「これでも宰相や軍務卿の出席は見合わせてもらったのだ。なんというか……すまん」

			「いえ、お気遣いなく。ラクシュミーさんの晴れの舞台ですし」

			　今日この日くらいは我慢しよう。

			　なかなか我がままには生きれないものだね。

			　

			「――――新郎新婦の入場です」

			　

			　この世界では新婦の手を父親が引き、バージンロードを――という概念はないらしい。

			　目が覚めるような純白のウェディングドレスに身を包んだラクシュミーに対し、ハーレプストはミスリルを糸状にしており上げたドワーフ伝統のチュニックを漆黒に染め抜いている。

			　ハーレプストは傍目にも照れていっぱいいっぱいなようだが、ラクシュミーは勝ち誇――もとい、とても幸せそうに微笑んでいた。

			　割れんばかりの拍手を浴びながら演台に立ち、軽く会釈するとハーレプストは苦笑する。

			「随分と遠回りをしたような気がするよ」

			「そうかしら？」

			「君は恨んでいないのかい？」

			「待つことさえ、愛していれば楽しめるものよ？　女は」

			「君の小さいころを思い出すと、素直には頷けない台詞だなあ」

			　かなり悪辣な罠に嵌(はま)められた気がする。

			「待つにもスパイスは必要でしょ？」

			「昔から君に勝てる気がしなかったが、今、確信に変わったよ」

			　何かを諦めたように、同時にそれが誇らしいようにハーレプストは笑う。

			「それではこの場に会したすべての者を証人に、永遠の愛の誓いの口づけを……」

			　ハーレプストは瞳を閉じたラクシュミーの美しい顔を見つめる。

			　失いたくないからこそ永遠を求めた。

			　失いたくないから手に入れることを諦めていた。

			　失いたくないというのは愛していることの裏返しで、愛していることから目を背けるために懸命に人形を作り続けてきた。

			　気がついてしまえば子供のように拗(す)ねていただけ。

			「…………認めたくないものだな」

			　まだ少女であったラクシュミーに、とうの昔に心を奪われていたなどと。

			（しかし認めてしまえばこんなに心が楽になるものだね）

			　もちろん失う恐怖が消えたわけではない。

			　ただ、恐怖しているだけでは非生産的だと開き直って生きていく覚悟ができた。

			　変わったといえば、その心の在り方だけなのである。

			（人が信じられないのは人を信じたいという気持ちの裏返し……そう考えるのは簡単だ。でも心の在り方を変えることは難しい）

			　もしラクシュミーの人形を奪われていなかったら。

			　もし松田を裏切るよう強要されていなかったら。

			　はたしてハーレプストの心が劇的に変化していたかどうかは疑わしい。

			　しかし人の心は不変ではありえぬものだ。

			（――――そのきっかけが早く君に訪れることを祈っているよ、マツダ君）

			　悪いが僕は一足先に幸せにならせてもらうが。

			　ハーレプストが花嫁の唇を自らのそれで塞ぐと、どっ、と拍手と囃したてる声が鳴り響いた。

			「わふぅ……ラクシュミーさん綺麗です」

			「うらやましいわ」

			「お姉さま！　私たちも真似してみませんか？」

			「死ね」

			　初々しく照れながらも、しっかりとお互いの手を握り締める二人を見て、松田は胸が熱くなるのを感じた。

			　――――人は変われる。

			　まだ自分が変われる気はしないけれど。

			　いつか自分の心に巣食う闇が晴れる日は来るのだろうか。

			　あのラクシュミーに瓜二つの人形を人質に取られたハーレプストが、松田を裏切らないでくれてうれしかった。

			　それでもなお、人形でなかったらハーレプストは裏切っていただろうと考える自分がいる。

			　いったいどんなきっかけがあれば、自分は変われるのか。

			　まだその答えは松田の中にはなかった。

		

	
		
			　

			第百二十五話　残されし者

			　

			　松田とハーレプストの逃亡を知ったスキャパフロー王国は、慌ててその後を追った。

			　松田ほどの探索者を外に出すのは惜しかったし、マリアナに勝った男というのは宝石より貴重であった。

			　もっともこの時点では、引き留められれば儲けもの程度であったことは否めない。

			　スペンサー伯や五槌のゲノック、マニッシュなどにとっては、松田は顔を見るのも嫌な相手である。

			　このまま遠くにいなくなってくれたほうがありがたい。

			　それが嘘偽らざる彼らの本音であったろう。

			　その状況が一変したのが、松田が手に入れた秘宝の正体である。

			　――――絢爛たる七つの秘宝。

			　それは現在の魔法技術では再現不可能な喪失技術(ロストテクノロジー)として最高峰に位置する存在であった。

			　世界最高の工業技術国を自称するスキャパフロー王国にとって、喉から手が出るほど欲しい。

			　もちろんそれだけではなく、絢爛たる七つの秘宝が流出すれば、この世界の均衡に大きな影響を及ぼすことが予想された。

			　世界を滅ぼすことすら可能と謳われた絢爛たる七つの秘宝を一個人が所有し、まして他国に奪われることなどあってはならない。

			　もはや国家予算を、先祖伝来の秘宝を、どれほどつぎ込むことになろうとも、絢爛たる七つの秘宝を取り戻さなくてはならなかった。

			　

			「――――まあ、あの男を国軍ごときが捕まえられるはずもないが」

			「でしょうね」

			　松田の逃亡を手助けした張本人、マリアナは今日もシェリーとナージャを引き連れて迷宮に挑んでいる。

			「ああ、せっかく王女様に勝てる男性が現れたというのに、まだ強くなるおつもりなのですか？」

			「うむ、実は今回の件でひとつ気づいたことがある」

			「はあ」

			「――やっぱり私は負けるのは性に合わんということだ」

			「神は死んだ！」

			　結婚するなら自分より強い男というマリアナが、負けるのは嫌いだから、やっぱり勝つまで頑張るとなれば、もはや結婚はないものと諦めるほかないだろう。

			　ナージャは正しく絶望した。

			　しかしシェリーは微妙な表情で苦笑する。

			　マリアナの本音がそこにはないことを、彼女だけはわかっていた。

			　なぜなら彼女と同じ気持ちをシェリーも抱いているからだ。

			　――自分の実力では彼の前に立てない。

			　マクンバの街にいたときにはまだここまでの差はなかった。

			　フェイドルの迷宮で腕を磨き、金級探索者にランクアップしたときは、少しは松田との差が縮まったと信じた。

			　だがそれは幻想にすぎなかった。

			　あのリアゴッドという理不尽の塊のような敵を前に、シェリーは内心で諦めてしまっていた。

			　勝てるはずがない、と。

			　それは事実であったし、あの場に松田がいなければシェリーが生きて帰れた確率はかぎりなくゼロに等しかったであろう。

			　マリアナもまた、松田の隣に立って戦うのは無理だ、と諦めた。

			　実力では決して劣ってはいないと思っているノーラの果断さがうらやましかった。

			　どうして自分はあのとき諦めてしまったのか。

			　その不甲斐なさを埋めるように、マリアナとシェリーは連日迷宮の攻略を続けていた。

			　あれからレベルが上がったシェリーは、宝石級探索者に匹敵する力を手に入れている。

			　おそらく昇進試験を受ければ問題なく突破するに違いなかった。

			　しかしその昇進試験を受ける時間すら惜しい。

			　憑かれたように今日もシェリーとマリアナは深層に潜る。

			「誰か、誰か私の代わりを……どうかお慈悲を！」

			　まったく迷宮を攻略する気などないナージャの悲痛な願いは、やはり今日も叶うことはなかった。

			「――――来るぞ！」

			　静かだが、確かな闘志をこめてシェリーが叫ぶ。

			　いまだ彼女たちが攻略している階層は三百階層を突破した程度に留まる。

			　先日最下層である三百六十階層に達することができたのは、松田たちが魔物の掃除を済ませてくれていたからだ。

			　口惜しいが、その事実を受け入れぬわけにはいかなかった。

			「斬撃(スラツシユ)乱舞(ロンド)！」

			　疾走するケルベロスの群れへ向かって、シェリーは遠距離から数十の斬撃を飛ばした。

			「キャウン！」

			　弱々しい鳴き声をあげて、十頭以上のケルベロスの首が飛んだ。

			　その口からはチロチロと赤い地獄の炎が漏れている。

			　炎の咆哮(フレアブレス)を持つケルベロスは、できるかぎり遠距離で倒すのが鉄則であった。

			「いかん！　ケルベロスだけじゃない！　オルトロスがいるぞ！」

			　相変わらず鉄壁の防御を誇るマリアナではあるが、速度に関してはそこまでの力はない。

			　たてがみと尻尾(しつぽ)が蛇となった双頭のオルトロスは、速さに特化した魔物だ。

			　前衛のマリアナの力だけでは守り抜けないと判断したのだろう。

			「圧壊(クラツシング)！」

			　大きく振りかぶったマリアナの剣から黒い球のようなものが膨れあがる。

			　およそ二十メートル近くにまで膨れ上がった黒い球は、そのまま巨大なハンマーと化してケルベロスたちを圧し潰した。

			　圧壊の衝撃で大地が陥没し、巨大な地震が発生したかのように迷宮が揺れる。

			　さすがのオルトロスも自慢の速度を落とさざるを得なかった――――刹那。

			「多重影(マルチプルシヤドウ)！」

			　分身一体を作る二重影(ダブルシヤドウ)の上位スキルである。

			　この分身は幻影ではなく、実体を持ち、シェリーとまったく同じスキルを使うことができる。

			　その数はレベルに依存して、今のシェリーは八体の分身を作ることができた。

			「疾走(ダツシユ)連撃(リピーテツド)」

			　八体のシェリーが、ほぼ一瞬の間に放った九つの連撃は、マリアナが逃したオルトロスを一匹残らず両断した。

			　新たに獲得したスキルも今は十分に使いこなしている。

			　先日までのシェリーなら、幾体かのオルトロスをナージャのほうへ通してしまったに違いなかった。

			　強くなったという手ごたえを感じると同時に、まだ遠く及ばないという焦燥があった。

			　今の力があれば、あのリアゴッドに勝てるだろうか？

			　――それは無理だ。

			　強くなればなるほど松田との距離が遠く感じられて、シェリーはぎゅっと唇を噛み締めた。

			　オルトロスの返り血か、強く噛み締めすぎたことで唇が出血したのか、塩辛い鉄さびた味がシェリーの口内に広がっていった。

			（私は……私はいったいいつになったらマツダに追いつける？）

			「そろそろ食糧がやばいですよ！　帰りましょう！　それから一週間ほど臨時休暇を取りましょう！」

			　この際一夜の過ちを犯し、妊娠するしかこの地獄から抜け出すことはできないかもしれない。

			　そして既成事実で私は晴れて人妻！

			　シェリーやマリアナと違って平凡（と本人は思っている）な一般人であるナージャにとって、連日の迷宮攻略は生きた心地がしなかった。

			　マリアナとシェリーがひとつ対処を誤れば、容易く自分は死ぬだろう。

			　騎士としてある程度の修養に励んできたナージャは、自分に才能がないことを知っている。

			　彼女が二人と違うのは、才がないことに納得して受け入れているということだ。

			　なまじ才があるばかりに、シェリーとマリアナは自分の限界を認められずにいた。

			　もう少し努力すれば、もう少しレベルがあがれば。

			　いつか自分もあの高みに達することができるのではないか？

			「…………ナージャに休暇を与えるつもりは毛頭ないが、私たちも身体を休める必要がありそうだ。今日はここまでとしておこうか」

			「………………わかった」

			　本当はわかっていない。

			　こんなことをしていては追いつけない、追いつけないのだ。

			　でも探索者としての経験と本能は、このまま戦い続けるのは自殺行為だと告げている。

			　どうして自分はこんな貧弱なのか。努力というのはそれほどに無力で意味のないものなのだろうか。

			　持たざる者は結局持てる者に追いつくことはできないのか。

			　そんなシェリーの心を知ってか知らずか、マリアナは軽くシェリーの肩を叩いてくるりと踵を返す。

			（私は…………どうしてこんなに弱いのだ）

			　がっくりと肩を落として帰路につくシェリーの様子は、まるで敗北者そのものであり、現在フェイドルの迷宮で断トツのトップランカーとは思えなかった。

			　

			「――――ふう」

			　数日ぶりの入浴を済ませ、濡れた髪の水分を布で拭き取りながらシェリーは髪の手入れを始めた。

			　どうせ邪魔になるのだから、ばっさりと切り落としてしまえばよいのだが、なぜか切れずにいる。

			　化粧もしない。料理もしない。女らしいことはおよそ何もしないシェリーに残された最後の女らしさがこの美しい金髪なのだった。

			「なんだか疲れた…………」

			　まだ松田に会う前は、レベルアップしたときの喜びといえばひとしおで、夜は仲間たちと祝杯をあげたものだ。

			　今はその喜びがない。喜びがないのになんのために強くなるのだろう？

			　どうして自分はこんなに強くなろうとしているのだろう？

			　なんだかつい先日まではわかっていたような気がするのに、今は霞がかかったように思い出すことができない。

			「今ごろ、マツダはどうしているかな……？」

			　王国から松田の確保するべく騎士団が出動したと聞くが、あの白狐クスコをも従えた松田が捕まるはずがない。

			　あのノーラという女。

			　完全魔法無効化というスキルをもった魔法士殺しは足手まといにならずにいるだろうか？

			　自分にはついていくことができなかった。

			　目的のためとはいえ、迷わず松田についていくことを決めた彼女の心の強さがうらやましくも妬ましく思える。

			　このところこんな堂々巡りの未練がましいことを考えてばかりだった。

			　このままではいけない――――。

			　

			「シェリーさん、いいかい？」

			「は、はい」

			　

			　シェリーが定宿としている『迷い家』の女将が控えめに部屋のドアをノックした。

			　手料理を作るなど思ってもみないシェリーにとって、洗濯や食事を任せてしまえる宿はお金はかかっても便利な施設だった。

			　すでにこの『迷い家』で暮らし始めて、もう数か月が経つ。

			　女将ともすっかり顔なじみで、たまに酒を飲みかわすこともあるが、こうして夜に訪ねてくることは珍しい。

			「――――何か？」

			「インガル伯爵から使いが来たよ？　折り入って相談があるとか……」

			　マリアナと行動を共にするようになってからインガル伯ハインツからの接触は途絶えていた。

			　またぞろ松田がらみで協力でも要請されるのだろうか？

			　それとも宮廷内でマリアナの扱いについて陰謀でも持ち上がったのか。

			　いずれにしろ愉快な相談でないことは確実である。

			「あの陰険……今度は何をやらせるつもりなの……？」

			　シェリーでなくともハインツが悪人であることはわかる。それも愉快犯で知能犯でもある。

			　近づいた人間を不幸に陥れて悦に浸るような真性のサディストだ。

			　権力闘争のためならシェリーなど何人死んでも気にも留めぬだろう。

			　だからといって断る選択肢はシェリーにはなかった。

			　ハインツに依頼されて、いくつかの影の仕事をこなしてきたシェリーは、下手をすれば口封じをされてもおかしくない。

			　権力者の不興を買うとはそういうことなのだ。

			「すぐに行きますと伝えてください」

			「大変ねえ……ようやく迷宮から帰ってきたばかりなのにねえ」

			　女将は気の毒そうにそう言って、使者の方へと戻っていった。

			「まったく、私は貴族の遊びにつきあう暇はないってのに……」

			　強くなること以外はすべてがお遊び。

			　宮廷内の政治バランスなどどうなろうとシェリーの知ったことではない。

			　もちろん、悪意の塊であるハインツが、そんなシェリーの心の在り方に気づかぬはずがなかった。

		

	
		
			　

			第百二十六話　悪意の誘い

			　

			　インガル伯爵家の公邸は、迷宮管理所の利権を一手に握るハインツの権勢を誇示するかのように贅を尽くしている。

			　見たことのない意匠の巨大な門。幾重にも弧を描く噴水と華麗な花園。どれをとっても王家以外には真似のできぬ見事なものだ。

			　新進気鋭の探索者として目をつけられたシェリーは、貴重な秘宝の貸与などの優遇と引き換えに、迷宮管理所のためにスパイのような活動を何度も依頼されていた。

			　なかでも探索者同士の強盗殺人事件に関しては、首謀者の暗殺まで引き受け実行したという経験がある。

			　それだけならシェリーもここまでハインツを嫌ったりはしなかっただろう。

			　シェリーがハインツを心底嫌う理由は、彼の魂(たましい)の根源にある人に対する悪意だ。

			　人の苦しむ姿が見たい。

			　苦しんだ結果ハッピーエンドになっても別に構わないが、とりあえず苦しんで苦しんでもがいてほしい。

			　絶望して引きこもるような人間ではつまらない。生きているかぎりあがいてあがいて諦めないような人間こそ鑑賞に値する。

			　そう言い切ったハインツの酷薄な冷笑は、今もシェリーの瞼に鮮烈に焼きついていた。

			　シェリーに松田を内偵することを命じたときもそうだった。

			　任務と松田に恩返しをしたいシェリーの葛(かつ)藤(とう)を、実に面白そうに眺めていた。

			　手を切りたい嫌な男ではあるが、マリアナとともに迷宮で修業している今、無視できる相手でもない。

			　むしろ下手に敵対すれば、眉一つ動かさずに歯向かうおもちゃなら壊すと言いかねない男だ。

			（――――それでもマツダは……）

			　松田ならそんな理不尽に敢然とノーを突きつけるだろう。

			　実際に軍務卿や五槌を相手に、有無を言わさず己の主張を押し通した。

			　シェリーにはできない。

			　普通の人間であれば、理不尽を嘆くだけで逆らうことなど思いもよらない。

			　己の意志を貫くだけの力が、松田にはある。

			　たった一人の個人で、国家すら敵対を躊(ちゆう)躇(ちよ)させるだけの巨大な力が。

			（私にもその力があれば……）

			　きっと胸を張って松田にもついていけた。

			　自分が悪いとわかっていても、疑いの目で松田に見られる自分が許せない。

			　ではどうしたら、あんな疑いの目を向けられずに済むのか？

			　――――それは強さだ。

			　何事にも揺るがぬ強さがあれば、松田だって裏切りを心配せずに済むはず。

			　だが現実はこうしてハインツに呼びつけられている。

			　その理想とのギャップに、シェリーは重いため息を吐いた。

			「どうしたんだい？　ご機嫌斜めじゃないか」

			　見るからにうれしそうにハインツが姿を現したのは、そのときであった。

			　どうせさっきから見ていたくせに、とはシェリーは言わずに「迷宮の攻略で疲れているんです。用件を早く言ってください」と答えた。

			　下手に言葉を交わせば交わすほど、ハインツのペースに乗せられるのがわかっていたからだ。

			「随分と成長したと聞いているよ。もう宝石級の実力があるらしいじゃないか」

			「まだ王女殿下にも及びませんよ」

			「王女殿下にも、とは言ってくれる。彼女は我が国で将軍に次ぐ実力で、間違いなく五本の指には入る強さがあるんだよ？　いったい君の目指す強さはどのあたりなのだろうね？」

			　どこまでも嫌らしい男だ。

			　シェリーと松田の関係など、とうの昔に知っているはずなのに。

			　ここで反応すればハインツを喜ばせるだけだ、とシェリーは必死に怒鳴りたいのをこらえた。

			「そんなことを言うために私を呼びつけたのですか？」

			　シェリーの反応を興味深そうに見守りながら、ハインツはパンパン、と手を叩いた。

			「うん、素晴らしい。君の努力は敬意に値するよ。それが無駄だということを除けば」

			「――――何が言いたい！」

			　伯爵に対する敬語も忘れて思わずシェリーは叫んだ。

			　それはシェリーがもっとも痛切に感じ、目を背けたい事実であった。

			　いつか松田に追いつこうと熱望しながら、心の奥ではそんな才能など自分にはないとわかっていた。

			　

			「――――強くなりたくはないかい？」

			「な――――」

			　

			　なりたいに決まっている！

			　強く、もっと強く、強さだけを追い求めてそれ以外の幸せを放り投げてきた。

			　いったいどれほどシェリーが強さを望んでいるか、ハインツには到底わかるまい。

			　しかしどうして今、そんな問いがなされるのか。

			　不可解であると同時に、シェリーの強さに対する妄執が、一筋の期待を覚えずにはいられなかった。

			「実はその機能が不明だった古代の秘宝がひとつ解明されてね。といってもそれがすべてかはわからないのだが」

			　迷宮で発見される秘宝は、中にはどんな効果があるのかまったく不明なものが存在する。

			　鑑定でも解析できないそうした効果不明の秘宝を、失われた秘宝(ロストアーテイフアクト)という。

			　往々にしてそうした秘宝こそが、信じられないような強力な秘宝であったりすることをシェリーは知っていた。

			　しかもフェイドルの迷宮の秘宝は、強制的に買い上げられてしまうために稀少性が高い。

			「――――その効果はどのような？」

			　ハインツにいいように操られている。それを自覚しながらもシェリーはその先を聞かずにはいられなかった。

			「基礎身体能力が劇的に向上する。倍ではきかないだろうね。三倍か四倍か。それからかなりの魔法抵抗力も付与されるようだ」

			「三倍か四倍…………？」

			　戦士系のスキルには神速や縮地など、身体能力を上昇させるものがある。

			　基礎能力があがれば、当然スキルの効果も乗算で上昇していく。

			「それがどうかしましたか？」

			「つれないね。君は欲しくないのかい？」

			「欲しいか欲しくないかと言われれば欲しいです。でもそんな伝説級に近い秘宝、私にいただけるはずがないでしょう？」

			「――――ところがそうでもない」

			　ハインツの言葉にざわり、とシェリーの胸は騒いだ。

			（本当にこの秘宝が手に入る？）

			　この秘宝の効果をもってすれば、確実にシェリーは松田と肩を並べるほどの力を手にすることができるだろう。

			　正直な本心をいえば、喉から手が出るほどに欲しい。

			「なぜなら、この秘宝には致命的なデメリットがあるからです」

			「代償型、ということですか？」

			　魂食いのように、一定時間内に生物を殺害しないと、自分の魂が食われる、というような代償を求める秘宝も数は少ないが存在する。

			　しかしそれがなんだというのだ。

			　強さを得ることができれば――何事にも揺るがない強さがあれば、そんな代償などどうにでもできるのではないか。

			　シェリーの心の均衡が、自分でも自覚できぬままに秘宝へと吸い寄せられていた。

			「代償型ともいえる。しかし必ずしも代償は必要ではない」

			「意味がわかりません」

			「実験では、二割の確率で代償は発生しない。しかし八割の確率でなんらかの代償が支払わされる。困ったことに、その代償が一定しない」

			　実験が何を意味するのか、多少なりとも迷宮管理所の裏に関わったシェリーには想像がついた。

			　表に出すことができない闇から闇へ処分される無法者たちを、体よく実験台に使ったのだろう。

			「発狂するもの、声が出なくなるもの、目が見えなくなるもの、血が止まらなくなるもの、くしゃみが止まらなくなるなんて面白い奴もいたね。何日かして死んだけど」

			「それはお気の毒に」

			　常時くしゃみが止まらなくなれば、話すことも食事することも、睡眠をとることもできなくなるだろう。地味に見えて致命的な代償だった。

			「まあ、安心したまえ。代償を払わなくとも三割程度の向上効果はある。それだけでも十分な効果だろう？」

			「…………そうですね」

			　身体能力三割向上といえば、かなり高位の秘宝である。もしシェリーがお金で手に入れようとするなら、蓄えてきた財産をすべて吐き出す覚悟が必要なレベルだ。

			　普通の人間なら大喜びで代償のないほうを選ぶ。

			　八割の確率で探索者を続けられないような代償を払うくらいなら、確実な代償なしを選択するのは当然だ。

			（でもそれでは並みの宝石級探索者を超えることはできない）

			　――――二割、無視できぬ数字だ。

			　だが探索者としては踏み越えてはいけないリスクだということもわかる。

			　リスク管理のできない探索者は、決して長生きすることはできないからだ。

			「私は君に期待している。是非役に立ててくれ」

			　そう言ってハインツは、うれしそうに一振りの剣を差し出した。

			　禍(まが)々(まが)しい紅の鞘。

			　しかし確かに感じられる隠しきれぬ強者の威。

			　ほとんど無意識のうちにシェリーはハインツから剣を受け取っていた。

			（――――これさえあれば）

			「用件はそれだけだ。明日も王女と迷宮に潜るのだろう？　早く帰って身体を休めたまえ」

			　実に楽しそうなハインツの表情を、シェリーは忌々しく思いながらも、剣を大事そうに胸に抱え込んで無言で頭を下げた。

			　もう剣を絶対に手放すつもりはなかった。子供が大事なおもちゃを守るように、シェリーはそそくさとハインツの公邸を後にした。
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			　二階の窓から小走りに去っていくシェリーを見下ろしたハインツは、愉快そうに嗤った。

			「さて、君はいつまで耐えられるだろうね？　そうそう、伝えるのを忘れていたよ。その剣の銘は――独占(モノポリー)というそうだ」

			　意図的にハインツは語らなかったが、代償を支払った実験台にはひとつの共通点があった。

			　それはその人間がもっとも心を寄せる者に対する過度な執着と独占欲である。

			　現在シェリーが執着している人物を知らぬハインツではない。

			　その結果何が起きるのかも、十分に承知している。

			「楽しみだね。君の頑張りが報われることを祈っているよ？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、初めて迷宮内で独占(モノポリー)――彼女はその銘を知っているわけではないが――を抜いたシェリーは歓喜した。

			　かつて感じたことのない身体の軽さ、そして全身を駆け巡る活力。

			　こんな力を望んでいた。

			　今の自分はかつての弱かった自分とは違う。

			　この迷宮のなかで、明らかに強者と呼ばれる存在となったはずだ。

			　昨日の倍近い速度でケルベロスを殲滅していくシェリーに、マリアナが呆れたような声をあげた。

			「いったい何があった？　昨日とは別人だぞ？」

			「ちょっとよくない傾向ですね……」

			「どういうことだ？」

			　ナージャは珍しく深刻そうに眉を顰めてシェリーを見つめていた。

			　その理由がわからず、マリアナは首をひねる。

			「姫様のように生まれながらに強い人は稀です。ほとんどの人は弱者から始めて強さを得ます。ときに弱者が己の身に過ぎる強さを得ると、力に酔います」

			「シェリーが弱者とは思えんが」

			「彼女は自分を強者だなどと考えたことはありませんよ、絶対に」

			　虎は強くなるために努力はしないという。弱者は強さに飢えるが、強者は強さに飢えたりしない。

			　シェリーの強さに対する渇(かつ)望(ぼう)は、彼女が己を弱者だと思えばこその反応である。

			「……酔うとどうなる？」

			「強さを試したくなります。戦う以前の心構えとして必要以上の危険は冒さない。これができなくなる」

			　そうして万能感に酔い、限界を見失って、本来なら格下を相手に命を落とす。

			　弱者としてマリアナの理不尽に振り回されるナージャだからこそわかることであった。

			　確かに今のシェリーは強い。

			　しかし本人が、まだその強さを計りかねているような危うさがある。

			「…………どうすれば治る？」

			「困ったことに、失敗して自分を顧(かえり)みないことには自覚できないものなんです」

			「ならば考えても仕方ないな」

			「えええっ！」

			　マリアナのあまりに思い切りのよい結論に、思わずナージャは抗議の声をあげた。

			「要するに失敗したところをフォローして帰還すればよいのだろう？　その辺の判断は任せた！」

			「それって私に投げっぱなしってことですよね？」

			「そうともいう」

			「ひどいっ！」

			　どうせ失敗しなくては止まらないのなら、あえて失敗させてしまったほうが覚悟できていい。

			　この決断ができてしまうあたりがマリアナの強者たる所以であり、強者であるということは、必ずしも武力が強いというだけのことではないのだ。

			　

			「――――スキル真空刃(バキユームカツター)」

			　昨日までのシェリーなら、かろうじて皮膚を引き裂くだけだったはずのスキルで、容易く魔物たちの首が落ちていく。

			　この調子なら今日は三百二十階層を目指せるかもしれない。

			　前に来たときは松田の通ったあとで、冷え固まった溶岩や、巨大なクレーターしかなかったものだが、はたしてどんな魔物が出るものか。

			「うん？」

			　どうやらフロアボスのお出ましらしい。

			　九つの首に巨大な竜の胴体。ヒュドラである。

			　強靭な生命力と毒のブレスを持つ恐るべき魔物で、よほどの深層でもないと出現しない。

			　昨日までのシェリーなら、万全の状態でも勝利することは難しい相手だった。

			　にもかかわらず、シェリーは一瞬の躊躇もなくヒュドラに向かって突っ込んだ。

			「シェリー！　無謀だぞ！」

			　マリアナの防御力であれば、まだなんとか耐えられる。王家伝来の鎧の効果だけではなく、マリアナ自身もレベルアップして防御系のスキルも充実していた。

			　前衛のマリアナ、遊撃のシェリー、後衛のナージャというのが理想的なパーティーのフォーメーションであったはずだった。

			「スキル貫通(ピアース)！」

			　ヒュドラの眉間をめがけてシェリーは刺突を放つ。

			　威力があがった今なら、たとえヒュドラでも恐れるに足りない。

			　そんなシェリーの思い上がりは、最悪の結果によって報われることになる。

			　ヒュドラが硬身(ハード)を使用した。

			　往々にしてフロアボスはスキルを使用することがあるが、まさに今のヒュドラがそれであった。

			　シェリーもそれを知っていたはずなのに、力に酔った万能感がそれを忘れさせたのである。

			　あっけなく剣を弾かれた無防備なシェリーを、丸太のような尾が襲う。

			　避けようのない空中で、まともに尾の打撃を受けたシェリーは、襤褸くずのように吹き飛んだ。

			　身体能力が底上げされていなければ、この時点でシェリーは死んでいただろう。

			「ナージャ！　シェリーの治療を頼む！」

			「は、はい！」

			「こいっ！　ここからは私が相手だ！」

			　治療と言われてもナージャは専門の回復職ではない。聖騎士としてある程度の応急措置の心得があるだけだ。

			　この世界の本格的な治癒魔法は神聖魔法(デバイントーラー)しか使えない。

			　かろうじて聖騎士には体内活性のスキルがあるので、一時的に抵抗力を高めることができる。

			「シェリーさん……」

			　ひどい有様であった。腕と足がおかしな方向を向いていて、おそらくは内臓もいくつか破裂している。

			　口からは鮮血が溢れていて、意識があるのが不思議なくらいだった。

			「気を強く持ってください、シェリーさん」

			「…………私は弱いな」

			　ヒュドラ程度であっさり死の淵に立たされてしまうなんて、平凡な宝石級探索者と何も変わらない。

			　強くなったと思った。

			　しかしそれは幻想で、もともと弱かった女が少しばかりの力を得て舞い上がっているにすぎなかった。

			「生きてさえいれば、また強くなれます」

			　そう言いながらもナージャは内心で、それは不可能だろうと思っていた。

			　これほどの怪我では回復しても後遺症が残るだろうし、長いリハビリが必要になるだろう。

			　長い間現場を離れれば勘が鈍る。リハビリをして勘を取り戻すころには、いったい何年経っていることか。

			　いや、そもそもナージャの所感では、シェリーが助かる可能性はそれほど高いものではない。

			「生きてさえいれば、か」

			　ナージャの言葉が嘘であることをシェリーは知っていた。

			　もし助かったとしても、シェリーはあのヒュドラには勝てない。

			　シェリーの持つ力とはその程度だ。

			「生きているだけでは強くなれない」

			　レベルアップもそろそろ頭打ちになる。

			　いくら迷宮で戦っても、成長期を過ぎた探索者は多少技が練れるだけで、ステータスはあがらない。

			　シェリーの求める強さは、もう永遠に近く失われてしまった。たったひとつの例外を除いて。

			　

			「――接続(アクセス)」

			　

			　もういい。

			　もう安全なんて求めない。

			　

			「封印解除(オープンセサミ)、権限認証(セルフイテイケイシヨン)」

			　

			　こうなることもハインツの予想通りなのだろう。

			　愉快そうに嗤うハインツの顔が思い浮かぶ。

			　業腹ではあるが、そんなもの強くなるためには些細なことだ。

			　

			「全解放(フルリリース)」

			　

			　シェリーの手に握られたままの独占(モノポリー)が、爆発したように光り輝き、腹部の奥から途轍もない活力が溢れてくるのをシェリーは感じた。

		

	
		
			　

			第百二十七話　ノーラの故郷

			　

			　ハーレプストとラクシュミーの結婚式を終え、デアフリンガー国王からそれとなく勧誘を受けながら、ようやく松田たちは目的地のパズルへと到着した。

			　デアフリンガー王国の北西部にある小さな街で、ここがノーラの生まれ故郷であるそうだ。

			「パズル(ここ)に帰るのも久しぶりさ」

			「失礼ですが、ご家族は？」

			「まあ、その辺も含めていろいろとあるのさ」

			　普段は勝気なノーラが、どこか親に見捨てられた子供のように見えた。

			　多分そういう弱さも見せておけば男が放っておかなかっただろうに、と松田は思う。

			「今何かむかつくことを考えたね？」

			「滅相もありません！」

			「ご主人様、ご主人様！　すごく大きな湖があるです！　わふ」

			　ちょうどパズルの街の西に、巨大な淡水湖が太陽の光に反射してキラキラと光っているのが見えた。

			　その様子をステラは物珍しそうに眺めている。

			「そういえばステラはまだ海を見たこともなかったな」

			「海、ですか？　わふ」

			「デアフリンガー王国からさらに南のワーゲンブルグ王国へ行けば海が見えるよ」

			「ステラ、海見たいです！　わふ」

			「そうだな。今回の件が終わったら、行ってみてもいいか」

			「お父様はステラに弱すぎます！　早く他の秘宝を解放しないとあのリアゴッドに奪われますよ？」

			　ぷん、と頬を膨らませてディアナが松田の脇腹をつねる。

			「そうそう、契約者様はもっとお姉さまに優しくするべきです！　もちろん私にも！」

			　新たに身体を得たフォウも、ディアナと同じでひどく甘えん坊だった。

			　ディアナもフォウも、大概わがままを聞いてやってるがなあ、と松田は苦笑する。

			　ハーレプストにも突っ込まれたが、いまだにお風呂もベッドも一緒というのは、松田にとってもつらいのだ。

			　特にステラが身体的に成長してきているせいか、目のやりどころに困る。

			　それにディアナが対抗意識を燃やしてくるから始末に負えなかった。

			「はいはい、私たちの目的も忘れないでね」

			　呆れたように肩をすくめてノーラは歩き出す。

			　それでもどこか今までのような覇気が感じられない。

			　何か故郷につらい思いでもあるのだろうか。

			「それで、古代遺跡パズルってのはどこにあるんだい？」

			　ここまでわざわざやってきたのは、ノーラに遺跡の攻略を依頼されたからだ。

			　宝石級探索者であるノーラが、一人では絶対に攻略できないと言い切るほどの遺跡である。

			『主様、妙な気配があります』

			　もはや定位置のように松田の首に巻きついたクスコが、不安そうに告げたのはそのときだった。

			「妙な気配ってどういうことだい？」

			『もしかしたらここの遺跡に絢爛たる七つの秘宝があるかもしれません』

			「――確か、クスコが場所を把握しているのは飛刀アイヤーナと万物を見通す眼イリスだったな」

			『悠久の癒しグローリアも、当時の人間から集めた情報だけはあるのですが、私にはそこが封印場所だとは思えなくて』

			「するとここには悠久の癒しグローリアか名無しのゼロが眠っている可能性があると？」

			『絢爛たる七つの秘宝とそれを封印するための力は、伝説級のなかでも特殊なものです。そんな巨大な力の気配が、ここにはあります』

			「なるほど」

			　これが縁というものか。

			　ノーラの依頼が終わったら、飛刀アイヤーナと万物を見通す眼イリスを探しに行こうとは思っていたが、まさかこうして意図せずに絢爛たる七つの秘宝と見えることになろうとは。

			『これは……何かしら？　封印が歪んでいるような……あまりよくない気配です』

			　ふと松田は話しながらあることに気づいた。

			「そういえば遺跡ってどこにあるんですか？」

			　ほぼ例外なく迷宮は広大な土地を必要とする。

			　地下に広がるタイプのものでも条件は一緒で、入口だけがポツンとあるというケースはほぼありえない。

			　ところがこのパズルの街にはそうした迷宮に必要な開けた土地がないように思われたのである。

			「そう…………それが遺跡があるのがわかっていながら、このパズルの街にギルドの出張所しかない理由でもあるわ」

			　通常、迷宮は莫大な利益を生み出す金の卵のようなものだ。

			　これを適正に管理し、利益を搾(さく)取(しゆ)するため探索者ギルドが放置しておくなど考えられぬことであった。

			「ま、とりあえず見てみたほうが早いでしょうね」

			　ノーラは意味ありげに笑うと、湖に向かって歩を進めたのだった。

			　

			　面積にしておよそ百平方キロメートル、水深の深さは深いところで三百メートルに達するという。

			　遠浅で沿岸部の水深は浅く、水質は良好で透明度が高い。

			　そして湖の中央に向かって不自然な岩が飛び石のように続いている。

			　その不自然さで、すぐに松田も理解した。

			「ノーラさん、遺跡っていうのは……」

			「そう、この湖の底よ」

			　なるほど、せっかく遺跡があるのに利用されていない理由に合点がいった。

			　利用されないのではなく、利用できなかったのだ。

			「――――湖の底だから探索できなかった、って思ったでしょ？」

			「違うんですか？」

			　ノーラの声音に、苛立ちや後悔や憎悪のような暗いものを感じ取って、松田は問い返した。

			　どこか泣きそうな顔でノーラは答えた。

			「迷宮なんて金になるものを、ギルドが見過ごすはずがない。いろんなことを試したらしいよ？　水で呼吸ができるスキルや、結界で水を弾く魔法士なんかが集められて、大々的に調査がされたらしい」

			「それでも――迷宮は探索できなかった」

			「そうだね。結果的にはそうなった」

			　莫大な資金を投入して集められた戦士や魔法士も、ついに迷宮の扉を開くことはできなかった。

			　湖の底には何百という意味不明な装置が置かれていて、それをどうにかしないことには迷宮の扉が開かないらしい。

			　水中で作業できるような魔法やスキルを持った人間は貴重で、早々に調査は行き詰まった。

			「ところがその中で一人の馬鹿が暴走したのさ」

			　それはそこそこ名の知れた宝石級探索者であったという。

			　

			「そんな面倒なことしてないで、俺が扉ごと魔法で吹っ飛ばしてやるよ」

			　火力にかけては有数の腕を持っていたらしい男の提案は、調査が完全に頓挫していたため、最終手段として採用されることになった。

			　

			「確かに才能はあったんだろうね。男の魔法は扉を開くことはできなかったが、封印された迷宮に歪みを発生させることには成功した」

			『たぶん私が感じている歪みはそれが原因ですわ。主様』

			　クスコが感じていた違和感もこれで説明がついた。

			　それをノーラに告げると、ノーラは自(じ)嘲(ちよう)気味に嗤った。

			「本当に馬鹿なことをしてくれたよ。おかげでその歪みは現在に至るもこの街をむしばみ続けているというわけさ」

			　砂浜から随分歩いた湖のほとりに、みすぼらしい探索者ギルドはあった。

			「邪魔するよ」

			　ノーラが無造作に扉を開くと、もう七十も近そうな老人が珍しそうに目を見開いて顔を綻ばせる。

			「ご無沙汰だったじゃないか、ノーラ」

			「ようやく私の目標に目途が立ちそうなんでね」

			「後ろにいるエルフの男がそうなのか？」

			「まあね」

			　老人はうれしそうに松田に向かって頭を下げた。

			「よくお出でくだされた。わしはこの出張所を任されております、クロードと申します」

			　本当にこのパズルはギルドには見捨てられた場所なのだな、と松田は思う。

			　こんな老人をたった一人で駐在に置いておくだけなのだから。

			「タケシ・マツダです。少し事情が飲みこめないのですが」

			「なんだ、何も話してないのか、ノーラ」

			「実はまだ、迷宮の攻略を手伝ってほしいとしか、ね」

			「……ふむ」

			　考えこむように腕を組んでから、クロードは視線をあげた。

			「せっかくここまで来たのだ。会っていくのだろう？」

			「ああ、長いこと留守にしていたのを謝っておかないとね」

			　老人(クロード)は億(おつ)劫(くう)そうによいしょ、と腰をあげて引き出しから複雑な意匠の鍵を取り出した。

			「わしについて来てください」

			　小さな造りだと思ったが、ギルドの奥は存外に広く、そのまま裏口から湖内の洞窟へと続いているようであった。

			　薄暗い通路をクロードとノーラが先導するように進んでいく。

			「あの子に変わりはないかい？」

			「変わりがないことはお前が一番よく知っているだろう？」

			「そうだったね…………」

			　意味ありげな言葉がクロードとノーラの間で交わされる。

			　おそらくそれがノーラが松田に助けを求めた理由なのだろう。

			　洞窟の奥には巨大な岩と、その隙間を塞ぐようにミスリル製の魔法扉が設置されていた。

			　その扉にクロードは鍵を翳し呪言を紡(つむ)ぐ。

			「清浄なるパズルに満ちる気よ。願わくばその力に拠りて我が前に光の道を指し示せ」

			　青白い光が鍵から扉に向かって伸びたと思うと、音もなく重量感のある扉はあっさり開いていった。

			　明るい人工的な光に満ちた部屋に向かって、ノーラは少し声を震わせて言った。

			　

			「――――寂しい思いをさせてごめんね。お姉ちゃん、帰ってきたよ」

		

	
		
			　

			第百二十八話　パズルの迷宮

			　

			　ノーラが話しかけたそこには、一人の少女が驚いたような顔で固まっていた。

		

	
		
			[image: 09.jpg]
		

	
		
			　微動だにしないその姿に、思わず人形ではないかと疑う松田である。

			　しかし人形にしてはあまりに肌や瞳に生気がありすぎる。

			　どれだけ精巧に作った人形でも、生きている気配というものはどうしても真似できぬものだ。

			　心を持つディアナやフォウのような例外でもないかぎり。

			「可愛いだろう？　私の妹でね、マリーカというんだ」

			「随分年の離れた妹さんだね」

			　腰まで伸びた赤毛に大きな碧(みどり)の瞳、おそらくは十歳から十二歳ほどだろうか。

			　ノーラが小さいころはこんな少女であったかもしれない、とイメージを膨らませる少女であった。

			　将来が楽しみな可愛い娘だ。

			「信じられるかい？　これでもマリーカはもう二十三歳になるんだよ？」

			「さすがにそれは…………いや、これは冷凍？　それとも呪いか？」

			　そこで冷凍睡眠という言葉が思い浮かんでしまったのは、松田が元現代人であるからだ。

			　マリーカが生き生きとしていながらも、人形のように止まってしまったのは、なんらかの魔法か呪いの仕業であろう。

			　今にも動き出しそうな、生きてそこにいる感触がある。だからこそ、それを見守らなければならない家族にとっては、やるせないものに違いなかった。

			「……今も夢に見るんだ。あの日、私とマリーカはこの湖で遊んでいた。探索者の馬鹿が力業で遺跡の扉をぶち破ろうとするとは夢にも思わずに、ね」

			　湖の水面が真っ赤に染まったかと思うと、バケツをひっくり返したように空から水が降ってきた。

			　何事かと驚き、慌ててすぐ傍で遊んでいた妹を見つけたノーラは…………。

			「気がつくとそこには、物言わなくなった妹がいた……」

			　突然の爆発に大きく口を開けて驚いた表情の妹が。

			　そして二度と妹がノーラに言葉を返すことはなかった。

			　以来ノーラは妹を救うためだけに一心不乱に生きてきた。

			　そしてたどり着いたのが、探索者としてパズルの迷宮を攻略するという道だった。

			「いろいろ伝手を辿って救いを求めたが、全部無駄だった。要するに妹と私とでは時間の流れが違うらしい。あれからもう十年以上が経ったけど、妹にとってはほんの一秒か二秒ほど前のことなんだ」

			　ノーラの言葉を引き取るようにクロードが語りだす。

			「被害に遭ったのはノーラの妹だけではありません。他にも四人ほどの子供が時を止められています。一番新しい被害者の子供は去年です」

			「迷宮の歪みが時を止める、と？」

			「おそらく」

			　よく見れば洞窟の奥にはさらに四人の子供が笑ったり、泣いたりした表情のまま動かなくなっていた。

			　稀に見つかるこうした子供たちを密かにギルドが管理しているそうだ。

			　身体を引き渡したがらない家族もいるが、何年も止まったままの子供と暮らしていると、心が病んでしまって結局ギルドに返してくるらしい。

			　ギルドとしても、一連の事件にはいささかなりとも責任を感じているので、クロードのような管理人を派遣して細々と調査を続けているというわけだった。

			「時間を操る魔法なんてこの世界には存在しない。とされてはいるが、迷宮に常識は通用しないからね」

			「さすがに俺も時間を操る魔法なんて見当もつかないよ？」

			「そこまで求めてるわけじゃない。もちろん、それができれば話は早いけどね。マツダ、私があんたに頼みたいのは迷宮の扉を開けることさ」

			　そうノーラに言われても松田には迷宮の扉を開ける方法が見当がつかない。

			　そんな松田の様子がおかしいのか、ノーラはからからと豪快に笑った。

			「湖の底に何百も意味不明な装置があるって言ったろう？」

			　得意げにノーラは語る。

			「私だって遊んでたわけじゃない。この湖の遺跡についても調べるだけ調べたさ。装置っていってもそう複雑なもんじゃない。基本的にレバーを押すか引くかだけなんだから」

			　湖の底に沈んだ謎のレバーか。シュールな光景だな。

			「これは私の勘だけどね、あのレバー全部同時に動かさないと作動しないんじゃないかな」

			「なるほど、その条件だと確かに俺はぴったりですね」

			　ただでさえ水中で作業させる人員は少ない。

			　数百のレバーを正確に同時に動かすのは、探索者の共同作業では不可能だろう。

			　だが松田のゴーレムなら？

			　なんの問題もない。何時間水中で作業させようと関係ないし、コンマ数秒のレベルですべてのゴーレムを同調させることも可能だ。

			　もしノーラの予想が真実であれば、確かにこの遺跡の扉を開けることができるのは、松田をおいて他にはいないであろう。

			「それじゃ、さっそく探ってみましょうか。――召喚(サモン)ゴーレム！」

			「ど、どひええええええええええ！」

			　まるでお芝居のような悲鳴をあげて、クロードが突き飛ばされたかのようにひっくり返った。

			　八百体ものスキュラ型ゴーレムが目の前に現れたら、予備知識のない人間はひっくり返るのも無理はない。

			　世界中のどこを探してもこんな数のゴーレムを同時召喚できるのは松田以外にはいないのだ。

			「行け！」

			　次々に湖へ潜っていくゴーレムたち。

			　とはいえ、さすがに百平方キロメートルは伊達ではなかった。

			　松田のいた日本でいえば、猪苗代湖に匹敵する面積である。

			　並みの足では一日で一周することさえ難しい。

			「害意や敵意のある相手や魔力を発する装置ならサーチの魔法が利くのですけど……」

			　残念そうにディアナは唇を噛んだ。

			　松田の前で、役に立って見せられないのが悔しいようであった。

			「契約者様、見つけた装置は私が盾で目印をつけておきます」

			「すまないな。ありがとう、フォウ」

			「ああっ！　フォウったらずるい！」

			「ディアナ、ちょっと水中を照らしてもらえるか？」

			「はいっ！　お父様、任せてください！」

			　水深が三十メートルを超えると、急速に明るさは暗くなり、水深百メートルともなればほぼ暗黒に近い。

			　これを考えてもこの仕掛けを施した奴は、きっと悪魔のように底意地の悪い奴だろう。

			　ディアナのライトの魔法を頼りに捜索すること三時間。

			　すでに判明していた装置の位置情報をクロードが教えてくれたこともあって、捜索は効率的に進んでいた。

			　結局、湖の底に設置されていた装置の数は全部で四百十二機だった。

			（なるほど、これを全部一斉に動かせと言われても困るだろうな）

			　松田は半ばノーラの予想を信じる気になっていた。

			　というより、これでさらに複雑な条件を設定されていたら、誰も遺跡を攻略することなんてできなくなってしまう。

			　この封印を施した奴とて、スタンドアローンで制御不能な状態にしておくのは不本意なはずだ。

			　半ば祈るように松田はそう思っていた。

			「さて、意図的に隠している装置がなければこれで全部のはずだけど、どうする？」

			「まさかこんなに早く……つくづくゴーレムってのは反則だな」

			　血のにじむようなノーラの十年以上の苦労を、あっさり達成してしまった松田に嫉妬めいた感情は浮かばなかった。

			　本来ノーラはとても前向きな性格の女性である。

			　だからこそ最短距離で命の危険を冒しても強さを、迷宮を攻略できる力を求めたといえる。

			　不思議なことに、ノーラとシェリーは同じく強さを追い求めて探索者になったはずだが、その心のありようは大きく違っていた。

			「さすがは私の見込んだ男だよ」

			　もし妹が助かったら、絶対に松田を逃すまい。

			　心ひそかにそう誓って、ノーラは大きく息を吸い込んだ。

			「やっちまっとくれ」

			「了解、ゴーレム、レバーを手前に引け」

			　正直なところ押すか引くかの選択に根拠はない。

			　確率は半々だが、どうやら松田の勘も捨てたものではないようだ。

			　轟(ごう)音(おん)とともに湖の中央へと続いていた飛び石が動き出し、湖底を塞いでいた迷宮の扉が動き出した。

			「こらたまげた……本当に開けちまったのか」

			「やったあああああああああ！　マツダ！　私はあんたを信じてたよ！」

			　松田の鼻先に自慢の巨乳を押しつけるようにして、ノーラは松田に抱きついた。
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			　慌ててステラとディアナがノーラを引きはがしにかかる。

			「ご主人様から離れるです！　わふ」

			「そのでかいだけの垂れた乳をどけなさい！」

			「お姉さま、それはちょっとお下品……」

			　

			　

			　ところがそのとき、西の空から一筋の赤い光の塊が飛んできて、迷宮の扉に降り立ったかと思うと、一人の美しい女性の姿に変わった。

			　その姿に見覚えのあった松田が声をかけようとする間もなく、女性はびしっ、とこちらを指さすと怒鳴り声をあげた。

			「せっかく封印してた迷宮を解放するなんて、あんたたちなんてことをしてくれるのよ！」

			　その姿は忘れもしない。

			　スキャパフロー王国で出会った人狼の女性、サーシャの姿にほかならなかった。

		

	
		
			　

			閑話「上司に結婚相談をしてはいけません」

			　

			「松田支社長、ご相談があるのですが……」

			「どうしたんだい？　上田君」

			　上田麻耶は支社の事務で、美人とまではいかないが明るく会話好きで人気の高い女性だ。

			　もしかしたら誰かセクハラでも働いたのではないか、と内心で滝のような冷や汗を流している松田であった。

			「私、実は結婚を考えてる彼がいるのですが……」

			「そうかい、それはおめでとう」

			　願わくば職場恋愛でないとありがたい。

			　おめでたいこととはいえ、職場恋愛はいろいろと人間関係の調整が面倒になることが多いのだ。

			　ましてその後夫婦仲が悪くなり、離婚などということになったら最悪である。

			　下手をすると妻派と夫派で社内が二分され、学級崩壊のような現象すら起こりかねない（本当です）。

			　そんなことを考えているとはおくびにも出さずに松田は微笑んで先を促す。

			「男の人って、自分の母親に似てる人を好きになるものですか？」

			（あ、これあかんやつや…………）

			　基本的に付き合っている女性に対して、母に似てる、とか母の料理と味が似てる、とか比較してしまうのはアウトである。

			　ところが、男の方はこれを誉め言葉として考えている節があるのが難しい。

			「人それぞれじゃないかな。偶然ということもあるし」

			「服装の趣味とかも似てるって言うんです。この間写メ見せられたけど、確かに私が好きそうな格好でした」

			（彼女に母親の写メとか見せるなよ！）

			　日常的に両親と写メを送りあったりしていたら、おそらく過半数の女性は引く。

			　ところが、両親と仲の良い自分を自慢する男というのも少なからず存在するのだ。

			「…………ま、まあ将来の義母と趣味が共通するのはいいことなんじゃないかな？」

			「それでよく考えたら、彼の部屋のカーテンやクロスも母親の趣味なんじゃないかな、って。彼の好みと明らかに違うし」

			（やめてえええええええええ！）

			　日常生活に母親の色が侵食するのを、大抵の女性は嫌う。

			　面倒くさがりの男は、そうしたコーディネイトを母親の判断に頼りがちだが、少なくとも付き合っている女性ができたら止めたほうがいい。

			　この手のセンスに女性は男性より敏感なのだから。

			「そもそも男の人って、小皿に取り分けてあげないと食べられないものですか？」

			（満(まん)貫(がん)じゃねえかこん畜生！）

			　松田のなかで相手の男はマザコンで確定した。

			　もちろんダメンズが好きな女性もいるが、少なくとも松田は相手の男を擁(よう)護(ご)することはできない。

			　可愛い部下の上田君が不幸になるのも嫌だ。

			「正直私はあまりお近づきになりたくない男性だね。上田君からはっきり嫌だと言ってみてもいいんじゃないかな」

			　多分無駄だと思うけど。

			「わかりました。やっぱりお互いに本音をぶつけ合うことって必要ですよね！」

			「参考までに付き合っている男性を聞いてもいいかな？　無理に言わなくても構わないが」

			「そうですね……支社長には報告しておくべきですよね。〇×テレビの高田さんです」

			（それうちの五本の指に入るお得意先いいいいいい！）

			「あ、あら？　急にどうしたんですか、松田支社長？　えっ？　救急車？」

			　松田が胃潰瘍で入院している間に、二人の間でどんな意見交換があったのかはわからないが、結局二人が結婚することはなかったという。

		

	
		
			高見梁川（たかみ りょうせん）

			またまたお会いできてありがとうございます！　元社畜の旅はまだまだ続きます！（二〇一九年三月現在）

			　

			イラストレーション

			吉沢メガネ（よしざわ めがね）

			最近子供向けホビーにハマってしまっています。自分が子供だった頃のものが復刻してたりして面白いですね。大人になったからこそ買いまくって思う存分遊んでます。（二〇一九年三月現在）
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